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年
顫
の
轢
瀞

道
路
局
長

大
石

久
和

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
一
四
年
の
年
頭
に
当

た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
皆
様
に
は
、
平
素
よ
り
道
路
行
政
の
推
進
に
つ
き
ま
し
て
格

別
の
御
支
援
、
御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

道
路
整
備
は
、
戦
後
か
ら
今
日
に
至
る
ま
で
、
豊
か
な
国
民
生
活
や

効
率
的
で
国
際
競
争
力
の
あ
る
経
済
活
動
の
実
現
に
大
き
く
貢
献
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
近
年
に
お
け
る
少
子
･
高
齢
化
の
急
激
な
進
展
、

環
境
に
対
す
る
意
識
の
高
ま
り
な
ど
経
済
社
会
情
勢
の
構
造
変
革
の
中

で
、
道
路
に
対
す
る
国
民
の
意
識
は
変
化
し
、
ま
た
、
そ
の
ニ
ー
ズ
も

多
様
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
単
純
な
延
長
線
上
で
道
路

行
政
を
進
め
る
こ
と
は
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

今
後
は
、
従
来
に
も
増
し
て
、
国
民
の
道
路
利
用
に
関
す
る
ニ
ー
ズ
を

的
確
に
把
握
し
、
道
路
が
提
供
す
べ
き
サ
ー
ビ
ス
を
綿
密
に
組
み
立
て

て
い
く
と
と
も
に
、
社
会
環
境
の
変
化
に
即
応
で
き
る
道
路
行
政
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

更
に
、
道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
を
は
じ
め
と
す
る
諸
改
革
の
進
展

に
伴
い
、
平
成
一
四
年
は
道
路
行
政
に
と
り
ま
し
て
、
ま
さ
に
激
動
の

年
と
な
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
ま
し
て
、
平
成
一
四
年
度
に
お
き
ま
し

て
は
、
活
力
と
希
望
に
満
ち
た
二
一
世
紀
社
会
を
実
現
す
る
道
路
政
策

を
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ま
ず
、
公
共
事
業
改
革
へ
の
取
組
み
と
い
た
し
ま
し
て
、
道
路
特
定

財
源
や
長
期
計
画
な
ど
既
存
シ
ス
テ
ム
･
制
度
の
見
直
し
を
進
め
る
と

道行セ 2002.



と
も
に
、
一
貫
し
た
事
業
評
価
の
実
施
、
道
路
事
業
の
五
年
後
の
姿
を

提
示
す
る

｢五
年
で
み
え
る
み
ち
づ
く
り
｣
に
よ
る
事
業
の
進
捗
管
理

の
徹
底
な
ど
に
よ
り
、効
果
的
･
効
率
的
な
事
業
の
実
施
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
｢道
の
相
談
室
｣
や
構
想
段
階
で
の
新
た
な
合
意
形
成
プ
ロ
セ

ス
の
導
入
、
社
会
実
験
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
け
る
特
別
サ
イ
ト

(I

R
サ
イ
ト
)
の
開
設
な
ど
を
通
じ
て
、
道
の
サ
ー
ビ
ス
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
展
開
し
ま
す
。

次
に
、
都
市
の
構
造
を
再
編
･
再
構
築
す
る
環
状
道
路
の
整
備
や
都

市
交
通
の
円
滑
化
に
資
す
る
踏
切
道
の
改
良
、
交
通
結
節
点
の
改
善
、

公
共
交
通
機
関
の
利
用
促
進
な
ど
を
実
施
し
、
都
市
の
再
生
･
再
構
築

を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
市
町
村
間
の
拠
点
を
連
絡
す
る
道
路
整
備
や
中

心
市
街
地
の
活
性
化
に
資
す
る
施
策
を
展
開
し
、
個
性
豊
か
な
地
域
の

創
造
に
貢
献
し
ま
す
。

ま
た
、
地
域
間
の
交
流
･
連
携
を
促
進
す
る
高
規
格
幹
線
道
路
や
地

域
高
規
格
道
路
の
整
備
を
重
点
的
か
つ
着
実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
空

港

･
港
湾
な
ど
へ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
の
整
備
な
ど
を
進
め
、
広
域
物
流

と
物
流
効
率
化
を
支
援
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
幹
線
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
交
差
点
立
体
化
な
ど

の
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
を
進
め
る
と
と
も
に
、
高
機
能
舗
装
の
敷
設
、

環
境
施
設
帯
の
整
備
な
ど
を
重
点
的
に
実
施
し
、
沿
道
環
境
の
改
善
と

地
球
環
境
の
保
全
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
幹
線
道
路
の
事
故
多
発
地
点

で
の
集
中
的
な
対
策
や
歩
行
空
間
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、
電
線
類
の
地

中
化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
｢み
ち
再
生
事
業
｣
を
創
設
し
沿
道
空
間

と

一
体
と
な
っ
た
使
い
や
す
い
道
へ
再
生
を
図
り
、
少
子

･
高
齢
化
に

対
応
し
た
生
活
空
間
を
形
成
し
ま
す
。

I
T
社
会
の
形
成
支
援
に
関
し
ま
し
て
は
、
E
T
C
の
普
及
促
進
、

走
行
支
援
シ
ス
テ
ム
の
実
証
実
験
、
歩
行
者
I
T
S
な
ど
の
各
種
I
T

S
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
や
情
報
ハ
イ
ウ
ェ
イ
の
構
築
を
進
め
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

(資
産
管
理
)
の
考
え
方
を

導
入
し
た
効
率
的
･
計
画
的
な
維
持
管
理
や
I
T
を
活
用
し
た
道
路
管

理
を
進
め
る
と
と
も
に
、
道
路
利
用
者
や
N
P
O
な
ど
と
も
連
携
し
、

き
め
の
細
か
い
道
路
管
理
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
生
命
線
と
な
る
道
路

の
整
備
や
冬
期
バ
リ
ア
フ
リ
ー
対
策
を
進
め
、
安
全
で
安
心
で
き
る
暮

ら
し
を
支
え
る
道
路
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。

最
後
に
有
料
道
路
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
環
状
道
路
の
整
備
や
ボ

ト
ル
ネ
ッ
ク
対
策
の
推
進
、
E
T
C
の
普
及
促
進
な
ど
に
よ
り
利
用
者

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め
る
と
と
も
に
、
償
還
計
画
や
そ
の
達
成
状
況

に
つ
い
て
幅
広
く
情
報
公
開
を
行
い
ま
す
。

な
お
、
道
路
整
備
以
外
の
様
々
な
行
政
施
策
と
も
連
携
し
、
交
通
円

滑
化
･
物
流
効
率
化
な
ど
の
交
通
連
携
、
地
域
づ
く
り
の
支
援
、
環
境

連
携
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

激
動
の
新
年
を
迎
え
、
私
共
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
心
新
た
に
道
路

行
政
を
展
開
し
て
参
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き
皆
様
の
御
理
解
と

御
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
皆
様
の
一
層
の
御
健
勝
、
御
活
躍
を
心
よ

り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

2 道ネテセ 2002.



轢
新
時
代
に
轟
け
る
遭
睡
管
理
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
課

ト
ン
ネ
ル
延
長
が
三
･
一
三
の
伸
び
で
あ
る
。

年
に
は
九
一
･
八
%
に
達
す
る
な
ど
、
車
両
の
大
型
化
が

一

は
じ
め
に

道
路
は
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
を
支
え
る
最
も

基
礎
的
な
社
会
資
本
で
あ
り
、
特
に
、
災
害
の
多
い
我
が

国
に
お
い
て
は
、
社
会
の
安
全
･
安
定
に
果
た
す
役
割
が

非
常
に
大
き
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
誰
も
が
認
め
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
そ
う
し
た
中
、
近
年
、
道
路
を
取
り
巻
く
状

況
は
大
き
く
変
化
し
て
い
る
。

○

道
路
ス
ト
ッ
ク
の
増
大
･
老
朽
化

我
が
国
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
は
、
道
路
整
備
の
進
展
に
と

も
な
い
着
実
に
増
加
し
て
き
た
が
、
そ
の
伸
び
は
昭
和
四

〇
年
代
以
降
に
お
い
て
著
し
い
。
主
要
な
施
設
の
増
加
状

況
は
、
二
〇
年
前

(H
m
/
s
邱
)
と
比
較
す
る
と
、
道

路
実
延
長
が
一
･
0
五
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
簡
易
舗
装

を
除
く
舗
装
延
長
が
一
･
六
七
、橋
梁
延
長
が
一
･
七
○
、

一
方
、
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
、
一
般

国
道
に
お
け
る
供
用
開
始
後
五
〇
年
以
上
と
な
る
道
路
施

設
の
ス
ト
ッ
ク
は
、
二
〇
年
後
の
平
成
三
三
年
に
は
、
橋

梁
数
が
約
九
･
六
倍
、
ト
ン
ネ
ル
数
が
約
六
倍
に
な
る
も

の
と
見
込
ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
補
修
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
に

な
る
。

⑭

道
路
交
通
の
量
的
増
大
及
び
質
的
変
化

道
路
全
体
に
お
け
る
交
通
量
(走
行
台
キ
ロ
/
12
時
間
)

は
、
昭
和
四
〇
年
と
比
較
す
る
と
、
平
成
六
年
に
は
約

五
･
五
倍
に
増
加
し
て
い
る
。

ま
た
、
道
路
交
通
は
質
的
に
も
変
化
し
て
お
り
、
ト
ラ

ッ
ク

(五
ト
ン
以
上
)
の
う
ち
八
ト
ン
以
上
の
シ
ェ
ア
は
、

昭
和
四
〇
年
に
一
0
･
七
%
で
あ
っ
た
も
の
が
、
平
成
二

進
ん
で
い
る
。

こ
の
よ
う
な
変
化
は
、
道
路
施
設
、
特
に
舗
装
･
橋
梁

床
版
等
へ
の
負
荷
を
増
大
さ
せ
、
損
耗
を
早
め
さ
せ
て
い

る
o③

道
路
管
理
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
の
高
度
化
･
多
様
化

道
路
管
理
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
、
次
の
よ
う
に
高
度

化
･
多
様
化
し
て
お
り
、
よ
り
一
層
の
パ
ト
ロ
ー
ル
の
強

化
と
、
き
め
細
か
な
道
路
管
理
が
必
要
と
さ
れ
て
い
る
。

①

高
度
情
報
化
社
会
の
進
展
に
と
も
な
う
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
道
路
情
報
提
供
へ
の
要
請

②

社
会
活
動
の
二
四
時
間
化
に
と
も
な
う
道
路
管
理

の
二
四
時
間
化
へ
の
要
請

③

沿
道
環
境
の
改
善
や
良
好
な
景
観
の
形
成
、
バ
リ

ア
フ
リ
ー
化
へ
の
要
請

道々テセ 2002,1
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④

道
路
に
対
す
る
地
域
住
民
の
意
識
の
高
ま
り
に
と

き
て
い
る
と
い
え
る
。

も
な
う
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
充
実
化
へ
の
要
請

二

道
路
管
理
に
対
す
る
考
え
方
の
転
換

こ
れ
ま
で
の
道
路
管
理
は
、
老
朽
化
や
腐
食
が
顕
在
化

し
て
か
ら
補
修
を
行
う
と
い
っ
た
対
症
療
法
的
な
管
理
が

中
心
で
あ
り
、道
路
管
理
に
係
る
技
術
開
発
に
つ
い
て
も
、

必
ず
し
も
十
分
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
実

際
に
は
、
ト
ン
ネ
ル
や
橋
梁
の
点
検
は
、
打
音
と
目
視
が

中
心
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
で
、
近
年
、
豊

浜
ト
ン
ネ
ル
訴
訟
や
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
の
落
下
事
故
等
、

第
三
者
に
被
害
を
及
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
事
故
の
発
生
等

に
よ
り
、道
路
施
設
に
対
す
る
信
頼
性
が
揺
ら
い
で
い
る
。

言
い
換
え
れ
ば
、
道
路
管
理
に
対
す
る
国
民
の
要
求
レ
ベ

ル
が
確
実
に
高
ま
っ
て
お
り
、
バ
イ
パ
ス
等
整
備
の
進
捗

で
は
な
く
、
目
の
前
の
現
道
が
ど
の
よ
う
に
管
理
さ
れ
て

い
る
か
が
国
民
の
主
た
る
関
心
事
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
こ

の
た
め
、
道
路
管
理
に
対
す
る
信
頼
性
を
取
り
戻
す
と
と

も
に
、
道
路
管
理
に
対
す
る
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ

と
が
道
路
管
理
者
と
し
て
急
務
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
社
会
の
到
来
等
の
社
会
経
済
情

勢
を
勘
案
す
れ
ば
、
投
資
余
力
は
減
少
し
、
道
路
管
理
に

係
る
予
算
と
人
員
の
大
幅
な
増
加
は
期
待
で
き
な
い
。
こ

れ
ま
で
の
対
症
療
法
的
な
管
理
手
法
で
は
、
健
全
な
道
路

サ
ー
ビ
ス
水
準
の
維
持
は
持
続
困
難
で
あ
り
、今
ま
さ
に
、

道
路
管
理
の
あ
り
方
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
る
時
期
に

三

道
路
資
産
の
計
画
的
管
理
に
向
け
て

限
ら
れ
た
予
算
･
組
織
の
も
と
で
、
効
率
よ
く
か
つ
き

め
細
か
な
道
路
管
理
を
実
現
し
、
既
存
の
道
路
施
設
を
有

効
に
活
用
す
る
た
め
に
は
、
国
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
道

路
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
設
定
し
、
こ
れ
を
最
小
コ
ス
ト
で
維

持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

こ
の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
適
切
な
時
期
に
適
正
な
管
理

が
な
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
に
、
道
路
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低

下
が
、
経
済
社
会
活
動
に
ど
の
よ
う
な
影
響

(災
害
･
事

故
の
増
加
や
、
通
行
止
め
回
数
の
増
加
等
)
を
及
ぼ
す
の

か
を
国
民
に
対
し
て
説
明
し
、
国
民
に
理
解
さ
れ
る
管
理

方
針
を
打
ち
出
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
そ
の
上
で
、
道

路
サ
ー
ビ
ス
水
準
に
つ
い
て
、
供
給
者
の
尺
度
と
し
て
の

道
路
の
管
理
水
準
で
は
な
く
、
利
用
者
の
尺
度
と
し
て
示

し
、
利
用
者
や
住
民
等
の
感
覚
に
合
う
水
準
を
設
定
す
る

必
要
が
あ
る
o

次
に
、
設
定
さ
れ
た
道
路
サ
ー
ビ
ス
水
準
を
最
小
コ
ス

ト
で
維
持
す
る
た
め
の
考
え
方
で
あ
る
が
、
海
外
等
に
お

け
る
研
究
成
果
に
よ
れ
ば
、
道
路
の
劣
化
は
経
過
年
数
と

と
も
に
加
速
度
的
に
進
展
し
、
維
持
管
理
を
先
送
り
す
る

よ
り
も
、
早
期
に
予
防
的
な
維
持
管
理
を
繰
り
返
し
行
う

こ
と
が
、
か
え
っ
て
コ
ス
ト
を
抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
な

る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
道
路

管
理
に
お
い
て
、
橋
梁
、
ト
ン
ネ
ル
、
舗
装
等
を
道
路
資

産
と
と
ら
え
、
そ
の
損
傷
･
劣
化
等
を
将
来
に
わ
た
り
把

握
す
る
こ
と
に
よ
り
、
最
も
費
用
対
効
果
の
高
い
維
持
管

理
を
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る

｢
ア

セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
｣
の
概
念
で
あ
り
、
今
後
の
道
路

資
産
の
計
画
的
管
理
に
欠
か
せ
な
い
考
え
方
で
あ
る
。

今
後
、
道
路
管
理
の
中
･
長
期
計
画
等
を
策
定
す
る
際

に
は
、
舗
装
や
橋
梁
等
の
個
別
の
道
路
資
産
の
ラ
イ
フ
サ

イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
評
価
手
法
の
確
立
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化

を
図
り
、
こ
れ
ら
の
管
理
に
関
す
る
投
資
配
分
の
意
志
決

定
を
、
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
状
況
や
更
新
投
資
等
も
考

慮
し
て
総
合
的
に
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
目
指

す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

四

道
路
管
理
の
充
実
化

こ
れ
ま
で
、
道
路
管
理
の
あ
り
方
に
つ
い
て
触
れ
て
き

た
が
、
以
下
で
は
、
道
路
管
理
そ
の
も
の
を
い
か
に
充
実

さ
せ
て
い
く
か
と
い
う
観
点
か
ら
、
次
の
四
点
に
つ
い
て

順
に
み
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

①

管
理
体
制
の
充
実

②

道
路
管
理
の
I
T
化

③

更
新
時
代
の
技
術
開
発

④

道
路
管
理
へ
の
民
の
参
画

1

管
理
体
制
の
充
実

道
路
管
理
の
現
場
の
実
情
は
、
一
出
張
所
あ
た
り
平
均

し
て
、
約
九
〇
畑
の
延
長
を
約
五
人
の
人
員
で
管
理
し
て
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お
り
、
例
え
ば
、
近
畿
地
方
整
備
局
に
お
い
て
は
、
管
内

利
用
者
の
立
場
に
立
て
ば
、
道
路
は
通
常
安
全
に
通
行

さ
ら
に
、
情
報
収
集
提
供
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化
を
図
る

最
遠
地
点
ま
で
到
着
す
る
の
に
、
お
よ
そ
四
分
の
一
の
出

で
き
る
も
の
で
あ
り
、
道

に

、
吊
が

じ
れ
ば
、
濱

た

に
、
以

沮

に

･

灸
寸
ミ
、、

･

張
所
で
一
時
間
三
〇
分
以
上
か
か
る
状
況
に
あ
る
。
こ
の

よ
う
な
状
況
に
お
い
て
、
各
路
線
の
パ
ト
ロ
ー
ル
は
一
日

に
一
回
程
度
で
あ
り
、
道
路
の
異
常
を
自
ら
発
見
す
る
割

合
は
二
割
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
事
務
所
も
あ
る
。
ま
た
、

①
情
報
収
集
体
制
の
二
四
時
間
化
が
確
立
さ
れ
て
い
な

い
。

②
利
用
者
か
ら
の
情
報
提
供
が
迅
速
か
つ
広
範
に
行
わ

れ
る
シ
ス
テ
ム
に
な
っ
て
い
な
い
。

③
道
路
利
用
者
に
迅
速
に
情
報
提
供
を
行
え
る
体
制
に

な
っ
て
い
な
い
。

④
他
の
道
路
管
理
者
と
迅
速
に
情
報
連
絡
を
行
う
体
制

に
な
っ
て
い
な
い
。

等
の
課
題
が
あ
り
、
道
路
情
報
処
理
の
一
元
化
･
迅
速
化

等
、
最
前
線
組
織
の
強
化
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

一
方
、
道
路
管
理
に
は
、
官

･
民
と
も
に
熟
練
し
た
目

の
確
か
な
人
材
が
必
要
で
あ
り
、
管
理
に
携
わ
る
者
の
技

術
力
を
確
保
す
る
上
で
も
、
資
格
制
度
の
導
入
を
含
め
、

人
材
の
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

2

道
路
管
理
の
ー
T
化

厳
し
い
財
政
制
約
下
の
中
で
、
既
存
の
道
路
ス
ト
ッ
ク

を
適
切
に
管
理
し
、
道
路
の
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
る
た
め

こ
ま
、
I
T
を
活
用
し
、
効
率
よ
く
道
路
管
理
を
行
う
こ

と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

で
き
る
も
の
で
あ
り
、
道
路
に
異
常
が
生
じ
れ
ば
、
道
路

管
理
者
は
一
刻
も
早
く
そ
の
異
常
に
気
付
き
、
適
切
に
対

処
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
感
覚
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

C
C
T
V
や
光
フ
ァ
イ
バ
ー
セ
ン
サ
ー
等
各
種
セ
ン
サ
ー

類
を
用
い
て
、法
面
や
道
路
施
設
の
状
況
を
遠
隔
監
視
し
、

異
常
発
生
時
に
、迅
速
か
つ
的
確
な
対
応
が
と
れ
る
よ
う
、

道
路
管
理
の
高
度
化
を
図
る
必
要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
現

地
の
膨
大
な
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
ス
ム
ー
ズ
に
収
集

す
る
た
め
に
は
、
高
速
･
大
容
量
･
高
品
質
で
の
情
報
伝

送
が
可
能
な
光
フ
ァ
イ
バ
ー
の
活
用
が
欠
か
せ
ず
、
直
轄

国
道
を
中
心
に
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
網
の
整
備
を

推
進
し
て
い
る
。
ま
た
、
災
害
情
報
の
共
有
化
に
よ
り
、

地
域
の
防
災
性
を
高
め
る
た
め
、
道
路
管
理
用
光
フ
ァ
イ

バ
ー
網
を
河
川
管
理
用
光
フ
ァ
イ
バ
ー
や
市
町
村
庁
舎
等

と
の
接
続
を
推
進
し
て
い
る
。

今
後
は
、
情
報
の
管
理
･
流
通
の
効
率
化
･
共
有
化
を

図
る
た
め
に
、
以
下
の
取
組
み
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で

あ
る
。

○
道
路
情
報
の
効
率
的
な
流
通
･
管
理
(保
存

･
検
索
)

の
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築

(C
A
L
S
、
C
A

D
、
電
子
納
品
等
に
も
円
滑
に
対
応
)

○
統
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基
礎
と
な
る
道
路
基
準
点
、

道
路
G
I
S
、
道
路
通
信
標
準
等
の
整
備

○
高
度
情
報
化
に
適
応
す
る
よ
う
業
務
プ
ロ
セ
ス
の
改

善

(行
政
事
務
、
意
志
決
定
、
情
報
流
通
ル
ー
ル
等
)

た
め
に
、
以
下
の
取
組
み
に
つ
い
て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

○
情
報
収
集
機
器
の
高
度
化
、
汎
用
化

(光
フ
ァ
イ
バ

ー
セ
ン
サ
ー
、
各
種
カ
メ
ラ
、
プ
ロ
ー
ブ
カ
ー
等
の

活
用
)

○
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の
高
度
化

(多
様
な
移
動
端
末

へ
の
情
報
提
供
、
民
間
シ
ス
テ
ム
の
活
用
)

道イテセ 2002.

3

更
新
時
代
の
技
術
開
発

今
後
増
大
す
る
各
種
道
路
施
設
の
点
検
、
補
修
等
を
合

理
的
･
効
率
的
に
行
っ
て
い
く
た
め
に
、
様
々
な
角
度
か

ら
技
術
開
発
を
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の
積
極
的
な
活
用

を
推
進
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

更
新
時
代
の
道
路
管
理
に
お
い
て
求
め
ら
れ
る
技
術
開

発
の
視
点
と
し
て
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
げ
ら

れ
る
。

①

ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
支
援
技
術

○
点
検
技
術
の
高
度
化
･
効
率
化

○
構
造
物
の
遠
方
監
視
･
早
期
発
見
技
術

○
自
己
診
断
･
自
己
修
復
技
術

②

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
縮
減
技
術

○
構
造
物
の
長
寿
命
化

○
構
造
物
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
フ
リ
ー
化

○
既
存
ス
ト
ッ
ク
の
補
修
補
強
の
効
率
化

○
コ
ス
ト
･
工
期
の
縮
減
を
図
る
更
新
技
術

べ
し



4

道
路
管
理
へ
の
民
の
参
画

古
来
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
道
路
の
維
持
管
理
を
は

じ
め
と
し
て
、
公
共
事
業
に
相
当
す
る
も
の
を
地
域
住
民

が
自
ら
の
手
で
行
う
と
い
っ
た
歴
史
が
あ
っ
た
が
、
時
代

の
推
移
と
と
も
に
、
そ
う
し
た
意
識
も
薄
れ
、
近
代
社
会

の
成
立
と
と
も
に
行
政
の
手
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
と
な

り
、
今
日
に
至

っ
て
い
る
。

一
方
、
今
日
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
以
降
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
の
活
性
化
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
企
業
も
含

め
た
住
民
の
社
会
貢
献
意
識
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

他
方
、
道
の
個
性
化
等
の
道
路
に
対
す
る
多
様
な
国
民
ニ

ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
は
、
住
民
と
行
政
が
お
互
い

に
自
立
し
た
主
体
と
し
て
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
形
成

し
て
協
働
し
て
い
く
こ
と
が
不
可
欠
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
今
後
の
具
体
的
な
取
組
み
と
し
て
は
、
次

の
よ
う
な
も
の
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

①

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
拡

充
等
に
よ
る
道
路
管
理
の
N
P
O
等

(住
民
、
道
路

利
用
者
等
)
民
間
の
参
加
の
促
進

②

道
路
の
管
理
水
準
や
、
手
法
等
を
民
間
が
主
体
的

に
決
定
す
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く
り

③

モ
ニ
タ
ー
制
度
の
拡
充
、
道
の
相
談
室
の
拡
充
、

道
の
駅
を
活
用
し
た
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
の
配
備
、
携
帯

電
話
不
惑
地
域
の
解
消
等
に
よ
る
、
道
路
利
用
者
･

.
住
民
等
か
ら
通
報
し
や
す
い
環
境
の
整
備

五

さ
い
ご
に

道
路
管
理
に
お
い
て
大
切
な
こ
と
は
、
国
民
生
活
と
我

が
国
の
経
済
･
社
会
を
支
え
る
社
会
資
本
と
し
て
の
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
を
い
か
に

健
全
に
維
持
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
、
官
･
民
が
力
を
あ
わ
せ
て
技
術
力
の
向
上
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
道
路
管
理
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
、
今
後

と
も
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
た
い
。
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ほ
ん
ぞ
ん
い
わ

本
尊
者

や

ば

な

の
轡
花
地
区
の
蓬
石
毛
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
で

北
陸
地
方
整
備
局
新
潟
国
道
事
務
所

は
じ
め
に

一
般
国
道
四
九
号
は
、
福
島
県
い
わ
き
市
を
起
点
と
し

て
新
潟
市
に
至
る
太
平
洋
側
と
日
本
海
側
を
結
ぶ
主
要
幹

線
道
路
で
す
。
新
潟
県
内
に
お
い
て
は
、
磐
越
自
動
車
道

を
補
完
し
て
東
北
及
び
関
東
方
面
か
ら
の
交
通
を
受
け
持

つ
と
と
も
に
、
沿
線
町
村
相
互
及
び
新
潟
市
と
の
交
流
を

支
え
る
幹
線
道
路
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。こ

の
一
般
国
道
四
九
号
の
新
潟
県
と
福
島
県
と
の
県
境

付
近
に
お
け
る
津
川
町
~
三
川
村
間
は
、
阿
賀
野
川
沿
い

を
走
る
観
光
ル
ー
ト
で
も
あ
り
、
近
年
交
通
量
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
本
尊
岩
･
谷
花
地
区
で
は
、
以
前

か
ら
落
石
･
岩
石
崩
壊
が
繰
り
返
し
発
生
し
て
お
り
、
道

路
利
用
者
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の

た
め
道
路
利
用
者
に
安
全
で
快
適
な
交
通
環
境
を
提
供
で

き
る
よ
う
に
昭
和
五
三
年
度
よ
り
揚
川
改
良
と
し
て
防
災

工
事
な
ど
の
必
要
な
対
策
を
講
じ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
一

つ
に
落
石
及
び
岩
石
崩
壊
を
遠
隔
監
視
し
て
災
害
を
未
然

に
防
ぐ
た
め
の
シ
ス
テ
ム

(落
石
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ

ム
)
が
あ
り
ま
す
。

本
尊
者
･
谷
花
地
区
の
概
要

本
尊
岩
･
谷
花
地
区
は
新
潟
市
か
ら
東
南
東
方
向
へ
約

四
〇
皿
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位
置
し
て
い
ま
す

(図
1
)
。

こ
の
地
区
の
地
形
は
急
峻
な
山
体
で
、
V
字
型
の
谷
地
形

を
形
成
し
て
お
り
、
そ
の
底
を
阿
賀
野
川
、
国
道
四
九
号

及
び
J
R
磐
越
西
線
が
近
接
し
て
平
行
に
走
っ
て
い
ま

す
。本

尊
岩
地
区
の
下
部
か
ら
上
部
斜
面
、
谷
花
地
区
の
中
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腹
か
ら
上
部
斜
面
に
か
け
て
斜
面
勾
配
八
〇
度
以
上
の
急

崖
が
存
在
し
て
お
り
、
ま
た
こ
の
山
腹
斜
面
上
に
は
三
段

ほ
ど
の
埋
没
し
た
段
丘
の
存
在
が
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
区
の
急
崖
斜
面
は
、
亀
裂
の
多
い
硬
質
な
流
紋
岩

の
貫
入
岩
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
亀
裂
は
広
域
的

な
規
則
性
を
持
つ
深
い
亀
裂
と
、
貫
入
時
の
冷
却
･
収
縮

に
伴
っ
て
形
成
さ
れ
た
柱
状
節
理
か
ら
成
り
立
っ
て
お

り
、
こ
の
柱
状
ブ
ロ
ッ
ク
を
形
成
す
る
浅
い
亀
裂
は
、
頻

発
す
る
落
石
や
岩
石
崩
壊
の
素
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
に
、
平
成
四
年
三
月
に
は
大
規
模
な
岩
石
崩
壊

(約
二
〇
〇
話
)
が
発
生
し
ま
し
た

(表
1
)。
こ
れ
を
機

に
設
立
し
た

｢谷
花
地
先
防
災
対
策
検
討
会

(委
員
長
…

吉
中
埼
玉
大
学
教
授
)｣
で
は
、

①

岩
石
崩
壊
の
規
模
が
大
き
い
。

②

阿
賀
野
川
、
国
道
四
九
号
、
J
R
磐
越
西
線
が
近

接
し
て
い
る
。

な
ど
の
地
形
的
な
制
約
か
ら
、
｢構
造
物
に
よ
る
恒
久
的

対
策
に
は
限
界
が
あ
り
、
別
線

(バ
イ
パ
ス
)
ル
ー
ト

(場
川
道
路
)
で
回
避
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
｣
と
の

指
摘
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
平
成
七
年
四
月
に
は
新
潟

県
北
部
地
震
の
余
震
に
よ
り
、
平
成
四
年
の
崩
壊
を
上
回

る
規
模
の
岩
石
崩
壊

(約
五
、
0
0
0
謹
)
が
発
生
し
ま

し
た
。
こ
の
崩
壊
と
北
海
道
豊
浜
ト
ン
ネ
ル
岩
石
崩
壊
事

故
を
契
機
と
し
て

｢
一
般
国
道
四
九
号
本
尊
岩
地
区
防
災

対
策
検
討
委
員
会

(委
員
長
…
太
田
金
沢
大
学
教
授
)｣

を
設
置
し
、
防
災
対
策

會
石
盤
接
着
、
落
石
防
止
網
な
ど
)

及
び
斜
面
監
視
体
制
な
ど
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
の
検
討

を
行
い
ま
し
た

(図
2
)。

落
石
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム

本
尊
岩
･
谷
花
地
区
に
お
い
て
は
、
湯
川
道
路
に
よ
る

回
避
ま
で
の
間
、
岩
石
崩
壊
の
前
兆
と
な
る
頻
発
的
な
落

別線(バイパス)ルートG副l1道路)

　　
　
　
　

　
　
　

　

　
　
　
　
　
　

年
り

国道へ径70cm の落石。

落石により中型トラックが大破。

壊により、 JR線、 国道が

JR線の復旧に35時間を要

　
　
　

　
　
　

(
崩

o

年
石
災

0

“
岩
被
す

19

　　　
　

解
落

(

(

(

約200話の岩石崩壊が発生し、 崩

落土砂の大半はJR線の灘壁で停

止。 国道へは跳躍した岩片が散乱

に
　
　

　
　鵞　

　
995
約約5,000孟の岩石崩落により、 斜

面上のJR防護施設は全壊する。
径 3 m の岩塊がJR脇の擁壁を大破

して停止、 最大径7.5m ×4.o m ×

3.o m の岩塊はJR 防止柵手前で停

止。 国道へは小岩片が飛散する。

計器による監視
(落石モニタリングシステム)

図 2 防災対策の基本方針
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　曲げ

　　　　
き
こ
さ
＼

　
　
　　　さ愛を

へき

き　
　
　

　　
　　　　　　　　　　

グシステムの概要

石
現
象
を
即
時
に
捉
え
、
道
路
交
通
の
安
全
を
確
保
す
る

た
め
の
落
石
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
を
平
成
一
〇
年
度

に
導
入
し
、
監
視
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す

(図
3
)。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
斜
面
の
落
石
防
護
網
ま
た
は
落
石

防
止
柵
に
設
置
し
た
落
石
検
知
セ
ン
サ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
落

石
に
よ
る
振
動
を
電
圧
に
変
換
し
て
落
石
を
検
知
す
る
も

の
で
す
。
セ
ン
サ
ー
ケ
ー
ブ
ル
の
構
造
は
一
般
の
同
軸
ケ

ー
ブ
ル
と
同
じ
で
す
が
、
特
徴
的
な
の
は
中
心
部
に
空
隙

が
あ
り
、内
部
の
導
体
が
動
け
る
構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
内
部
の
導
体
が
動
く

(振
動
)
こ
と
に
よ
っ
て
生
じ

る
微
小
な
電
圧
の
変
化

(ト
ラ
イ
ボ
効
果
)
を
利
用
し
て

い
ま
す
。
ま
た
検
知
装
置
は
落
石
発
生
箇
所
を
確
認
で
き

る
よ
う
に
セ
ン
サ
ー
ケ
ー
ブ
ル
を
約
四
0
m
ご
と
に
区
間

分
け
し
て
設
置
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
落
石
情
報
を
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
で
処
理
し
、
落
石
発
生
を
即
座
に
新
潟
国
道
事

務
所
に
伝
送
し
て
、
遠
隔
監
視
で
き
る
シ
ス
テ
ム
と
し
て

い
ま
す
。

管
理
体
制

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
て
、
新
潟
国
道
事
務
所
で
は

二
四
時
間
の
斜
面
監
視
体
制
を
構
築
し
て
道
路
を
管
理
し

て
い
ま
す
。

落
石
を
検
知
し
た
場
合
に
は
、
ま
ず
C
C
T
V
カ
メ
ラ

で
道
路
上
の
落
石
の
有
無
を
確
認
し
、
道
路
に
到
達
し
た

場
合
に
は
警
戒
体
制
を
取
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
一
方
、

道
路
に
到
達
し
て
い
な
い
場
合
に
は
落
石
検
知
セ
ン
サ
ー

道キテセ 2002.1 9
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を
重
要
度
別
に
I
種
セ
ン
サ
ー
と
肛
種
セ
ン
サ
ー
の
二
種

江種センサーが落石を
検知した場合

　 　 　 　　　　　　　 　　

理

類
に
分
け
て
管
理
し
て
い
ま
す
。
I
種
セ
ン
サ
ー
と
は
検

等斗
覆
り"這IIき謎
ミヨリー1N式
対
〕"〆"‐1
馬河
0註
、潟
増
川I"N‐罰
増1,!1
11
1l

一

難

計
"れ委
員
会
hに
よ
っ
て
鰺特
に
ム危
険
於で
あ
る
と
旧指
摘
…さ
れ
た
岩
]

て

なゞ
き

夕
雲
三
ご

、も
＼

~
、
気

o

≧
た
ら
炙

一

日

表示を消滅 ,l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　

　

　　　
　
　

　　
　
　
　
　

　

　
　　“鱗轟

き蕪
雑悩ま“
,

･

~
亀う
こご

*

｢

二

盤
を
対
象
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
、
n
種
セ
ン
サ
ー
と

　

　
　

-

-

は
I
種
以
外
の
区
間
に
設
置
し
た
も
の
で
あ
り
ま
す
。
I

一

一

重

1

場
-
こ
ま
、
一口
じ
場
所

い

＼

･鵲
荻

　
　　
　
　
　
　
　

　

　
　
　
　
　
　
　

三

に
二
個
以
上
の
落
石
を
検
知
し
た
場
合
に
注
意
体
制
を
取

--F
l
r
rf
-婁
"l
-l
亀
l
-

l
i
'l
-
l
l
-
1
l
tト
rl
t
l
-しl
r
L
｣

お
わ
り
に

　　　
　
　

　
　　
　
　
　

門
検
応

専
点
対

の
検
知
は
確
認
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
今
後
は
落
石
発
生

時
の
通
行
規
制
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
道
路
利
用
者

に
提
供
し
、
二
次
災
害
の
防
止
と
迂
回
路
の
選
定
な
ど
の

り

利
便
性
を
向
上
さ
せ
、
よ
り
よ
い
道
路
管
理
を
目
指
し
て

図4 落石検知時の管理体制

ぎ
ちぎ
ち熟
む
‘/ふ
こ
を
者な
ら

　　
　　　
　
　
　

　　　　

　
　
　
　
　
　　　
　

　

　

　

　
　
　

　
　

　

種センサーが落石を
検知した場合

輻
繭
籟

燃
さ賞熟さ
婦灘
シ一
転

瞥

い
き
た
い浜

義

　
　　

　
　
　

　　　　
　
　　　
　
　　
　

　

　
　

しんご二一二,-←÷“-ミー｣ *“÷ゞ｣

落
は
た
し

な
た
え
な

、

た
ま
交
陣

よ

新

を
支

-

に

家
で

　
　

以
右
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稾
新
時
代
に
お
け
る
橋
梁
点
検
捜
術
に
つ
い
て

道

路

局

国

道

課

関
東
地
方
整
備
局
東
京
国
道
工
事
事
務
所

一

更
新
時
代
の
到
来

我
が
国
の
道
路
ス
ト
ッ
ク
は
、
そ
の
多
く
が
一
九
六
〇

年
代
以
降
に
整
備
さ
れ
、
高
度
経
済
成
長
を
支
え
る
と
い

う
大
き
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
。
し
か
し
、
二
一
世
紀
に

入
っ
た
今
、
急
速
に
整
備
さ
れ
た
膨
大
な
数
の
道
路
ス
ト

ッ
ク
の
老
朽
化
が
進
む
と
と
も
に
、
更
新
時
代
を
迎
え
る

道
路
ス
ト
ッ
ク
が
急
増
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
維
持
管

理
や
更
新
に
か
か
る
費
用
の
増
大
、
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
信

頼
性
の
低
下
等
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

二

更
新
時
代
に
研
究
開
発
が
必
要
な
技
術

更
新
時
代
に
お
け
る
道
路
管
理
に
つ
い
て
は
、
管
理
体

制
の
整
備
、
管
理
計
画
手
法
の
確
立
、
I
T
化
等
と
と
も

に
維
持
管
理
、
更
新
に
か
か
る
コ
ス
ト
の
縮
減
や
既
存
ス

ト
ッ
ク
の
安
全
性
確
保
等
を
図
る
技
術
開
発
が
重
要
で
あ

る

(図
1
)。

こ
れ
ら
の
要
素
技
術
に
つ
い
て
は
、
国
土
技
術
政
策
総

合
研
究
所
や
独
立
行
政
法
人
土
木
研
究
所
あ
る
い
は
民

間
、
大
学
な
ど
に
お
い
て
研
究
や
検
討
が
進
め
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
実
用
化
の
目
途
が
立
っ
た
も
の
か
ら

現
場
へ
の
導
入
を
図
っ
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

本
稿
は
そ
の
中
で
、
既
に
現
場
で
試
行
的
に
導
入
さ
れ

て
い
る

｢赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
利
用
し
た
橋
梁
点

検
｣
と
、
現
在
フ
ィ
ー
ル
ド
試
験
を
実
施
し
て
い
る

｢橋

梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
｣
に
つ
い
て
、
詳
し
く
説
明

す
る
も
の
で
あ
る
。

三

赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
を
利
用
し
た
橋

梁
点
検

1

概
要

平
成
一
三
年
度
、
直
轄
国
道
の
橋
梁
に
お
い
て
は
、
コ

ン
ク
リ
ー
ト
片
な
ど
橋
梁
か
ら
の
落
下
物
が
付
近
を
通
行

し
て
い
る
人
や
車
、
列
車
等
に
被
害
を
与
え
る
こ
と
を
防

止
す
る
た
め
、
｢第
三
者
被
害
を
予
防
す
る
為
の
橋
梁
点

検

(以
下
第
三
者
点
検
と
呼
ぶ
)｣
を
一
斉
に
実
施
し
て

い
る
。
こ
の
第
三
者
点
検
で
は
主
に
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部

材
で

｢う
き
、
剥
離
｣
等
の
損
傷
が
み
ら
れ
る
な
ど
、
落

下
の
お
そ
れ
が
あ
る
部
位
、部
材
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

必
要
に
応
じ
て
応
急
措
置
を
行
っ
て
い
る
が
、
｢う
き
、

剥
離
｣
の
確
認
に
際
し
、
従
来
の
打
音
検
査
に
代
わ
っ
て

点
検
の
効
率
化
等
を
図
る
た
め
、
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ

道々テセ 2002.
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ィ
法
を
試
行
的
に
導
入
し
て
い
る
。

四

橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
検
討

(
一
般
国
道
二
四
六
号
大
坂
橋
)

1

概
要

国
土
交
通
省
関
東
地
方
整
備
局
東
京
国
道
工
事
事
務
所

に
お
い
て
、
平
成
一
一
年
度
よ
り
、
橋
梁
維
持
管
理
の
高

度
化
の
方
向
性
を
示
す
た
め
に
橋
梁
の
維
持
管
理
の
省
力

化
･
迅
速
化
及
び
信
頼
性
向
上
等
を
目
的
と
し
て
、
最
新

の
情
報
技
術
を
十
分
に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
遠
隔
地

に
て
橋
梁
の
状
態
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
監
視
で
き
る
橋
梁

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
検
討
を
行
っ
て
い
る
。

具
体
的
に
は
、
モ
デ
ル
橋

(東
京
国
道
工
事
事
務
所
管

内
の
大
坂
橋
他
)
に
設
置
す
る
計
測
機
器
類
の
種
類
、
個

数
及
び
位
置
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
計
測
機
器
類
の
設

置
を
行
い
、
計
測
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
受
信
で
き

る
シ
ス
テ
ム
を
設
置
し
た
。

本
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
主
な
目
的
を
示
す
。

①

橋
梁
及
び
部
材
の
状
態
･
健
全
度
を
常
に
評
価
す

る
た
め
に
長
期
的
･
継
続
的
に
橋
梁
の
挙
動
を
計
測

し
、
必
要
な
デ
ー
タ
を
得
る
。

②

従
来
型
セ
ン
サ
ー
だ
け
で
は
な
く
、
新
し
い
セ
ン

サ
ー
を
実
橋
に
と
り
つ
け
て
長
期
間
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

を
行
い
、
実
橋
へ
の
適
用
性
･
長
期
耐
久
性
を
検
討

す
る
。

③

デ
ー
タ
を
オ
ン
ラ
イ
ン
で
大
量
に
か
つ
同
時
に
瞬

時
に
送
る
こ
と
が
で
き
る
光
通
信
の
有
効
性
を
確
認

!2 道々テセ 2002.1

< 維持修繕 ･更新のコスト縮減>

クの補修補強効率化に関する技
　

　　

　

　
　

リ
滅

ス
ト

監
関

に
フ
縮

方
に

ン
ス

>

遠
復

　
　

　
　
　

　
　
　

　
　
　

　
　　

ツ

の
己

　　
　

　
　
　

　
　
　

既
術
関

既

点
発

< 既存ストック等の安全性確保>

･点検技術の高度化 ･効率化、 遠方監視、 早期
己診 など、 自己修復に関する技術

道路ストックの老朽化に伴う
安全性低下の懸念

【

伴

　

　　

蜜

の維持管理体制の制約に伴うサ
ービス水準低下の懸念

< 効率的、 計画的な維持管理>

術
〉
報 総合的な個別構造物のマネジメン

アセットマネジメント技術

2

赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
法
に
よ
る
点
検
の
特
徴

赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
法
は
、
赤
外
線
映
像
装
置
を

用
い
て
物
体
の
表
面
温
度
分
布

(熱
画
像
)
を
測
定
し
、

熱
画
像
上
に
現
れ
る
表
面
温
度
異
常
部
か
ら
、
｢う
き
、

剥
離
｣等
の
内
部
欠
陥
の
存
在
を
推
定
す
る
方
法
で
あ
る
。

目
視
で
は
把
握
困
難
な

で
つ
き
、
剥
離
｣
に
つ
い
て
も

赤
外
線
カ
メ
ラ
で
は
確
認
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま

た
、
従
来
の
打
音
検
査
と
比
較
す
る
と
、
①
損
傷
状
況
を

確
認
す
る
に
あ
た
っ
て
、
打
音
検
査
の
よ
う
に
近
接
す
る

必
要
が
な
く
、
遠
望
に
よ
る
点
検
が
可
能
で
あ
る
た
め
、

高
所
作
業
車
等
を
必
要
と
し
な
い
等
点
検
の
効
率
化
が
図

ら
れ
る
、
②
打
音
検
査
は
点
検
者
の
聴
覚
に
よ
る
も
の
で

あ
り
個
人
差
が
あ
る
た
め
、
信
頼
性
が
疑
問
視
さ
れ
る
場

合
が
あ
る
が
、
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
法
は
、
熱
画
像

に
よ
り
、
客
観
的
に
損
傷
の
有
無
を
判
断
で
き
る
た
め
、

発

点
検
の
信
頼
性
の
向
上
が
図
ら
れ
る
、
と
い
っ
た
利
点
が

開鰤
あ
る
0

働
し
か
し
赤
外
線
サ
ー
モ
グ
ラ
フ
ィ
法
は
、
そ
の
精
度
が

時

日
射
や
気
温
の
日
変
化
な
ど
気
象
条
件
に
大
き
く
左
右
さ

馴
れ
る
な
ど
･

課
題
も
あ
る
o

第
三
者
点
検
で
の
試
行
結
果

1

を
踏
ま
え
、
今
後
橋
梁
点
検
で
本
格
的
に
導
入
す
る
か
検

図

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

道路ストックの老朽化に伴う
維持管理 ･更新費増大の懸念



す
る
。

2

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
象
橋
梁

モ
ニ
タ
リ
ン
グ
対
象
橋
梁
の
選
定
は
、
①
道
路
管
理
用

光
通
信
網
が
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
疲
労
の
原
因
と

な
り
易
い
大
型
車
混
入
率
の
多
い
路
線
に
位
置
し
、
初
期

の
溶
接
構
造
鋼
桁
で
あ
る
こ
と
、
③
ス
パ
ン
が
短
い
こ
と

を
条
件
と
し
、
一
般
国
道
二
四
六
号
が
渋
谷
区
大
橋
近
く

で
山
手
通
り
を
こ
え
る
大
坂
橋
を
選
定
し
た
。
本
橋
は
、

昭
和
三
九
年
に
完
成
し
た
、
橋
長
三
六
m
(ス
パ
ン
三
五

m
)、
幅
四
0
m
、
桁
数
一
八
本
、
片
側
四
車
線
の
プ
レ

ー
ト
ガ
ー
タ
ー
橋
で
あ
る
。
写
真
ー
に
全
体
の
外
観
、
図

2
に
平
面
図
、
図
3
に
断
面
図
を
示
す
。

3

大
坂
橋
の
計
測
の
概
要

表
ー
に
大
坂
橋
に
設
置
し
て
い
る
セ
ン
サ
及
び
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
か
ら
得
ら
れ
る
管
理
情
報
を
示
す
。

本
計
測
の
主
な
技
術
的
特
徴
を
以
下
に
示
す
。

○

活
荷
重
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

橋
梁
の
疲
労
損
傷
度
評
価
を
目
的
と
し
て
、
動
態
観
測

を
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
に
よ
っ
て
行
い
、
橋
梁
上
を
通
過
す
る

大
型
通
行
車
両
の
重
量
と
、
測
定
箇
所
に
お
け
る
応
力
範

囲
の
頻
度
分
布
を
求
め
る
。

⑭

最
大
ひ
ず
み
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

ピ
ー
ク
記
憶
型
ひ
ず
み
セ
ン
サ
を
使
用
し
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
を
行
う
。
ピ
ー
ク
記
憶
型
ひ
ず
み
セ
ン
サ
は
、
セ
ン
サ

道キテセ 2002.
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部
に
生
じ
た
変
形
を
材
料
の
抵
抗
値
の
変
化
と
し
て
保
持

す
る
性
質
を
有
す
る
特
殊
な
金
属
を
用
い
る
こ
と
で
、
過

去
に
生
じ
た
最
大
の
引
張
ひ
ず
み
を
記
憶
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
の
た
め
、
地
震
時
や
車
両
衝
突
時
に
発
生
し
た

最
大
ひ
ず
み
を
記
録
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

③

温
度
変
化
と
ひ
ず
み
の
変
化
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

橋
梁
の
日
向
側

(下
り
車
線
側
)
に
お
け
る
主
桁
中
央

部
に
物
体
温
度
計
、
ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
を
設
置
し
、
外
乱
で

あ
る
温
度
と
そ
れ
に
よ
っ
て
生
じ
る
ひ
ず
み
と
の
相
関
を

と
ら
え
る
。

4

現
況
の
ま
と
め

大
坂
橋
の
計
測
状
況
か
ら
、
橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
の
現
況
の
ま
と
め
を
述
べ
る
。

○

全
国
の
一
般
国
道
に
約
一
○
、
0
○
○
師
整
備
さ
れ

て
い
る
道
路
管
理
用
光
通
信
網
を
利
用
し
、
鋼
橋
の
健

全
度
評
価
を
目
的
と
し
た
動
態
観
測
デ
ー
タ
を
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
専
門
家
の
い
る
遠
隔
地
へ
転
送
で
き
る
シ
ス

テ
ム

(通
信
容
量
鉈
M
b
p
s
)
を
構
築
し
た
。

②

橋
梁
上
を
通
過
す
る
大
型
車
の
重
量
を
ウ
ェ
イ
･
イ

ン

･
モ
ー
シ
ョ
ン

(注
1
)
の
コ
ン
セ
プ
ト
を
用
い
て

図 3 大坂橋断面図

下

表 1 モニタリングから得られる管理情報

橋梁名 センサ名称 設置位置 センサ出力 沮り目的 管理情報

大坂橋

麹 支承部 菟 移動支承変位量測定 ･ 地震時の支承(桁)の動き

･地震後の支承(桁)の状況

ひずみゲージ
下フランジ( L / 2 )

聯 緻齦菫
朧臓M損韶

蝸 拶蹴詠
鉛直スティフナ(支承部)

S M Sゲージ 可動支承 菟 聯値最履

繃
き
V禰㈲球鬱孃

日射計
標識柱上 牲口] 測鰯

況状象気
量雨降降雨感

谷方面

し 対し 米ノ 井/ 汁 歩道

3 5 0 0 0

図 2 大坂橋平面図

三軒茶屋

“ 道行セ 2002.1



リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
算
定
す
る
と
と
も
に
、
疲
労
損
傷
度

評
価
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。

③

二
〇
〇
〇
年
三
月
に
長
期
遠
隔
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
開

始
し
た
結
果
、

①

動
態
観
測
に
よ
り
大
型
重
量
車
の
大
坂
橋
に
お
け

る
通
行
特
性

(曜
日
別
･
重
量
別
･
車
線
別
通
過
台

数
な
ど
)、
主
桁
の
大
型
重
量
車
に
よ
る
疲
労
損
傷

度
を
確
認
で
き
た
。

②

ピ
ー
ク
記
憶
型
ひ
ず
み
セ
ン
サ
に
よ
り
、
今
回
の

計
測
中
に
橋
梁
に
地
震
等
の
大
き
な
外
力
の
作
用
が

な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
た
。

③

ひ
ず
み
ゲ
ー
ジ
及
び
物
体
温
度
計
に
よ
る
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
で
は
、
温
度
上
昇
に
と
も
な
っ
て
主
桁
が
橋

軸
方
向
に
圧
縮
力
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き

た
。

大
坂
橋
の
ほ
か
に
、
平
成
一
三
年
度
か
ら
は
玉
川
高
架

橋

(国
道
二
四
六
号
)、
荒
川
河
口
橋

(国
道
三
五
七
号
)

で
も
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。
玉
川
高

架
橋
で
は
、
活
荷
重
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
に
つ
い
て
、
橋
梁

の
疲
労
損
傷
度
評
価
を
目
的
と
し
て
、
動
態
観
測
を
光
フ

ァ
イ
バ
セ
ン
サ
に
よ
っ
て
行
い
、
橋
梁
上
を
通
過
す
る
大

型
通
行
車
両
の
重
量
と
、
測
定
箇
所
に
お
け
る
応
力
範
囲

の
頻
度
分
布
を
求
め
る
と
と
も
に
、
光
フ
ァ
イ
バ
セ
ン
サ

の
実
橋
へ
の
適
用
性
･
長
期
耐
久
性
を
検
討
す
る
こ
と
と

し
て
い
る
。
ま
た
、
荒
川
河
口
橋
に
お
い
て
は
、
レ
ー
ザ

ー
レ
ベ
ル
に
よ
り
桁
の
た
わ
み
測
定
を
行
い
、
腐
食
セ
ン

サ
に
よ
り
、
腐
食
環
境
を
測
定
す
る
予
定
で
あ
る
。

な
お
、
今
後
も
引
き
続
き
、
各
橋
梁
の
デ
ー
タ
収
集
を

行
う
と
と
も
に
、
橋
梁
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
構
築
に

向
け
た
検
証
を
進
め
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

注
1

ウ
ェ
イ
･
イ
ン
･
モ
ー
シ
ョ
ン
･
･
･
車
両
に
よ
り
生
じ
る
橋
梁

の
ひ
ず
み
か
ら
、
車
両
の
重
量
を
推
定
す
る
シ
ス
テ
ム

参
考
文
献

三
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千
尋
、
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上
俊
雄
、
小
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介
…
光
通
信
網
を
使
用
し
た
鋼
橋

梁
の
健
全
度
評
価
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
、
土
木
学
会
論
文
集

恥
6
8
6
/
V
I
ー
靴
、
拗
鋭
ー
拗
、
二
0
0
-
･
九
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全
憾
薹首

都
高
速
の
著
逼
り
作
戦

首
都
高
速
道
路
公
団
保
全
企
画
課

は
じ
め
に

首
都
高
速
道
路
公
団
は
、
開
通
後
長
期
間
を
経
過
し
た

道
路
構
造
物
の
安
全
対
策
を
柱
と
す
る
｢首
都
高
速
の
若

返
り
作
戦
｣
に
、
今
年
度
着
手
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
従

来
、
構
造
物
ご
と
個
別
に
行
っ
て
き
た

｢補
修
･
補
強
･

更
新
｣
を
総
合
的
か
つ
集
中
的
に
実
施
す
る
も
の
で
、
首

都
高
速
道
路
の
安
全
性

･
耐
久
性
の
向
上
を
図
る
と
共

に
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
の
縮
減
を
目
指
す
。

以
下
、
首
都
高
速
道
路
の
維
持
管
理
の
課
題
と
若
返
り

作
戦
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
る
。

一

首
都
高
速
道
路
の
維
持
管
理
の
課
題

1

首
都
高
速
道
路
の
現
況

首
都
高
速
道
路
は
、
昭
和
三
七
年
の
開
業
以
来
そ
の
延

長
を
伸
ば
し
、
現
在
の
総
延
長
は
二
七
〇
皿
、
一
日
の
通

行
台
数
は
約
一
一
五
万
台

(約
一
割
が
大
型
車
)
に
達
し

て
い
る
。
ま
た
、
東
京
二
三
区
内
の
幹
線
道
路

(国
道
、

都
道
)
に
占
め
る
首
都
高
速
道
路
の
割
合
は
、
道
路
延
長

に
お
い
て
一
三
%
で
あ
る
も
の
の
、
交
通
量

(走
行
台
キ

ロ
)
で
は
二
倍
の
二
八
%
、
貨
物
輸
送
量
で
は
三
倍
の
三

人
%
と
な
っ
て
お
り
、
｢世
界
で
最
も
過
酷
に
使
わ
れ
て

い
る
道
路
｣
と
い
え
る
。

一
方
、
構
造
物
の
経
過
年
数
に
つ
い
て
は
、
最
初
に
開

通
し
た
区
間
が
約
四
〇
年
を
経
過
す
る
と
と
も
に
、
開
通

後
三
〇
年
以
上
を
経
過
し
た
路
線
が
約
九
○
如
と
全
体
の

三
分
の
一
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

2

道
路
管
理
に
お
け
る
課
題

道
路
管
理
に
は
、
道
路
施
設
が
経
年
に
よ
り
老
齢
化
し

て
い
く
の
を
防
ぐ
た
め
の
補
修
･
補
強
と
、
利
用
者
に
対

し
良
好
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め
の
管
理
が
あ
る
。

開
通
後
一
〇
年
以
上
を
経
過
し
た
道
路
施
設
に
は
部
分
的

な
損
傷
が
出
始
め
る
。
こ
れ
ら
を
点
検
に
よ
り
発
見
し
、

補
修
･
補
強
を
行
う

(事
後
保
全
)
か
、
ま
た
は
、
損
傷

の
発
生
を
あ
ら
か
じ
め
予
測
し
て
予
防
的
に
対
策
を
行
っ

て
い
る

(予
防
保
全
)。

ま
た
、
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
に
適
合
し
た
サ
ー
ビ
ス

を
的
確
に
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
道
路
管
理
の
も
う
一
つ

の
柱
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
交
通
情
報
提
供
や
サ
ー
ビ

1

ス
施
設
の
拡
充
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。
補
修
工
事
を
行
う

002

際
の
交
通
渋
滞
の
軽
減
も
利
用
者
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
な
メ

セ

ニ
ユ
ー
で
あ
る
o

漸

こ
こ
で
、
首
都
構
造
道
路
の
管
理
に
関
す
る
現
下
の
課

6

題
を
ま
と
め
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

特
集
/
更
新
時
代
に
お
け
る
道
路
管
理
鬮ド
が転
套
辰
撚
憾
E
ド
ミ



①
老
齢
化
し
た
道
路
施
設
の
急
増
へ
の
対
応

(安
全
性

確
保
)

②
よ
り
高
い
水
準
の
サ
ー
ビ
ス
へ
の
要
求

③
経
営
安
定
の
た
め
の
一
層
の
コ
ス
ト
縮
減

④
透
明
性
、
説
明
責
任
を
求
め
る
動
き

3

新
し
い
保
全
シ
ス
テ
ム
の
構
築

上
記
の
課
題
に
的
確
に
対
応
す
る
た
め
、
首
都
高
速
道

路
公
団
で
は
、
I
S
O
9
0
o
o
s
や
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト

(注
1
)
の
手
続
を
参
考
に
従
来
の
維
持
管
理
方

法
を
見
直
し
、
業
務
の
効
率
的
執
行
と
資
源
の
有
効
利
用

を
目
指
し
た
、
｢関
連
情
報
の
共
有
化
｣
と

｢積
極
的
保

全
の
実
行
｣
を
柱
と
す
る

｢新
し
い
保
全
シ
ス
テ
ム
｣
を

構
築
し
た
。

｢関
連
情
報
の
共
有
化
｣
と
は
保
全
業
務
の
意
思
決
定

に
際
し
、
正
確
な
情
報
が
速
や
か
に
得
ら
れ
る
よ
う
に
デ

ー
タ
ベ
ー
ス
を
構
築
し
、
関
係
職
員
が
最
新
の
情
報
を
共

有
す
る
こ
と
、
｢積
極
的
保
全
の
実
行
｣
と
は
、
損
傷
が

発
生
し
て
か
ら
対
応
す
る
受
身
の
保
全
か
ら
、
せ
言
□
↓

□
0
-↓
6
宮
島
↓
>
n冨
0
口
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
サ
イ
ク
ル
の
も

と
、
デ
ー
タ
に
基
づ
く
分
析
や
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

を
考
慮
し
た
長
期
的
で
予
防
的
な
計
画
に
基
づ
く
保
全
の

実
行
へ
の
切
替
え
を
意
味
す
る
。

二

首
都
高
速
の
若
返
り
作
戦

｢首
都
高
速
の
若
返
り
作
戦
｣
は
、
右
に
述
べ
た

｢新

表 1 ｢若返り作戦｣ 実施メニュー一覧

項 目
用
数

供
年拗

繃
対
後

重点路線
または対象個所 鼾実

り

強

襁
強

襁

丈々

補

新

都

補

P

贓

艀
硬
轢
嬉
繃
踰

物

橋

F

へ

橋

り

素

部

造

ト

面

欄

桁

切

炭

井

機

一

外

高

C

桁

部

天

ト

リ

強

薬

欄

製

R

C

版

ル

一

ク

補

改

高

鋼

･

P

床

ネ

の

“
鞘
鰯

C

,

P

ト

ンコ

コンクリート橋脚横ぼり

F RP補強
30年以上

鰐
濃軟弱

羽
線

愕
縮諫婦

批
繊

1

渋麻癒
都
目
線

430基

幟
噺詠

*
外

高

築

欄

製

檄
高
鋼

高

高欄外面 F R P 補強 15年以上 中央環状線、川口線 83km

鋼製高欄への更新 30年以上 都心環状線
、 1 号羽田線

、 1 号上野線 1
,
ooo m

強補

強

部

補

轢
嬉
繃

橋

り

素

桁

切

炭

C

桁

部

R
亢

臟

CP
▲

P C桁切り欠き都補強 30年以上 聰羽号 橋#4

床版部炭素繊維補強 30年以上 線松搦臟4
線
線

谷

羽

渋
横

号
号

2mの銘

トンネル天井部 F R P 補強 25年以上 猥※ネ鰡東 腕“̂

鰍廟
繃

締

鰤

嬉

隅

り

物

硼

醐

造

鐵

鋼

鏑
鋼橋脚隅角部補強 30年以上 鎌轢き默日]号泌線

線
状
袋

環
池

心
号

都
5 鑓

鋼桁切り欠き部補強30年以上 30年以上 線
滕

谷
松

渋
小

号
号

3
7

線
線

田

島
羽
向

号
号

J
お

槻
鎌

環
池

心
号

都
5 獺

遮音壁落下防止対策
に間区の欽勲ス一ワ故事

壁
触
音

接
遮

設

る

施
あ

如れ

し
い
保
全
シ
ス
テ
ム
｣
を
具
現
化
す
る
た
め
の
最
初
の
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。

本
事
業
の
内
容
は
、
以
下
に
示
す
三
点
が
中
心
と
な
る
。

①
点
検
の
高
度
化
と
デ
ー
タ
の
有
効
活
用

②
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
と
鋼
構
造
物
の
改
築

③
事
故
な
ど
の
万
一
の
場
合
に
も
第
三
者
の
安
全
を
確

保
す
る
付
属
施
設
の
フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
対
策
(注
2
)

こ
れ
ら
施
策
を
今
年
度
か
ら
三
ヵ
年
、
総
事
業
費
約
一

道々テセ 2002,1 ノ7



五
〇
億
円
を
も
っ
て
実
施
す
る
予
定
で
あ
る
。
実
施
メ
ニ

ュ
ー
と
数
量
の
一
覧
を
表
1
に
示
す
。

以
下
、
若
返
り
作
戦
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
述
べ
る
。

1

点
検
の
高
度
化
と
デ
ー
タ
の
有
効
活
用

構
造
物
の
安
全
性
を
保
ち
、
か
つ
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ

ス
ト
を
縮
減
す
る
た
め
の
維
持
補
修
計
画
を
策
定
す
る
た

め
に
は
、
構
造
物
の
状
態
を
常
に
正
確
に
把
握
し
て
お
く

必
要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
に
は
、
確
実
な
点
検
の
実
施
と
、

点
検
デ
ー
タ
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

シ
ス
テ
ム
の
構
築
が
必
須
と
な
る
。

首
都
高
速
道
路
公
団
で
は
先
に
述
べ
た
課
題
に
対
応
す

る
た
め
、
平
成
一
二
年
度
に
点
検
補
修
シ
ス
テ
ム
の
見
直

し
作
業
を
行
い
、
｢構
造
物
等
点
検
要
領
｣
を
策
定
、
一

三
年
四
月
か
ら
本
格
的
に
適
用
を
開
始
し
た
。

同
要
領
の
特
徴
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。

①

点
検
目
的
の
明
確
化

補
修
に
迅
速
確
実
に
結
び
つ
け
る
点
検
!

｢漏
れ

な
く
点
検
、
漏
れ
な
く
補
修
｣
ー
を
コ
ン
セ
プ
ト
と

し
、
点
検
請
負
者
と
公
団
職
員
の
役
割
の
明
確
化
、

対
応
の
必
要
度
か
ら
見
た
損
傷
ラ
ン
ク
の
再
整
理
、

点
検
報
告
手
法
の
制
度
化
、
第
三
者
被
害
を
防
止
す

る
た
め
の
点
検
時
応
急
措
置
の
義
務
化
、

点
検
補

修
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
活
用
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
化

と
フ
ォ
ー
マ
ッ
ト
の
統

一
を
図
っ
た
。

②

分
野
別
点
検
要
領
の
統
合

従
前
、
土
木
･
建
築
･
機
械
･
電
気
通
信
の
各
分

野
ご
と
に
分
か
れ
て
い
た
要
領
を
統
合
し
、
点
検
レ

ベ
ル
の
統
一
と
点
検
隙
間
領
域

(標
識
柱
に
お
け
る

情
報
板
用
取
付
け
金
具
な
ど
、
点
検
実
施
責
任
部
署

が
不
明
確
と
な
り
が
ち
な
部
位
)
の
抽
出
と
点
検
責

任
者
の
明
確
化
を
図
っ
た
。

③

点
検
の
強
化

第
三
者
被
害
防
止
と
点
検
品
質
の
向
上
の
た
め
、

高
速
道
路
上
徒
歩
点
検
の
導
入
、
機
械
足
場
に
よ
る

接
近
点
検
の
制
度
化
、
初
回
点
検
時
期
の
明
示
、
第

三
者
被
害
の
恐
れ
の
あ
る
損
傷
を
明
確
化
す
る

｢A

1
ラ
ン
ク
｣
の
導
入
な
ど
を
図
っ
た
。

ま
た
同
時
に
、
多
機
能
な
が
ら
も
、
デ
ー
タ
の
加
工
修

正
が
容
易
で
な
い
、
シ
ス
テ
ム
の
レ
ス
ポ
ン
ス
が
悪
い
、

シ
ス
テ
ム
を
使
用
す
る
た
め
の
端
末
の
数
が
少
な
い
な

ど
、
問
題
の
あ
っ
た
従
前
の
大
型
ホ
ス
ト
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

と
ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る

｢保
全
情
報
管
理
シ
ス

テ
ム
｣
を
、
分
散
型
サ
ー
バ
と
パ
ソ
コ
ン
端
末
に
よ
る
公

団
内
L
A
N
シ
ス
テ
ム
上
に
移
植
す
る
作
業
を
、
今
年
度

中
の
完
了
を
目
指
し
進
め
て
い
る
。

2

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
改
築

○

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
劣
化
現
象

一
般
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
は
強
い
ア
ル
カ
リ
性
環
境
で

あ
り
、
鉄
筋
は
そ
の
表
面
に
不
動
態
皮
膜
と
よ
ば
れ
る
薄

い
酸
化
皮
膜
を
形
成
し
、
腐
食
作
用
か
ら
保
護
さ
れ
て
い

　LFI-
---1
-
1
-
--
!1
Jl

一1
-
-
ト
-
-
--l
l
-
-
--

三　
　　

生
-
持
…

霊健

全

度

る
。
し
か
し
、
中
性
化
現
象
に
よ
り
空
気
中
の
二
酸
化
炭

素
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
に
拡
散
し
ア
ル
カ
リ
度
が
低
下
し

た
り
、
塩
害
な
ど
に
よ
り
塩
化
物
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
へ

浸
透
し
た
り
、
酸
性
雨
や
排
気
ガ
ス
な
ど
に
よ
り
硫
黄
酸

化
物
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
へ
浸
透
す
る
と
、
鉄
筋
の
腐
食

が
引
き
起
こ
さ
れ
、
か
ぶ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
･
落

下
な
ど
の
劣
化
現
象
が
発
生
す
る
。

こ
の
よ
う
な
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
へ
物
質
が
侵
入
す
る

こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
劣
化
現
象
は
、
か
ぶ
り
コ
ン
ク
リ

ー
ト
が
薄
く
、
乾
燥
収
縮
な
ど
に
よ
る
微
細
な
ひ
び
割
れ

が
鉄
筋
に
ま
で
到
達
し
、
鉄
筋
ま
で
の
物
質
の
移
動
経
路

ノ8 道行セ 2002.1



が
確
保
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
状
態
に
お
い
て
、
特
に
早
く

進
行
す
る
。
対
策
と
し
て
は
、
か
ぶ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を

厚
く
す
る
こ
と
や
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
被
覆
し
外
気
及
び
雨

水
を
遮
断
す
る
方
法
が
あ
る
。

こ
こ
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
劣
化
現
象
の
進
行
を
グ
ラ

フ
化
す
る
と
図
1
の
と
お
り
と
な
る
。
か
ぶ
り
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
厚
さ
が
厚
い
ほ
ど
劣
化
の
進
行
が
遅
い
が
、
薄
い

も
の
に
つ
い
て
も
F
R
P

(注
3
)
貼
付
な
ど
の
被
覆
に

よ
り
、
剥
離
･
落
下
に
対
す
る
安
全
性
と
耐
久
性
の
向
上

が
可
能
と
な
る
。

首
都
高
速
道
路
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
お
い
て
、

橋
脚
横
ば
り
と
高
欄
は
、
か
ぶ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
が
比

較
的
薄
く
、
か
つ
酸
性
雨
や
排
気
ガ
ス
の
影
響
を
受
け
や

す
い
部
材
と
な
っ
て
い
る
。
最
も
古
い
路
線
が
供
用
後
概

ね
二
〇
年
と
な
る
昭
和
五
〇
年
代
後
半
に
は
、
こ
れ
ら
の

部
材
の
ひ
び
割
れ
と
か
ぶ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
剥
離
･
落

下
な
ど
が
顕
在
化
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
首
都
高
速
道
路
公
団
で
は
昭
和
五
九
年

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
図
集
の
改
訂
に
お
い
て
、
か

ぶ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
の
変
更
と
高
欄
側
面
の
ひ
び
割
れ

防
止
を
目
的
と
し
た
配
力
鉄
筋
量
の
増
加
を
行
っ
て
い

る
o⑭

コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
横
ば
り
改
築
計
画

若
返
り
作
戦
で
対
象
と
し
て
い
る
個
所
は
、
昭
和
四
七

年
以
前
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
標
準
図
集
に
基
づ

い
て
建
設
さ
れ
た
路
線
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
脚
横
ば
り
で

あ
る
。
当
該
個
所
は
、
旧
基
準
で
造
ら
れ
て
い
る
た
め
か

ぶ
り
コ
ン
ク
リ
ー
ト
厚
が
十
分
で
な
く
、
街
路
を
通
行
す

る
車
か
ら
の
排
気
ガ
ス
な
ど
の
影
響
に
よ
り
横
ば
り
部
分

に
剥
離
が
発
生
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
と
し
て
の
健
全
度
は
、
概
し
て
剥

離
発
生
限
界
を
超
え
た
状
態
に
至
っ
て
い
る
も
の
と
推
定

さ
れ
る
。

よ
っ
て
、
こ
の
部
位
に
つ
い
て
は
剥
離
･
落
下
に
対
す

る
安
全
性
と
耐
久
性
を
現
行
基
準
に
よ
る
水
準
ま
で
向
上

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
図
2
に
示
す
よ
う
に

｢F
R

20 25 30

建設後経過年数
45 50 55 60

健

全

度

｣4

ソ̂｣

Û

RY

Ĥ)

4吋

?｣

Û

　　　

点
検
･
補
修
･
補
強
費
用
(
累
積
)

億円

"済誉上給

ぞ蝸デ部“-"-
ノ レ

′ を
,博多爾強め年間)

f離越鬘綴製リ ノ 盤 蒙部分は畿

細点検) / /

㈱襟-麹ん′/
鯰滕

↓
通

40 45 50 55 60

- - - - - :今回3年間でFRP補強を行う場合

……"…" $年間詳細点検を行い、その後lo年間でFRP補強を行う場合

図 3 ライフサイクルコストの比較

(コンクリート橋脚横ばりFRP補強)

図 2 コンクリート橋脚横ばりの補強

炉
強

　

　

　

範

を

り

強

部

よ

捕

り

に

隠
微
鰤

道行セ 2002.



P
貼
付
に
よ
る
補
強
｣
を
実
施
す
る
も
の
と
し
た
。

ま
た
、
図
3
に
は
、
今
回
三
年
間
で
F
R
P
補
強
を
行

う
場
合
と
、
五
年
後
か
ら
一
〇
年
間
で
補
強
を
行
う
場
合

の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト
(点
検
･
補
修
･
補
強
費
用
)

の
比
較
を
示
す
。
こ
の
試
算
例
で
は
、
後
者
の
や
り
方
に

よ
る
場
合
は
補
強
後
の
健
全
度
に
お
い
て
不
利
で
あ
り
、

か
つ
二
割
程
度
コ
ス
ト
高
と
な
る
結
果
と
な
っ
て
い
る
。

◎

コ
ン
ク
リ
ー
ト
高
欄
改
築
計
画

コ
ン
ク
リ
ー
ト
高
欄
の
改
築
に
お
い
て
は
、
橋
脚
横
ば

り
と
同
様
の

｢F
R
P
補
強
｣
に
よ
る
方
法
と
、
｢鋼
製

高
欄
へ
の
更
新
｣
の
二
つ
の
方
法
を
と
っ
て
い
る
(図
4
)。

｢F
R
P
補
強
｣
に
よ
り
対
応
を
行
う
個
所
は
、
昭
和

五
九
年
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
標
準
図
集
に
基
づ

い
て
建
設
さ
れ
た
路
線
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
高
欄
で
あ
る
。

当
該
個
所
に
つ
い
て
は
コ
ン
ク
リ
ー
ト
片
落
下
が
発
生
す

1高欄外四F R P補強-

鯛製輯葎催lへの更新l

　　

　　　　コ図

グ
ミ

る
い
う
状
態
に
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
建
設
後
お
お

む
ね
一
五
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
予
防
保
全
の
観
点
か

ら
補
強
を
行
う
も
の
と
し
た
。

一
方
、
昭
和
三
〇
年
代
に
建
設
さ
れ
た
厚
さ
一
五
皿
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
高
欄
は
鋼
板
接
着
に
よ
り
補
強
を
行
っ
て

い
る
が
、
現
行
基
準
で
必
要
と
さ
れ
る
強
度
を
有
し
て
い

な
い
。
よ
っ
て
、
こ
の
内
、
鋼
板
の
腐
食
や
コ
ン
ク
リ
ー

ト
の
劣
化
が
比
較
的
多
く
見
ら
れ
、
特
に
補
修
補
強
に
よ

る
機
能
回
復
あ
る
い
は
機
能
強
化
で
は
不
十
分
と
考
え
ら

れ
る
個
所
に
つ
い
て
、
現
在
の
基
準
を
満
た
す
鋼
製
高
欄

に
更
新
す
る
。

本
改
築
に
よ
り
、
第
三
者
へ
の
安
全
性
と
耐
久
性
の
向

上
と
い
う
機
能
増
に
加
え
、
｢高
欄
自
体
の
強
度
ア
ッ
プ
｣

と
軽
量
な
鋼
製
高
欄
に
更
新
す
る
こ
と
に
よ
る

｢床
版
の

負
担
低
減
｣
が
図
ら
れ

｢車
両
大
型
化
へ
の
対
応
｣
が
可

能
と
な
る
。

本
工
法
に
よ
る
高
欄
改
築
は
、
長
期
間
の
道
路
規
制
が

必
要
で
あ
る
な
ど
交
通
に
与
え
る
影
響
が
大
き
い
た
め
、

老
朽
化
床
版
の
打
換
え
な
ど
将
来
の
大
規
模
改
築
を
視
野

に
、
今
回
は
パ
イ
ロ
ッ
ト
工
事
と
し
て
緊
急
性
の
高
い
部

位
に
限
定
し
た
。
他
の
個
所
に
つ
い
て
は
今
回
の
施
工
結

果
を
踏
ま
え
、改
築
計
画
を
策
定
す
る
も
の
と
し
て
い
る
。

3

鋼
製
橋
脚
の
改
築

近
年
、
車
両
の
大
型
化
や
交
通
量
の
増
加
に
伴
い
、
交

通
状
況
の
厳
し
い
橋
梁
に
お
い
て
、
金
属
疲
労
に
よ
る
も

↓

旧

一

　
　　完全溶け込み溶接 (現行基準)

図 5 補強対象とする鋼製橋脚の形状と隅角部の溶接継手形式

部分溶け込み溶接 (旧基準)

の
と
思
わ
れ
る
損
傷
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
。今

回
補
強
対
象
と
し
て
い
る
橋
脚
は
、
昭
和
四
三
年
以

前
の
道
路
橋
示
方
書
に
基
づ
き
建
設
さ
れ
た
特
殊
な
形
状

の
鋼
製
橋
脚
二
〇
基
で
あ
る
。
当
該
橋
脚
は
張
り
出
し
の

大
き
な
片
持
ち
の
横
ば
り
を
有
し
、
活
荷
重
の
影
響
を
最

も
受
け
や
す
い
形
状
で
、
か
つ
、
隅
角
部
の
引
張
り
側
溶

接
継
手
が
部
分
溶
け
込
み
溶
接
と
な
っ
て
い
る

(図
5
)。

こ
の
よ
う
な
鋼
部
材
の
損
傷
は
進
行
す
る
性
質
を
持
つ

た
め
、
損
傷
が
発
生
す
る
前
か
、
あ
る
い
は
発
生
後
損
傷

20 道行セ 2002,1



が
微
少
で
あ
る
内
に
速
や
か
に
補
強
を
行
う
必
要
が
あ
る

究
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

も
の
と
判
断
し
た
。
図
6
に
補
強
方
法
の
一
例
を
示
す
。

(注
1
)
工
学
と
経
済
学
を
駆
使
し
て
、
効
率
的
に
公
共
財
を
管
理
す

2

る
仕
組
み

1

製橋脚隅角部の補強襁

4

付
属
物
の
フ
ェ
ー
ル
セ
ー
フ
対
策

(注
&

故
障

(損
傷
)
が
発
き

‘
も
事
故
‘
“
“
“
“
‘
だ

す

侃

る
こ
と

沈

鬱

首
都
高
速
道
路
に
お
い
て
は
･

大
型
車
の
接
触
に
よ
る

(注
↓

繊
維
強
化
プ
ラ
ス
チ
グ

費

　

　

　

　

　

　

　

遮
音
壁
の
高
架
下
へ
の
落
下
、
板
厚
不
足
と
交
通
振
動
に

〈参
考
文
献
〉

よ
る
標
識
ポ
ー
ル
の
折
損
な
ど
の
事
故
を
受
け
、
フ
ェ
ー

古
木
、
鈴
木
、
和
泉

｢社
会
資
本
と
し
て
の
橋
の
マ
ネ

錮

ル
セ
ー
フ
を
課
題
に
高
架
上
付
属
物
の
落
下
防
止
対
策
を

ジ
メ
ン
ト
｣
橋
梁
と
基
礎
2
0
0
1
ー
8

6

進
め
て
い
る
。

図

図
7
に
遮
音
壁
落
下
防
止
対
策
の
姿
図
を
示
す
。

お
わ
り
に

以
上
、
首
都
高
速
道
路
の
維
持
管
理
の
課
題
と
若
返
り

作
戦
の
概
要
に
つ
い
て
述
べ
た
。

今
後
確
実
に
や
っ
て
来
る
、
人
口
減
少
と
投
資
余
力
の

落下防止リイヤゴ

/

▲謡
い
防

減
退
に
耐
え
る
た
め
の
最
も
基
本
的
な
方
策
は
、
｢既
存

ワイヤーにより遮音壁の高架下への落下を防止

図 7 遮音壁落下防止対策

社
会
資
本
を
適
切
か
つ
低
廉
に
維
持
管
理
す
る
シ
ス
テ
ム

＼

を
早
急
に
確
立
す
る
こ
と
｣
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。

　

首
都
高
速
道
路
公
団
を
は
じ
め
、
公
共
事
業
を
担
う
特

ノ

の

対

殊
法
人
の
組
織
お
よ
び
事
業
の
あ
り
方
に
つ
い
て
は
、
依

挫
阯

良
二
ノ
で
輪
テ
K
べ
く
登
3
で
尺
其
ご
〉
〕
ミ
、
"
ふ
し

音

避
醐

"
と
t
て
気
ぞ
さ
カ
オ
邊
切
を
"
翹
に
疫
を
力

し
す
猪

p

リ

ー

に
せ
よ
、
我
々
の
役
目
は

｢社
会
資
本
を
良
質
な
状
態
で

保
ち
続
け
る
｣
こ
と
に
あ
り
、
若
返
り
作
戦
を
着
実
に
推

進
す
る
と
共
に
、
｢道
路
維
持
管
理
分
野
へ
の
ア
セ
ッ
ト

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
手
法
の
導
入
｣
な
ど
、
財
務
の
健
全
性
と

ア
カ
ウ
ン
タ
ビ
リ
テ
ィ
ー
の
向
上
を
一
層
図
る
た
め
の
研



特
集
/
更
新
時
代
に
お
け
る
道
路
管
理
鬮
=
==
自国
門
川N
N門
閥=
=
門U
V

囃
榊
電
謳
構
潅
囃
し
た
遭
略
情
報
●
提
轢
に
つ
い
で

東
北
地
方
整
備
局
道
路
部
道
路
計
画
第
二
課

期
交
通
確
保
、
高
齢
化
、
地
域
の
活
性
化
等
の
課
題
の
解

決
の
た
め
の
有
効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。
地
域

特
性
を
踏
ま
え
た
I
T
S
の
展
開
に
つ
い
て
は
、
｢東
北

I
T
S
推
進
懇
談
会
｣
に
お
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
、
平

成
一
〇
年
三
月
に

｢東
北
地
方
の
I
T
S
推
進
に
関
す
る

提
言
書
｣
が
と
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
提
言
で
は
、

東
北
地
方
に
お
け
る
道
路
交
通
の
九
つ
の
重
要
課
題
と
そ

れ
に
対
応
し
た
東
北
I
T
S
メ
ニ
ュ
ー
が
提
案
さ
れ
た
。

上
記
課
題
の
克
服
に
向
け
て
提
案
さ
れ
た
支
援
施
策

(東
北
I
T
S
メ
ニ
ュ
ー
)
の
一
つ
と
し
て
、
東
北
地
方

整
備
局
で
は
平
成
三
一年

三

月
一
日
よ
り
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
及
び
携
帯
電
話

(i
モ
ー
ド
)
に
よ
る
道
路
情
報

｢東
北
み
ち
情
報
｣
(対
象
…
直
轄
国
道
管
理
区
間
)
の
提

供
を
開
始
し
た
。
東
北
I
T
S
メ
ニ
ュ
ー
と
対
応
す
る
コ

ン
テ
ン
ツ
は
表
1
の
と
お
り
で
あ
る
。

三

携
帯
電
話
に
よ
る
道
路
情
報
の
提
供

1

携
帯
電
話
を
利
用
し
た
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

携
帯
電
話
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
利
用
者
は
、
そ
の

利
便
性
･
ポ
ー
タ
ブ
ル
性
の
高
さ
か
ら
現
在
、
飛
躍
的
に

加
入
者
が
増
加
し
て
い
る

(図
1
)
。
そ
の
た
め
、
東
北

地
方
に
お
け
る
I
m
s
推
進
に
あ
た
り
、
各
種
道
路
情
報

の
提
供
媒
体
と
し
て
携
帯
電
話
を
利
用
す
る
こ
と
は
、
非

一

は
じ
め
に

経
済
活
動
を
効
率
化
し
、
人
々
の
生
活
の
質
を
高
め
る

｢I
T

(情
報
技
術
)｣
に
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
今
日
、

高
度
道
路
交
通
シ
ス
テ
ム

(I
T
S
)
は
、
最
先
端
の
情

報
通
信
技
術
を
用
い
て
人
と
道
路
と
車
両
と
を
一
体
の
シ

ス
テ
ム
と
し
て
構
築
す
る
こ
と
に
よ
り
、
道
路
交
通
か
ら

発
生
す
る
様
々
な
問
題
を
解
決
す
る
切
り
札
と
し
て
位
置

づ
け
ら
れ
て
い
る
。
本
報
告
で
は
、
東
北
地
方
に
お
け
る

I
T
S
の
取
組
み
の
一
つ
で
あ
る
、
携
帯
電
話
に
よ
る
道

路
情
報
の
提
供
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

二

東
北
地
方
の
ー
T
S
に
お
け
る

｢東
北
み

ち
情
報
｣
の
位
置
づ
け

I
T
S
は
東
北
地
方
に
お
け
る
長
い
都
市
間
距
離
、
冬

【東
北
地
方
に
お
け
る
道
路
交
通
の
九
つ
の
重
要
課
題
】

①

雪
を
克
服
す
る
道
路

↓
①
地
域
間
交
通
の
確
保
②
歩
行
者
空
間
の
確
保

②

安
全
で
、
人
や
自
然
に
優
し
い
道
路

↓
③
交
通
安
全
対
策
④
道
路
災
害
対
策
⑤
高
齢
化
対
策

⑥
良
好
な
環
境
の
創
造

利
便
性
に
優
れ
、
地
域
の
振
興
に
貢
献
す
る
道
路

↓
⑦
都
市
内
交
通
対
策
⑧
観
光
対
策
⑨
地
域
産
業
振
興



2

東
北
み
ち
情
報
の
コ
ン
テ
ン
ツ

i
モ
ー
ド
に
続
き
、
平
成

一
三
年

一
月
三
一日
よ
り
e

z
ー

W
e
b
、
二
月

一
日
か
ら
は
J
I
S
K
Y
で
も
情
報

提
供
を
実
施
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
平
成
一
三
年
六
月
に

は
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
注
意
喚
起
を
行
う
シ
ス
テ
ム
を
導
入
、

一
〇
月
か
ら
は
、
当
初
よ
り
提
供
し
て
い
た
宮
城
県
内
の

観
光
バ
ス

(仙
台
市
内
)
と
高
速
バ
ス
の
他
に
、
青
森
~

へ主
な
提
供
コ
ン
テ
ン
ツ
〉

○
雨
量
情
報

時
間
雨
量
と
連
続
雨
量
に
つ
い
て
情
報
を
提
供
。
台
風

や
豪
雨
の
時
に
、
ユ
ー
ザ
ー
へ
の
注
意
喚
起
を
促
す
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
一
般
交
通
規
制
区
間
に
お
い
て
、
連
続

雨
量
が
通
行
規
制
値
に
近
づ
い
た
際
、
数
値
が
着
色
･
点

滅
表
示
す
る
よ
う
シ
ス
テ
ム
の
改
善
を
実
施
し
て
い
る
。

○
バ
ス
連
行
情
報

仙
台
市
内
の
観
光
バ
ス
、
宮
城
県
内
の
高
速
バ
ス
及
び

青
森
県
内
の
定
期
路
線
バ
ス

(計
四
路
線
)
に
つ
い
て
バ

ス
連
行
情
報
(到
着
時
刻
予
想
･位
置
情
報
･
時
刻
表
等
)

の
提
供
を
行
っ
て
い
る
。
青
森
~
む
つ
間
の
バ
ス
連
行
情

報
で
は
、
バ
ス
停
か
ら
離
れ
て
い
る
医
療
機
関

(県
立
中

央
病
院
)
に
大
型
デ
ィ
ス
プ
レ
ー
を
設
置
し
、
下
北
方
面

か
ら
同
病
院
を
利
用
す
る
高
齢
者
･
身
体
障
害
者
等
に
も

12 2 4 6 8 10 12 2 4 6 8
1 2ooo l l 2oo1 l

注) 携帯電話は iモード、 e忽w eb、 Js kyサービス利用者合計、 電話回線は
電話回線等を利用したダイヤルアップ接続による加入者数 (総務省平成

は

戒

※

一
般
通
行
規
制
区
間

(東
北
地
方
整
備
局
管
内
に

つく〉

一
〇
箇
所
)
で
は
、
連
続
雨
量
が
基
準
値
の
三
0

2

脚
前
で
数
値
が
赤
色
で
点
滅
表
示
、
基
準
値
を
超

1

え
た
場
合
は
数
値
が
常
時
赤
色
で
表
示
さ
れ
る
。

2

0
雪
情
報

楡

八
割
が
豪
雪
地
帯
で
占
め
ら
れ
て
い
る
東
北
地
方
に
お

道

い
て
は
、
冬
期
交
通
の
安
全
性
確
保
が
大
き
な
課
題
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
三
一月
か
ら
三
月
ま
で
の
期
間
中

｢雪
情

報
｣
の
提
供
を
実
施
し
て
い
る
。
降
雪
量
･
積
雪
量
･
路

面
状
況
な
ど
、
道
路
利
用
者
の
ニ
ー
ズ
が
高
い
と
思
わ
れ

る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
て
い
る

(図
2
)
。

1

,
硼
擬

勲

難

局
)
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1

携
識
降
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繃
薊
達
と
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吊
に
効
率
的
な
手
段
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で

む
つ
間
の
バ
ス
連
行
情
報
も
追
加
す
る
な
ど
、
コ
ン
テ
ン

艘
硼
鞠
鰤鰍鱗鰡
鍋齪

⑨

(
5

4

3

2

1

き
る
。

ツ
の
拡
充
を
図
っ
て
い
る
。

判劉
君

東北IT Sメニューと対応するコンテンツ

携帯電話

m m 電話回線 ノ4, 4 9 3 万人

撒崩落
"
1
1

爵辞岬岬m

メ田皿凹

閘/

課 題 東北IT Sメニュー 東北みち情報のコンテンツ

①地域間交通の確保
(冬期交通･峠対策)

リアルタイムな気象情報
、

路面状況の提供

雨量情報
、

路面状況
、

雪情

報、視界情報

⑦都市内交通対策 娯ムテス彬
鮴

案
合

場
総廳

麺
飜
伽鰍嫁繖轆

行
線
)

廻
銘
鞠

バ

で
ムロ

⑨地域産業振興 鰄蜴縱h
総

ツ
た
ひ

郊
猟

織
物 鰡勘

僞

ン
期
イ

　

　　
　

インターネット接続サービスの利用者数の推移



大型ディスプレイ(県立病院内}
配
慮
し
た
シ
ス
テ
ム
と
な
っ
て
い
る
。

積
雪
や
凍
結
等
に
よ
り
冬
期
間
の
定
時
制
確
保
が
難
し

い
東
北
地
方
で
は
、
こ
う
し
た
バ
ス
等
公
共
交
通
の
リ
ア

ル
タ
イ
ム
な
運
行
情
報
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
は
高
く
、
今
後

も
同
様
の
取
組
み
を
事
業
者
等
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
。

3

ア
ク
セ
ス
数
に
つ
い
て

こ
れ
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
数
は
一
年
間
で
四
〇
万
超

(
一

ヶ
月
あ
た
り
で
は
約
三
･
五
万
件
)
と
な
っ
て
い
る
が
、

特
に
冬
期
間

(図
5
)
の
利
用
が
多
く
、
東
北
地
方
で
大

雪
と
な
っ
た
平
成

一
三
年

一
月
八
日
に
は
、
一
日
に
一
万

件
を
超
え
る
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
こ
の
日
は
、
福
島
県

内
の
東
北
道
、
磐
越
道
が
全
面
通
行
止
め
と
な
り
、
交
通

　

　

　

　

栩

北　

　

　

　

鰯

5 ｢東北 ･みち情報｣ へのアクセス (冬期間)
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図 3 青森~ むつのバス運行情報

図 4 仙台市内のバス運行情報 (る‐ぶる仙台)

数

o

⑪

"

00

00

0

図

4

お
000

ア
口
]籍道

鰯蹴
束

糟 婿

嶽
扇
榊

よ

鴎 -′燻資
雪
【

榊
爛

,
増

山剛

一一

一

一-
-一対

二

一拭

奪′も
1
岡
剛

燻
驫

嗣噴榊爛覊 1/15 3/15 3/31

【バ
ス
運
行
情
報
の
提
供
内
容
】

青
森
~
む
つ
間
の
路
線
バ
ス

(上
下
各
六
便
)

･
仙
台
~
気
仙
沼
間
高
速
バ
ス

(上
下
各
七
便
)、
仙
台

…
石
巻
間
高
速
バ
ス

(上
下
各
九
便
)

･
仙
台
市
内
観
光
バ
ス

(る
ー
ぶ
る
仙
台
二

五
便
)

↓
時
刻
表
･
位
置
情
報
･
到
達
予
想
時
刻
等
を
提
供
。



が
国
道
四
号
、
国
道
四
九
号
及
び
国
道
六
号
に
転
換
し
、

と
り
わ
け
国
道
六
号
で
は
最
大
五
○
如
に
及
ぶ
渋
滞
が
発

生
し
て
い
る
。

ま
た
、
台
風
･
豪
雨
な
ど
の
悪
天
候
時

(図
6
)
の
情

報
に
対
す
る
ニ
ー
ズ
も
非
常
に
高
く
、
｢東
北
･
み
ち
情

報
｣
は
道
路
利
用
者
等
に
と
っ
て
重
要
な
情
報
源
と
な
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

道々テセ 2002. お

四

今
後
の
展
開

現
在
、
情
報
提
供
を
実
施
し
て
い
る
の
は
直
轄
国
道
管

理
区
間
内
だ
け
で
あ
る
が
、
今
後
は
県
等
が
管
理
す
る
道

路
と
一
体
と
な
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
で
き
る
よ
う
、

東
北
六
県
及
び
仙
台
市
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
収
集
と

提
供
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
東
北
地
方
の
地
理
的
特
徴
等
を
踏
ま
え
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
、
安
全
で
快
適
な
道
路
交

通
の
確
保
に
向
け
た
取
組
み
を
進
め
て
参
り
た
い
。
(現

在
、
L
モ
ー
ド
を
利
用
し
た
情
報
提
供
も
検
討
中
。)

雛
図

7/16 7/31 8/15 8/30

｢東北みち情報｣ へのアクセス (豪雨 ･台風時)
降雨量は東北 6 県県庁所在地における24時間降雨量の平均)

9/14

数　
　
　

ク

イ
、
3

ア

loo

台風15号通過
(山形新幹線終日連休)

大雨による通行止め - - 台風11号通過

(国道13号山形県)

9/29



ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
◎
サ
ポ
…
ト
e
ヲ
鬮
グ
ラ
ム
⑭

噸
組
み
に
つ
い
て

道
路
局
国
道
課

一

は
じ
め
に

近
年
、
阪
神
･
淡
路
大
震
災
以
降
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
活
性
化
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
企
業
を
含
め
た
住

民
の
社
会
貢
献
意
識
が
急
速
に
高
ま
っ
て
い
る
。

一
方
、
道
路
に
お
い
て
は
、
道
路
の
役
割
が
地
域
の
中

で
の
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
な
要
素
の
一
つ
に
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
充
実
が

以
前
に
も
ま
し
て
重
要
と
な
っ
て
き
て
お
り
、
行
政
と
地

域
住
民
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
確
立
し
、
連
携
を
強

化
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
う
し
た
背
景
の
も
と
、
国
土
交
通
省
で
は
、
住
民
団

体
等
が
行
う
道
路
の
緑
化
や
清
掃
美
化
活
動
へ
の
支
援
を

行
い
、
積
極
的
に
住
民
の
道
路
管
理
へ
の
参
画
を
求
め
る

制
度
と
し
て
、
｢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ

ラ
ム
｣
を
平
成
一
二
年
六
月
よ
り
行
っ
て
き
た
と
こ
ろ
で

業
内
容

全
員
任
分
担
)
に
つ
い
て
協
定
を
結
ぶ
。

あ
る
。

②

関
係
団
体
の
役
割

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
適
正
か
つ
効
果
的
な
道
路
の
維

持
管
理
を
目
指
す
と
と
も
に
、
地
域
住
民
の
道
路
へ
の
慈

し
み
の
気
持
ち
を
高
め
、
道
路
景
観
や
街
づ
く
り
に
配
慮

し
た
道
路
空
間
の
形
成
を
図
る
も
の
で
あ
る
が
、
以
下
に
、

そ
の
仕
組
み
や
実
施
状
況
を
、
事
例
の
紹
介
を
ま
じ
え
な

が
ら
ご
紹
介
す
る
。

二

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
仕
組
み

○

協
定
の
締
結

｢実
施
団
体

(住
民
グ
ル
ー
プ
等
)｣、
｢協
力
者

(市

町
村
)｣、
｢道
路
管
理
者

(国
土
交
通
省
工
事
事
務
所
)｣

の
三
者
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
す
る
区
域
、
期
間
、
作

②

関
係
団
体
の
役
割

①

実
施
団
体

(住
民
グ
ル
ー
プ
等
)

協
定
に
基
づ
き
、
決
め
ら
れ
た
一
定
の
道
路
区
域

の
中
で
、
草
木
の
手
入
れ
、
散
乱
ご
み
の
清
掃
、
草

花
の
管
理
等
を
定
期
的
に
行
う
。

②

協
力
者

(市
町
村
)

実
施
団
体
と
道
路
管
理
者
間
の
仲
立
ち
を
し
、
地

域
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
一
端
を
担
う
。
ま
た
、

協
定
に
よ
り
、収
集
さ
れ
た
ご
み
の
処
理
等
を
行
う
。

③

道
路
管
理
者

(国
土
交
通
省
工
事
事
務
所
)

婢

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
実
施
区
域
に
設
置
す
る
。

セ行

ま
た
、
清
掃
用
具
の
配
布
、
作
業
中
の
事
故
防
止

道

の
指
導
等
を
行
う
。

6つ
ム

特
集
/
更
新
時
代
に
お
け
る
道
路
管
理
鬮
日
目
日
目
門
同
日
日
月
=》



i ボランティア .サポート .プログラムの仕組み !

/ 実施団体
住民グループ等 〉

' ◆清掃活動
＼ ･植樹等の管理 さ
も、･その他 /
＼ )

/

′ ＼その他 /も
協力者

ク 道路管理者 浅
至, 市町村 '　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　

　　 　 　 　
　　　　･墾繁塾の翹鰹処理 ぞV三船 煙焚漂単にの欝据

◇
･実施園体の遅縦窓口 ~ ‐

.安全鞭灘…臥巨
l

- サインボードの設置例 I
実施団体名等を明記したサインボードを実施区域に立て、清掃活動等を行っている

ことを表明します。

花の筆入れは
　　　 　 　　　　　
行われています ‘

　
　
　

　　　　　　　　　　　　　 　 　 　　　
‐ 字繃宵国濾藁箋-lP孵鹸靭 製“気

蕎釀してい議せ。
一般国道 4号花ロード (栃木県) 一般国道55号ふれあい海道 (高知県)
(実施団体 :上蒲生南老人クラブ) (実施団体 :奈半利小学校)

平
成
一
三
年
一
〇
月
末
現
在
で
約
二
四
〇
箇
所
で
実
施

中
で
あ
り
今
年
度
末
ま
で
に
約
三
五
〇
箇
所
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
展
開
を
計
画
し
て
い
る

図
1

珍
照

。

ム
の で 平 ① =

団 H 12年

実施団体数 園 田 3.12 末

口H 13年度末(見込

翁総キゼ秀ざ箋きざ箋 酸 窯鬘膠膨 "燈舞込ん
　　　　　　　　　　　 　 　　　　　　 　 　 　　　　

図 三
1 五
参 ○
照 箇
ち 所

の
フo

ロ
グ

図 1 実施団体数の推移

フ J

道チテセ 2002,1 2 7



活
動
内
容
は
、
主
に
清
掃
･
除
草
と
植
栽
･
花
の
管
理

で
あ
る
が
、
冬
期
の
除
雪
活
動
を
行
っ
て
い
る
事
例
も
あ

る

(表
1
参
照
)。

ま
た
、
住
民
団
体
を
は
じ
め
と
し
て
、
学
校
関
係
や
企

業
等
の
様
々
な
団
体
に
よ
る
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
る

(表
2
参
照
)。

活動内容 (箇所数)

※活動内容は重複あり

聯 225

噂 107

植栽の管理 54

花の管理 116

鱈 AV

合 -

讓2 4 2

(

1.----･　団表

住民団体 138

学校関係 15

鎌 “

その他 %

舘 242

⑭

事
例
紹
介

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
事
例
と

し
て
静
岡
県
の
｢
一
般
国
道
一
号
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
運
動
｣

を
紹
介
す
る
。

○
一
般
国
道

一
号
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
運
動

｢新
居
町
フ
ラ
ワ
ー
ロ
ー
ド
運
動
｣
は
、
静
岡
県
新
居

町
地
内
の
国
道
一
号
バ
リ
ア
フ
リ
ー
歩
道
の
完
成
を
契
機

に
、
新
居
町
役
場
よ
り
、
国
道
一
号
月
見
橋
~
新
居
町
役

場
間
約
五
〇
0
m
の
歩
道
整
備
で
施
工
し
た
植
栽
帯

(約

一
三
0
m
)
に
つ
い
て
、
従
来
よ
り
ツ
ツ
ジ
な
ど
を
植
え

て
い
た
植
栽
帯
を
、
一
年
中
花
い
っ
ぱ
い
の
花
壇
と
し
て

維
持
･
管
理
し
て
い
き
た
い
と
の
要
望
が
あ
り
実
現
し
た

住
民
参
加
型
の
運
動
で
あ
る
が
、
ゴ
ミ
の
ポ
イ
捨
て
防
止

等
の
道
路
利
用
者
の
マ
ナ
ー
向
上
へ
の
効
果
も
目
的
と
し

て
い
る
。

こ
の
運
動
は
、
三
者

(新
居
町
花
の
会
、
知
的
障
害
者

更
正
施
設
浜
名
学
園
、
新
居
町
、
国
土
交
通
省
浜
松
工
事

事
務
所
)
の
協
定
に
基
づ
き
、
以
下
の
体
制
で
実
施
し
て

い
る
。

〈三
者
の
役
割
分
担
〉

･新
居
町
花
の
会
、
知
的
障
害
者
更
正
施
設
浜
名
学
園

(実
施
団
体
)

花
の
植
え
替
え
作
業
や
散
水
等
、
花
壇
の
管
理
を
沿

線
住
民
の
協
力
を
得
て
行
う
。

･
新
居
町

(協
力
者
)

花
壇
に
植
え
る
花
の
苗
の
生
産
と
配
布
及
び
浜
松
工

事
事
務
所
と
実
施
団
体
と
の
連
携
調
整
を
行
い
、
年

間
活
動
計
画
の
ま
と
め
を
行
う
。

道
路
管
理
者

(国
土
交
通
省
浜
松
工
事
事
務
所
)

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
の
設
置
を
行
い
、
年
間
活
動
計
画
に図

微
　
　第



基
づ
き
、
花
に
種
や
肥
料
等
の
原
材
料
の
提
供
及
び

植
え
替
え
作
業
時
の
交
通
整
理
員
の
派
遣
を
行
う
。

主
な
活
動
内
容
は
、
実
施
団
体
と
沿
道
の
地
域
住
民
が

一
体
と
な
っ
て
行
う
年
四
回
の
花
の
植
え
替
え
及
び
散
水

や
清
掃
活
動
等
の
花
壇
の
管
理
で
あ
る
。

平
成
一
三
年
九
月
に
は
、
実
施
区
域
を
J
R
新
居
町
駅

前
ま
で
含
め
た
区
間
ま
で
約
五
〇
0
m
延
伸
す
る
と
と
も

に
参
加
団
体
の
拡
大
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
も

引
き
続
き
運
動
を
展
開
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

ま
た
、
新
居
町
役
場
は
こ
の
活
動
が
二
〇
〇
四
年
に
静

岡
県
で
開
催
が
予
定
さ
れ
て
い
る
国
際
園
芸
博
の
起
爆
剤

淺

と
街
づ
く
り
の
啓
発
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
て
、
多
様
な
参
加

活動状況

四

今
後
の
展
開
に
つ
い
て

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
我
が

国
に
お
い
て
、
従
来
か
ら
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
形
で
行
わ

れ
て
き
た
取
組
み
を
、
よ
り
積
極
的
に
進
め
て
い
く
も
の

と
し
て
実
施
し
て
き
た
も
の
で
あ
る
が
、
｢ポ
イ
捨
て
防

止
等
の
交
通
マ
ナ
ー
向
上
に
役
立
っ
て
い
る
｣
や

｢き
れ

い
で
花
が
あ
ふ
れ
る
親
し
み
が
も
て
る
道
路
に
な
っ
た
｣

等
と
い
っ
た
声
が
寄
せ
ら
れ
る
等
、
各
地
に
て
好
感
的
な

評
価
を
得
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ま
た
、
民
間
企
業
で
も
、
環
境
保
全
の
活
動
な
ど
の
幅

広
い
分
野
で
、
積
極
的
に
社
会
貢
献
活
動
を
行
う
企
業
が

増
え
て
き
て
い
る
こ
と
か
ら
、
国
土
交
通
省
で
は
一
般
国

道

(直
轄
管
理
区
間
)
の
美
化
清
掃
等
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
行
う
店
舗
が
所
属
す
る
企
業
の
本
社
と

｢ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の
協
定
を

一
括
に

締
結
す
る
こ
と
と
し
、
平
成
一
三
年
一
二
月
二
五
日
に
は

イ
オ
ン
㈱
及
び
イ
オ
ン
各
社
と
各
地
方
整
備
局
等
で
協
定

の
締
結
を
行
っ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
平
成
一
四
年
一
月
一

一
日
に
イ
オ
ン
㈱
及
び
イ
オ
ン
各
社
に
所
属
し
て
い
る
一

〇
六
店
舗
に
よ
り
第

一
回
目
の
活
動
が
一
斉
に
実
施
さ

れ
、
千
葉
県
千
葉
市
の
一
般
国
道
一
四
号
･
三
五
七
号
で

は
、
国
土
交
通
省
の
大
石
道
路
局
長
、
関
東
地
方
整
備
局

の
職
員
も
参
加
し
一
般
の
方
も
含
め
た
約
一
、
0
0
0
人

の
大
規
模
な
活
動
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

ハリノ

団
体
へ
の
拡
充
や
実
施
団
体
等
へ
の
支
援
･
助
成
の
あ
り

2

方
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
と
と
も
に
、
制
度
･
趣
旨
の
認

1

知
度
を
高
め
る
た
め
の
取
組
み
を
強
化
し
て
い
く
。

2

ま
た
･

不
法
駐
車
･
駐
輪
対
策
へ
の
活
動
内
容
の
拡
大

律

等
の
検
討
を
行
い
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
多
様
な
取
組

道

み
を
進
め
、
益
々
多
く
の
方
々
に
参
加
し
て
頂
け
る
制
度

と
な
る
よ
う
積
極
的
な
取
組
み
を
進
め
る
予
定
で
あ
る
。
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鍔
門
淺
鐺
き頑
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慧
彎
鳰
,

『特
殊
法
人
篭
整
理
倉
理
化
計
画
』
と

『道
路
関
係
四
公
団
の
讓
軍
の
薦
向
性
』
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

講
ず
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
た
。

平
成
一
三
年
一
月
六
日
に
は
行
政
改
革
大
綱
の
集
中

的
･
計
画
的
な
実
施
の
推
進
等
を
図
る
た
め
、
行
政
改
革

大
綱
に
基
づ
き
内
閣
に
内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
と
す
る

行
政
改
革
推
進
本
部
が
設
置
さ
れ
、
行
政
改
革
大
綱
に
定

め
る
事
項
の
う
ち
特
定
の
重
要
事
項
の
実
施
に
関
す
る
企

画
立
案
並
び
に
総
合
調
整
を
行
う
行
政
改
革
推
進
事
務
局

が
内
閣
官
房
に
設
置
さ
れ
た
。

特
殊
法
人
等
改
革
基
本
法
に
お
い
て
は
、
特
殊
法
人
等

整
理
合
理
化
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
定
め
ら
れ
る
と
と

も
に
、
特
殊
法
人
等
の
改
革
の
推
進
に
必
要
な
事
務
を
集

中
的
か
つ
一
体
的
に
処
理
す
る
た
め
、
内
閣
に
内
閣
総
理

大
臣
を
本
部
長
と
す
る
｢特
殊
法
人
等
改
革
推
進
本
部
｣

を
設
置
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

特
殊
法
人
等
改
革
推
進
本
部
は
六
月
か
ら
三
一月
ま
で
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一

特
殊
法
人
等
改
革
の
経
緯

今
回
の
特
殊
法
人
等
改
革
は
、
平
成
一
二
年
三
一月
一

日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た

｢行
政
改
革
大
綱
｣
及
び
平
成
一

三
年
六
月
二
一
日
に
公
布
、
翌
二
二
日
に
施
行
さ
れ
た

｢特
殊
法
人
等
改
革
基
本
法
｣
等
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て

き
た
。

行
政
改
革
大
綱
に
お
い
て
は
、
内
外
の
社
会
経
済
情
勢

の
変
化
を
踏
ま
え
て
全
特
殊
法
人
等
の
事
業
及
び
組
織
に

つ
い
て
抜
本
的
見
直
し
を
行
う
こ
と
が
基
本
的
考
え
方
と

さ
れ
、
特
殊
法
人
等
改
革
の
た
め
の
推
進
体
制
を
整
備
し

た
上
、
平
成
一
三
年
度
中
に
各
特
殊
法
人
等
の
事
業
及
び

組
織
形
態
に
つ
い
て
講
ず
べ
き
措
置
を
定
め
る

｢特
殊
法

人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣
を
策
定
し
、
同
計
画
を
実
施
す

る
た
め
、
遅
く
と
も
平
成
一
七
年
度
末
ま
で
の

｢集
中
改

革
期
間
｣
内
に
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
の
必
要
な
措
置
を

特
殊
法
人
等
改
革
に
つ
い
て
は
、
平
成
一
二
年
三
一月
に
策
定
さ
れ
た

｢行
政
改
革
大
綱
｣
及
び
平

成
一
三
年
六
月
に
施
行
さ
れ
た

｢特
殊
法
人
等
改
革
基
本
法
｣
等
に
基
づ
き
進
め
ら
れ
て
き
た
が
、
平

成
一
三
年
一
二
月
一
人
日
に
特
殊
法
人
等
改
革
推
進
本
部
･
行
政
改
革
推
進
本
部
合
同
会
議
に
お
い
て

｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣
が
決
定
さ
れ
、
翌
一
九
日
に
同
計
画
の
閣
議
決
定
が
行
わ
れ
た
。

本
稿
に
お
い
て
は
、
同
計
画
の
概
要
等
に
つ
い
て
道
路
関
係
四
公
団
に
係
る
部
分
を
中
心
に
紹
介
す
る
。
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親
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純
利
嘲
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嬢
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鱗
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嬢
確
城
塞

革
簿
翻
鳰
蜷
嚇
造
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の
間
に
計
五
回
開
催
さ
れ
、
六
月
二
二
日
の

｢特
殊
法
人

等
の
事
業
見
直
し
の
中
間
取
り
ま
と
め
｣
、
八
月
一
〇
日

の

｢特
殊
法
人
等
の
個
別
事
業
見
直
し
の
考
え
方
｣、
一

〇
月
五
日
の

｢特
殊
法
人
等
の
組
織
見
直
し
に
関
す
る
各

府
省
の
報
告
に
対
す
る
意
見
｣
、
三

月
二
七
日
の

｢先

行
七
法
人
の
改
革
の
方
向
性
に
つ
い
て
｣
等
の
公
表
を
経

て
、
一
二
月
一
人
日
に
｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣

が
策
定
さ
れ
た

(表
1
参
照
)。

二

特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
の
概
要

特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
に
お
い
て
は
、
一
六
三

の
特
殊
法
人
及
び
認
可
法
人
を
対
象
に
、
事
業
及
び
組
織

形
態
の
見
直
し
内
容
を
個
別
に
定
め
る
と
と
も
に
、
各
特

殊
法
人
等
に
共
通
的
に
取
り
組
む
べ
き
改
革
事
項
に
つ
い

て
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

同
計
画
の
実
現
に
よ
り
、
現
状
で
一
六
三
の
特
殊
法
人

等
は
大
幅
に
整
理
さ
れ
、
国
の
政
策
実
施
機
関
以
外
の
法

人
と
し
て
整
理
す
べ
き
共
済
組
合
四
五
法
人
を
除
く
=

八
法
人
は
、
一
七
法
人
が
廃
止
、
四
五
法
人
が
民
営
化
等
、

三
八
法
人
が
三
六
の
独
立
行
政
法
人
に
移
行
さ
れ
る
こ
と

等
と
な
る
。

三

道
路
関
係
四
公
団
の
改
革
の
方
向
性

道
路
関
係
四
公
団
に
つ
い
て
は
、
国
か
ら
の
財
政
支
出

が
大
き
く
、
国
民
の
関
心
も
高
い
法
人
で
あ
る
こ
と
を
理

由
と
し
て
、
今
回
の
特
殊
法
人
等
改
革
全
体
を
牽
引
す
る

観
点
か
ら
、
他
の
特
殊
法
人
等
に
先
行
し
て
一
一
月
二
七

日
に
改
革
の
方
向
性
が
示
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
二
月
一
九

日
に
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
と
し
て
閣
議
決
定
さ

れ
た
。
そ
の
中
で
、
道
路
関
係
四
公
団
に
つ
い
て
は
、
民

営
化
を
前
提
と
し
た
新
た
な
組
織
と
す
る
方
針
が
定
め
ら

れ
、新
た
な
組
織
及
び
そ
の
採
算
性
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

内
閣
に
置
く
第
三
者
機
関
に
お
い
て
検
討
し
、
そ
の
具
体

的
内
容
を
平
成
一
四
年
中
に
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
さ
れ

た
。
ま
た
、
日
本
道
路
公
団
に
対
し
て
平
成
一
四
年
度
以

降
国
費
は
投
入
し
な
い
こ
と
と
さ
れ
、
償
還
期
間
は
五
〇

年
を
上
限
と
す
る
こ
と
と
さ
れ
た

(表
2
参
照
)。
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四

特
殊
法
人
等
改
革
の
今
後
の
展
開

今
後
、
特
殊
法
人
等
改
革
は
特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化

計
画
の
実
施
段
階
に
移
行
す
る
。
同
計
画
に
お
い
て
は
、

平
成
一
四
年
度
に
は
事
業
に
つ
い
て
講
ず
べ
き
措
置
の
具

体
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
組
織
形
態
に
つ
い
て
も
原

則
と
し
て
平
成
一
四
年
度
中
に
法
制
上
の
措
置
そ
の
他
必

要
な
措
置
を
講
じ
、
平
成
一
五
年
度
に
は
具
体
化
を
図
る

こ
と
と
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
財
政
支
出
に
関
し
て
は
、
同
計
画
の
見
直
し
内

容
に
つ
い
て
可
能
な
限
り
平
成
一
四
年
度
予
算
に
盛
り
込

み
、
そ
の
大
胆
な
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
出
資
金
の
見

直
し
等
に
よ
り
予
算
の
透
明
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
と
さ

れ
て
い
る
。

な
お
、
同
計
画
を
進
め
る
に
あ
た
り
、
特
殊
法
人
等
改



革
推
進
本
部
の
下
に
そ
の
進
捗
状
況
を
評
価
･
監
視
す
る

た
め
の
組
織
を
新
た
に
設
置
し
、
適
切
に
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ

プ
を
進
め
て
い
く
こ
と
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

表 2 ｢特殊法人等整理合理信十画｣ (抄) 務
肛 各特殊法人等の事業及び組織形態について講ずべき措置 の
くり 特殊法△

法人名
事業について講ずべき措置

組織形態について講ずべき措置

< 公団 >

日本道路公団
首都高速道路公団
阪神高速道路公団
本州四国連絡橋公団

日本道路公団、 首都高速道路公団、阪神高速道路公団、 本州四国連絡

橋公団は廃止することとし、四公団に代わる新たな組織、及びその採算

性の確保については以下の基本方針の下、 内閣に置く ｢第三者機関｣ に

おいて一体として検討し、 その具体的内容を平成14年中にまとめる。

1. 日本道路公団
(1) 組織

新たな組織は、 民営化を前提とし、平成17年度までの集中改革期間

内のできるだけ早期に発足する。
(2) 事業
①国費は、 平成14年度以降、投入しない。
②事業コストは、規格の見直し、競争の導入などにより引下げを図る。
③現行料金を前提とする償還期間は、 50年を上限としてコスト引下げ

効果などを反映させ、その短縮を目指す。
④新たな組織により建設する路線は、直近の道路需要、今後の経済情勢

を織り込んだ費用対効果分析を徹底して行い、優先順位を決定する。
⑤その他の路線の建設、例えば、 直轄方式による建設は毎年度の予算

編成で検討する。
2, 首都高速道路公団 ･阪神高速道路公団

日本道路公団と同時に、同様の民営化を行う。なお、 国･地方の役

割分担の下、 適切な費用負担を行う。
3. 本州四国連絡橋公団

日本道路公団と同時に民営化する。なお、債務は、確実な償還を行

うため、 国の道路予算、関係地方公共団体の負担において処理するこ

ととし、道路料金の活用も検討する。

32 道行セ 2002,1
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平
成
一
四
年
度
週
路
関
係
予
算
の
概
要

一

基
本
方
針

国
民
に
と
っ
て
分
か
り
や
す
い
道
路
行
政
を
展
開
し
、

低
コ
ス
ト
で
効
果
を
早
期
に
発
現
す
る
整
備
･
管
理
を
着

実
に
進
め
る
と
と
も
に
、
利
用
者
が
よ
り
使
い
や
す
く
な

る
よ
う
に
道
路
ス
ト
ッ
ク
の
有
効
活
用
を
図
り
、
安
全
で

快
適
な
道
路
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
努
め
る
。

そ
の
中
で
、
都
市
再
生
、
活
力
あ
る
地
域
づ
く
り
、
環

境
問
題
や
少
子
･
高
齢
化
な
ど
二
一
世
紀
の
課
題
に
対
応

し
た
分
野
で
、
他
の
行
政
分
野
と
の
連
携
を
図
り
つ
つ
、

主
要
な
施
策
を
重
点
的
に
実
施
す
る
。

ま
た
、
｢国
土
交
通
省
に
お
け
る
公
共
事
業
改
革
へ
の

取
組
｣
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
道
路
特
定
財
源
や
長
期
計
画

な
ど
既
存
シ
ス
テ
ム
･
制
度
の
見
直
し
を
進
め
る
。

二

要
求
概
要

道
路
整
備
の
平
成
一
四
年
度
予
算
に
お
い
て
は
、
国
費

三
兆
四
、
四
四
四
億
円

(対
前
年
度
比
○
･
九
四
)
、
財

政
投
融
資
資
金
三
兆
○
、
四
一
五
億
円

(同
一
･
○
○
)、

事
業
費
七
兆
一
、
九
九
七
億
円

(同
○
･
九
四
)
を
計
上

し
て
い
る

(表
1
i
3
)
。

こ
の
う
ち
幹
線
道
路
事
業
に
事
業
費
五
兆
六
、
八
七
二

億
円

(同
○
･
九
=
、
国
費
二
兆
六
、
0
四
三
億
円

(同
○
･
九
○
)
を
計
上
し
、
交
通
連
携
事
業
に
事
業
費

六
、
0
四
六
億
円

(同
一
･
0
八
)
、
国
費
三
、
四
九
三

億
円

(同
一
･
0
八
)
を
計
上
し
、
道
路
環
境
整
備
事
業

に
事
業
費
九
、
0
七
八
億
円

(同
一
･
0
六
)、
国
費
四
、

九
〇
八
億
円

(同
一
･
0
六
)
を
計
上
し
て
い
る
。

ま
た
、
一
般
道
路
事
業
に
事
業
費
五
兆
○
、
二
九
八
億

円

(同
○
･
九
九
)
、
国
費
三
兆
○
、
四
九
三
億
円

(同

○
･
九
九
)
を
計
上
し
、
有
料
道
路
事
業
に
事
業
費
二
兆

一
、
六
九
八
億
円

(同
○
･
八
四
)
、
国
費
三
、
九
五
一

億
円

(同
○
･
六
五
)
を
計
上
し
て
い
る
。



(単位 :億円)表 - 道路関係予算決定概要

区 分 事業費 対前年度比 国 費 対前年度比

幹 線 道 路 56,872 0.91 26,043 0.90

交 通 連 携 6,046 1.08 3,493 1,08

道 路 環 境 整 備 9,078 1,06 4,908 1.06

計 7 L 997 0.94 34,444 0,94

一 般 道 路 50,298 0,99 30,493 0.99

有 料 道 路 21,698 0.84 3,951 0.65

計 71,997 0,94 34,444 0.94

1 . 住宅宅地関連公共施設整備促進事業、 都市再開発関連公共施設整備促進事業及びまちづくり総合支援

事業を含む。
2 . 河川等関連公共施設整備促進事業 (事業費558億円、 国費280億円) を含まない。
3 . 交通連携には、 空港港湾等アクセス道路の整備、 交通結節点の改善、 公共交通支援、 連続立体交差事

業等踏切関連の整備に係る計数を計上している。
4 . 道路環境整備には、 沿道環境改善事業、 電線共同溝の整備、 交通安全施設等整備事業、 道路交通環境

改善促進事業、 住宅宅地関連公共施設整備促進事業、 まちづくり総合支援事業、 都市再開発関連公共

施設整備促進事業に係る計数を計上している。
5 . 四捨五入の関係で、 各計数の和が合計と一致しないところがある。

く注)

○財 政 投 融 資 30,415億円 (対前年度比 1,00)

○行政部費 (一般会計国費) 2.8億円 (対前年度比 0.88)

く注) 1 , 財政投融資には、 政策保証債 (2,700億円) を含む。
2 , 行政部費には、 構造改革特別要求 (0,5億円) を含む。

[重点事項別事業費の状況] (単位 :億円)

14年度 前年度 倍率

1 , 都市の再生 -都市の魅力と国際競争力

0 三大都市圏環状道路の整備

(うち一般道路分)

○ 都市の競争力の向上を図る道路整備

○ 踏切道対策
(うち連続立体交差事業)

○ 交通結節点改善事業
○ 電線類の地中化

26,857

5,131

(2,597)

15,462

3,300

(1,676)

754

2,211

26,466

52 50

(2,146)

15,393

3,081

(1,447)

582

2,161

1.01

0.98

(1,21)

1.00

1.07

(1.16)
1,30

1.02

2 , 地方の個性ある活性化、 まちづくり

○ 地域の連携 ･交流を強化するための整備等

16,249 16,658 0.98

3 . 循環型経済社会の構築など環境問題への対応

0 沿道環境対策等

1,632 1,466 1.11

4 . 少子 ･高齢化への対応

0 歩行空間のバリアフリー化等

5,443 5,030 1,08

5 , 世界最先端のIT国家の実現

0 IT社会推進に向けた道路の情報化

1,973 1,943 1.02

1 ~ 5 , 合計 52,155 51,563 1.01

く注) 1 , 経済財政諮問会議の ｢今後の経済財政運営及び経済社会の構造改革に関する基本方針｣ において、 政策効果が

顕著で重点的に推進するとされている分野にしたがって分類 ･計上。

2 , 四捨五入の関係で、 各計数の和が合計と一致しないところがある。
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表 2 道路関係予算総括表

区 分
14 年 度 (A ) .前 年 度 (B ) 倍率 (A ) / (B )

備 考
事 業 費 国 費 事 業 費 国 費 事 業 費 国 費

幹 線 道 路

一 般 道 路

改 築
雪 寒
調 査

機 械
沿 道 整 備 融 資

補 助 率 差 額 等

独立行政法人交付金

有 料 道 路

日 本 道 路 公 団

首 都 高 速 道 路 公 団

阪 神 高 速 道 路 公 団

本州四国連絡橋公団

地 方 道 路 公 社 等

(N T T 一 A 型事業)

道 路 開 発 資 金 等

5,687,246

3,517,406

3,354,795

119,879

20,218

20,713

300

1,501

2,169,840

1,485,560

262,023

144,229

9,288

223,740

( 217,715)

45,00O

2,604,319

2,209,234

2,049,994

78,625

17,569

14,046

200

47,299

1,501

395,085

0

44,528

16,706

233,333

78,018

( 89,819)

22,500

6,241,209

3,667,561

3,499,983

123,327

21,292

21,165

300

1,494

2,573,648

1,816,060

279,226

171,850

14,697

261,815

( 228,755)

‐30,000

2,890,770

2,284,324

2,113,522

80,650

18,469

14,378

200

55,611

1,494

606,446

305,820

48,578

16,808

133,333

86,907

( 90,546)

15,000

0.91

0.96

0.96

0.97

0‐95

0‐98

1‐00

L oo

0‐84

0‐82

0.94

0‐84

0‐63

0‐85

(0･95)

1‐50

0.90

0.97

0.97

0.97

0.95

0.98

1･00

0.85

1･00

0‐65

0･00

0.92

0.99

1.75

0.90

(0.99)

L 50

1‐ 交通連携、道路環境整備の各計数の中には、 緊急地方道路

整備事業で実施する分及び改築で実施する分を含んでいる。
2 . 有料道路事業の各区分の計数には、 (N T T - A 型事業)

を含む。
3 . 地方道路公社等は、地方道路公社及び地方公共団体に対す

る有料道路融資等である。
4 . この他に、河川等関連公共施設整備促進事業 (河川改修 ･

ダム建設等に関連して必要となる橋梁、付替道路等の道路整

備) 事業費 55,819百万円、国費28,000百万円がある。

交 通 連 携
空港港湾等アクセス

交 通 結 節 点 改 善

公 共 交 通 支 援
踏 切 関 連

うち連続立体交差

604,636

233,234

75,373

33,402

262,627

167,598

349,305

153,260

42,468

19,052

134,525

83,799

558,685

231,740

58,159

30,219

238,567

144,674

323,150

150,915

31,593

18,286

122,356

72,337

1‐08

1‐01

1‐30

1･11

1･10

九16

1.08

九02

九34

九04

1‐lo

九16

道 路 環 境 整 備

沿 道 環 境 改 善
電 線 共 同 溝
交 通 安 全
道 路 交 通 環 境 改 善

住 宅 関 公
まちづくり総合支援等

907,776

93,339

221,071

429,866

5,500

122,000

36,000

僻
261
鮴
臨
御
000

000

桝
拗
節
減
2

61

18

858,178

68,687

216,107

392,784

5,000

139,600

36,000

464,584

41,971

115,365

216,948

2,500

69,800

18,000

].06

1.36

1.02

L O9

1･10

0.87

L oo

L 06

1‐36

1‐00

1.09

1‐]o

0‐87

1‐00

道 路 整 備 計 7,199,658 3,444,422 7,658,072 3,678,504 0.94 0‐94

(単位 :百万円)



表 3 財政投融資等総括表

資金内訳

区 分

笠
財政投融資

(C) 倍率“/B)

自 己 資 金 等
合 計

(C+D) 倍率い、/B)
政府出資金等

倍率狄/B)

自主調達資金

倍率(ん/B)

そ の 他

倍率(A/B)

小 計 ｣
(D) 倍率(A/B) 倍率い、/B)倍率(ん/B) 倍率(A/B) 倍率(A/B)倍率“/B) 倍率狄/B)

日 本 道 路 公 団

14 年度黛

前 年 度(B)

比 較(AしくB)

(270,000)

2,118,000

(120,000)

2,154,000

(150,000)

乙さ36,00〇

0.98

304,770

乙さ304,770

0･00

〈400,000〉

885,400

〈150,000〉

753,600

･ く250'○00〉

131,800

1‐17 2,125,137

2,150′654

△ 25。517

0‐99

〈400,000〉

3,010,537

く150。000>

3,209,024

<250′○00)

乙さ198.487

0.94 5,128,537

5,363,024

乙さ234‐487

0‐96

首 都 高 速 道 路 公 団

14 年度の

前 年 度(B)

比 較(A)-(B)

462,100

410,000

1‐13 19,900

22.950

乙さQn弓○

0‐87

〈30,000〉

1217500

く10'000〉

107′500

〈20,000〉

1‐13 339,751

342,510

△ 2,759

0‐99

く30,000〉

481,151

く10'000〉

472,960

〈20,000〉

8,191

1.02 943,251

882,960

60.291

1‐07

阪 神 高 速 道 路 公 団

14 年度い)

前 年 度(B)

比 較(A)-(B)

357,BOO

356,200

1,600

1･00 13,300

14,800

乙ふ1,500

0.90

<20'○○○>

97,200

くlo'000〉

92,000

く10'000〉

S,200

1.06 207,730

208,676

乙さ946

L oo

く20'○00〉

318,230

く10'000〉

315-476

く10'○00>

2,754

1･01 676,030

67鳥676

4,354

1‐01

本 州 四 国 連 絡 橋 公 団

14 年度鱒

前 年 度(B)

比 較(A)べB)

103,600

122,800

乙さ19,200

0.84 233,333

133,333

100･000

L 75 79,200

89,000

△ 9,800

0‐89 112,945

119,044

こさ6‐099

0‐95 425,478

341,377

84江01

1‐25 529,078

464,177

64,901

1‐14

合 計

14 年度(9

前 年 度(B)

比 較(A)-(B)

(270,000)

‐3,041,500

(120,000)

3,043,000

(l50,000)

△ }円nn

1･00 266,533

475,853

△ 209,320

0‐56

〈450,000〉

1,183,300

く170,000>

1,042,100

〈280,000〉

14l,200

1.14 名785,563

2,820,884

△ 35,321

0.99

〈450,000〉

4,235,396

く170'000〉

4,338,837

<280'○00>

△ 103,441

･0‐98 7,276,896

7,381,837

△ 104.941

0.99

(単位 :百万円)

(注) 1 . 『財政投融資』 は、 財政融資資金及び政府保証債である。 (上段 ( ) 内書きは、 政府保証債)
2 . 『政府出資金等』 は、 政府出資金及び有料道路整備等資金 〔道路特会〕 (本州四国連絡橋公団のみ) である。
3 .『自主調達資金』 は、 財投機関債、 縁故債及び民間借入金である。 (上段 ( 〉 内書きは、 財投機関債)
4 . 『その他』 は、 地方公共団体出資金 (日本道路公団を除く)、 社会資本整備事業収入 (本州四国連絡橋公団を除く) 及び業務収入等である。
5 . 本州四国連絡橋公団の計数は、 道路分である。
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週
略
計
鬮
舎
憲
形
戲
翻
究
墓
⑭
騨
雪
に
つ
い
で

靴
ニ丁･

道
路
局
企
画
課
道
路
経
済
調
査
室

一

は
じ
め
に

国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
、
道
路
事
業
の
計
画
プ
ロ
セ

ス
に
お
け
る
望
ま
し
い
合
意
形
成
の
あ
り
方
を
検
討
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
行
政
手
続
、
環
境
、
住
民
参
加
等

に
関
す
る
有
識
者
か
ら
な
る

『道
路
計
画
合
意
形
成
研
究

会
』
を
平
成
一
三
年
九
月
に
設
置
し
た
。
こ
の
研
究
会
に

お
い
て
、
合
計
三
国
の
審
議
を
踏
ま
え
て
と
り
ま
と
め
、

同
年
一
○
月
三
一
日
に
ご
提
言
を
頂
い
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。本

稿
で
は
、
こ
の
道
路
計
画
合
意
形
成
研
究
会
に
よ
り

提
言
と
し
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た

｢我
が
国
の
構
想
段
階

に
お
け
る
新
た
な
計
画
決
定
プ
ロ
セ
ス
の
あ
り
方
｣
に
つ

い
て
紹
介
す
る
。

な
お
、
道
路
計
画
合
意
形
成
研
究
会
の
委
員
の
構
成
は

次
の
と
お
り
で
あ
る
。

座
長磯

部

力

東
京
都
立
大
学
法
学
部
教
授

委
員石

田

東
生

筑
波
大
学
社
会
工
学
系
教
授

小
幡

純
子

上
智
大
学
法
学
部
教
授

金
本

良
嗣

東
京
大
学
大
学
院
経
済
研
究
科
教
授

越
澤

明

北
海
道
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
教
授

二

提
言
の
背
景

現
在
、
効
率
的
で
質
の
高
い
社
会
資
本
の
充
実
を
図
る

こ
と
は
、
依
然
と
し
て
重
要
な
政
策
課
題
で
あ
る
が
、
一

方
で
、
幹
線
道
路
な
ど
の
広
域
的
か
つ
根
幹
的
な
施
設
の

整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
関
係
す
る
市
民
が
広
範
に
及
ぶ
こ

と
や
価
値
観
の
多
様
化
を
背
景
と
し
て
、
事
業
の
紛
糾
や

長
期
化
を
招
く
場
合
も
少
な
く
な
い
。
こ
れ
ら
を
解
決
す

る
た
め
に
は
、
透
明
で
客
観
性
の
あ
る
公
正
な
手
続
き
を

導
入
し
、
多
様
な
市
民
意
見
を
計
画
づ
く
り
に
反
映
さ
せ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

こ
れ
に
関
し
て
、
欧
米
諸
国
に
お
い
て
は
、
計
画
の
早

い
段
階
か
ら
P
I

(パ
ブ
リ
ッ
ク

･
イ
ン
ポ
ル
ブ
メ
ン

ト
=
市
民
参
画
…
原
義
は
市
民
等
を
積
極
的
に
関
与
さ
せ

る
意
)
を
実
施

(鱒
ペ
ー
ジ
図
1
参
照
)
し
、
透
明
性
、

客
観
性
、
公
正
さ
の
高
い
プ
ロ
セ
ス
を
経
る
と
と
も
に
、

公
益
性
の
判
断
と
利
害
調
整
と
を
明
確
に
区
分
し
、
段
階

的
に
計
画
の
策
定
を
行
っ
て
い
る
。

我
が
国
の
道
路
事
業
を
含
む
社
会
資
本
整
備
で
は
、
計

画
を
法
的

(都
市
計
画
法
、
環
境
影
響
評
価
法
)
に
決
定

す
る
計
画
段
階
に
お
い
て
、
市
民
へ
の
情
報
提
供
や
意
見

聴
取
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
が
、
計
画
の
基
本
的
な
内
容

を
検
討
す
る
構
想
段
階
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
各
道



路
管
理
者
に
お
い
て
、
P
I
の
自
主
的
な
取
組
み
が
行
わ

れ
て
い
る
も
の
の
、
合
意
形
成
の
方
法
や
そ
の
た
め
の
手

続
き
は
未
だ
確
立
さ
れ
て
い
な
い
。

今
後
は
、
計
画
プ
ロ
セ
ス
の
透
明
性
、
客
観
性
、
公
正

さ
が
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
強
く
望
ま
れ
て
お
り
、
計
画
の

早
い
段
階
か
ら
P
I
の
導
入
を
図
る
こ
と
で
、
透
明
性
の

向
上
や
客
観
性
を
高
め
、
公
正
な
判
断
を
行
う
手
続
き
を

定
め
る
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
一
方
で
、

道
路
計
画
に
お
け
る
公
益
性
の
判
断
を
行
う
段
階
と
利
害

調
整
を
行
う
段
階
と
を
明
確
に
区
別
し
た
効
率
的
な
進
め

方
を
構
築
す
る
こ
と
も
必
要
と
考
え
ら
れ
る
。

道
路
計
画
合
意
形
成
研
究
会
の
提
言
は
、
以
上
の
よ
う

な
背
景
の
も
と
、
構
想
段
階
に
お
け
る
新
た
な
計
画
決
定

プ
ロ
セ
ス
の
具
現
化
を
ね
ら
い
と
し
て
、
そ
の
手
続
き
の

基
本
的
な
枠
組
み
に
つ
い
て
と
り
ま
と
め
ら
れ
た
。

三

提
言
の
ポ
イ
ン
ト

道
路
計
画
合
意
形
成
研
究
会
の
提
言
の
ポ
イ
ン
ト
は
次

の
通
り
で
あ
る
。
(図
1
参
照
)

◇
構
想
段
階
の
位
置
づ
け
の
明
確
化

こ
れ
ま
で
、
我
が
国
に
お
い
て
は
、
道
路
計
画
を
決
定

す
る
プ
ロ
セ
ス
が
不
明
確
で
あ
り
、
計
画
を
法
的

(都
市

計
画
法
、
環
境
影
響
評
価
法
)
に
決
定
す
る
段
階
で
、
利

害
調
整
の
議
論
と
当
該
計
画
の
必
要
性
の
議
論
が
同
時
に

行
わ
れ
る
な
ど
、
議
論
が
混
在
し
、
合
意
形
成
が
困
難
と

な
る
例
が
存
在
し
て
い
た
。
こ
の
た
め
、
提
言
に
お
い
て

は
、
ま
ず
構
想
段
階
と
計
画
段
階
と
い
う
二
段
階
の
プ
ロ

セ
ス
を
明
確
化
し
た
こ
と
が
、
提
言
の
第
一
の
ポ
イ
ン
ト

と
な
っ
て
い
る
。

提
言
で
は
、
構
想
段
階
を

｢行
政
と
市
民
等
が
当
該
計

画
の
必
要
性
を
検
討
し
、
候
補
と
な
る
ル
ー
ト
等
を
行
政

が
絞
り
込
む
段
階
｣、
計
画
段
階
を

｢当
該
計
画
に
よ
る

公
共
の
利
益
と
市
民
等
の
権
利
と
を
調
整
し
、
事
業
実
施

の
前
提
と
な
る
計
画
を
行
政
が
決
定
す
る
段
階
｣
と
定
義

づ
け
て
い
る
。
つ
ま
り
、
構
想
段
階
で
は
、
公
益
性
か
ら

の
検
討
を
経
て
、
次
の
計
画
段
階
に
お
け
る
検
討
の
基
本

案

(以
下
、
｢基
本
計
画
｣
と
い
う
)
が
決
定
さ
れ
る
こ

と
に
な
る
。
従
っ
て
、
構
想
段
階
で
は
市
民
等
と
の
個
々

の
権
利
調
整
に
関
す
る
検
討
を
踏
ま
え
た
計
画
の
決
定
が

な
さ
れ
る
も
の
で
は
な
い
。

ま
た
、
こ
の
構
想
段
階
に
お
い
て
決
定
さ
れ
る
基
本
計

画
は
、
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト
等
で
の
検
討
に
必
要
な
計
画

精
度
に
至
ら
な
い
た
め
、
私
権
を
制
限
す
る
よ
う
な
効
力

は
持
た
な
い
が
、
よ
り
詳
し
い
検
討
に
入
る
こ
と
、
つ
ま

り
計
画
段
階
へ
進
む
こ
と
が
妥
当
と
の
評
価
が
な
さ
れ
た

段
階
の
計
画
で
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い

る
。

◇
構
想
段
階
に
お
け
る
P
I

(市
民
参
画
プ
ロ
セ
ス
)
の

導
入

基
本
計
画
を
決
定
す
る
手
続
き
に
お
い
て
、
透
明
性
、

客
観
性
、
公
正
さ
を
確
保
す
る
た
め
に
、
構
想
段
階
に
お

い
て
も
、
情
報
の
公
開
や
意
見
把
握
等
の
合
意
形
成
を
図

る
P
I
プ
ロ
セ
ス
を
導
入
す
る
こ
と
と
さ
れ
た
こ
と
が
提

言
の
第
二
の
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

標
準
的
な
P
I
プ
ロ
セ
ス
は
、

･
幅
広
い
市
民
等
へ
の
基
本
計
画
原
案
･
P
I
手
法
等

の
周
知

･
市
民
等
か
ら
の
意
見
把
握

･
把
握
し
た
意
見
等
の
公
表

･
計
画
の
必
要
性
、
基
本
計
画
原
案
等
に
つ
い
て
の
第

三
者
機
関
の
審
議

･
第
三
者
機
関
が
市
民
等
の
意
見
を
整
理
、
分
析
し
、

計
画
策
定
に
あ
た
り
配
慮
す
べ
き
事
項
･
方
向
性
に

つ
い
て
報
告

か
ら
な
る
一
連
の
ス
テ
ッ
プ
に
よ
り
構
成
す
る
と
さ
れ
て

い
る
。

こ
の
P
I
プ
ロ
セ
ス
は
、
道
路
管
理
者
及
び
関
係
す
る

地
方
公
共
団
体

(以
下
、
両
者
を
含
む
総
称
と
し
て

｢関

係
行
政
機
関
｣
と
い
う
。)
が
主
宰
す
る
が
、
P
I
プ
ロ

セ
ス
に
お
け
る
透
明
性
、
客
観
性
、
公
正
さ
を
保
つ
た
め

に
は
、
行
政
以
外
の
第
三
者
の
関
与
が
有
効
で
あ
り
、
こ

の
第
三
者
と
し
て
は
、
我
が
国
に
お
け
る
P
I
の
実
施
例

等
か
ら
学
識
経
験
者
等
か
ら
な
る
委
員
会
な
ど
の
第
三
者

機
関
が
望
ま
し
い
と
し
て
い
る
。

第
三
者
機
関
は
、
こ
の
上
記
の
P
I
プ
ロ
セ
ス
の
う
ち
、

特
に
透
明
性
、
客
観
性
、
公
正
さ
が
要
求
さ
れ
る
審
議
、
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報
告
等
の
ス
テ
ッ
プ
に
つ
い
て
、
関
係
行
政
機
関
に
代
わ

っ
て
実
施
す
る
ほ
か
、
P
I
の
進
め
方
に
関
す
る
検
討
や

評
価
、
提
示
す
る
情
報
の
内
容
や
質
、
タ
イ
ミ
ン
グ
等
に

関
す
る
評
価
な
ど
に
つ
い
て
も
、
必
要
に
応
じ
て
実
施
す

る
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
P
I
プ
ロ
セ
ス
の
効
率
的
な
実
施
に
は
、
時
間

管
理
概
念
の
導
入
が
必
要
で
あ
り
、
基
本
計
画
原
案
の
提

示
か
ら
関
係
行
政
機
関
へ
の
報
告
ま
で
に
要
す
る
期
間

は
、
我
が
国
の
実
例
及
び
諸
外
国
の
例
等
か
ら
、
導
入
当

初
で
半
年
~
-
年

(将
来
的
に
は
四
~
五
ヶ
月
)
を
目
安

と
す
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

◇
構
想
段
階
に
お
け
る
計
画
見
直
し
手
続
き
の
明
確
化

提
言
で
は
、
計
画
の
必
要
性
や
行
政
が
提
示
し
た
基
本

計
画
原
案
の
妥
当
性
に
つ
い
て
は
、
｢道
路
整
備
を
し
な

い
案
｣
も
含
め
た
代
替
案
と
の
比
較
に
よ
る
検
証
を
必
要

と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
上
位
計
画
に
位
置
づ
け
ら
れ
て

い
る
道
路
計
画
を
、
具
体
の
路
線
計
画
の
検
討
に
お
い
て

変
更
又
は
廃
止
す
る
こ
と
は
、
取
り
扱
う
範
囲
を
超
え
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
の

｢道
路
整
備
を
し
な
い
案
｣
が
選

択
さ
れ
た
場
合
は
、
事
実
上
、
当
該
計
画
は
休
止
と
な
る

こ
と
が
明
記
さ
れ
た
。

こ
の
場
合
、
道
路
計
画
を
変
更
ま
た
は
廃
止
す
る
決
定

に
あ
た
っ
て
は
、
再
度
、
上
位
計
画
に
戻
り
検
討
を
行
う

こ
と
が
必
要
と
な
る
。

ま
た
、
提
言
で
は
、
行
政
は
、
計
画
を
実
施
し
な
い
場

合
に
生
じ
得
る
課
題
等
に
つ
い
て
、
市
民
等
に
明
ら
か
に

す
べ
き
こ
と
も
必
要
と
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
の
社
会
資
本
整
備
の
計
画
に
お
い
て
は
、
一

度
提
示
さ
れ
た
計
画
に
つ
い
て
、
当
該
計
画
を
休
止
す
る

明
確
な
手
続
き
を
有
し
な
か
っ
た
が
、
こ
の
見
直
し
の
手

続
き
が
明
確
に
示
さ
れ
た
こ
と
は
、
本
提
言
の
最
も
重
要

な
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

四

提
言
の
適
用
に
つ
い
て

本
提
言
の
対
象
事
業
に
つ
い
て
は
、
一
定
規
模
の
道
路

事
業
の
う
ち
、
環
境
や
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
る
構
想
段
階
に
あ
る
事
業
に
つ
い
て
適
用
す

べ
き
と
さ
れ
、
当
面
は
原
則
と
し
て
構
想
段
階
に
あ
る
全

て
の
高
規
格
幹
線
道
路
事
業
な
ど
を
対
象
に
す
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
。

今
後
は
、
こ
の
P
I
プ
ロ
セ
ス
を
効
果
的
に
進
め
る
た

め
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
･
公
表
と
と
も
に
、
こ
の
プ

ロ
セ
ス
の
運
用
を
積
み
重
ね
、
将
来
的
に
は
新
た
な
計
画

決
定
プ
ロ
セ
ス
を
法
的
に
位
置
付
け
る
こ
と
を
目
指
す
こ

と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

五

お
わ
り
に

国
土
交
通
省
道
路
局
に
お
い
て
は
、
こ
の
提
言
を
受
け
、

三

月
二
二
日
付
け
で
構
想
段
階
に
お
け
る
市
民
参
画
の

積
極
的
な
取
組
み
を
推
進
す
る
よ
う
地
方
機
関
に
対
し
指

示
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

道
路
計
画
合
意
形
成
研
究
会
に
お
い
て
提
言
さ
れ
た
内

容
は
、
我
が
国
の
社
会
資
本
整
備
の
分
野
に
お
い
て
は
初

め
て
示
さ
れ
た
考
え
方
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後
は
、
こ

の
提
言
の
内
容
を
速
や
か
に
個
々
の
道
路
事
業
に
適
用

し
、
道
路
計
画
に
お
け
る
透
明
性
、
客
観
性
、
公
正
さ
の

一
層
の
向
上
を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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鬮圓圓 :PI
図 1 道路計画決定プロセスのフロー

日 本(新たな計画決定プロセス) 日 本 (現行) イギリス フランス ドイツ
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面 細
段 計
階 画

都市計画
決定

路線の指定等

都市計画
決定(知事)
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首
都
高
速
道
路
の
蠣
神
高
速
道
路
に
お
け
る

環
境
□
…
ド
ア
ラ
イ
ジ
ン
グ
の
試
行

首
都
高
速
道
路
公
団
計
画
部
環
境
技
術
課

阪
神
高
速
道
路
公
団
計
画
部
調
査
課

一

は
じ
め
に

首
都
高
速
道
路
神
奈
川
線
の
高
速
神
奈
川
一
号
横
羽
線

(以
下
横
羽
線
と
い
う
)
と
並
行
す
る
高
速
湾
岸
線

(以

下
湾
岸
線
と
い
う
)
に
お
い
て
、
料
金
格
差
を
設
け
て
湾

岸
線
に
大
型
車
を
転
換
さ
せ
る
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
試
行
を
開
始
し
た
の
で
そ
の
概
要
を
報
告
す
る
。

二

試
行
の
概
要

首
都
高
速
道
路
に
お
け
る
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

の
試
行
は
、
川
崎
公
害
訴
訟
の
和
解
条
項
で
あ
る
道
路
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
や
道
路
構
造
の
改
善
等
の
対
策
と
あ

い
ま
っ
て
横
羽
線
川
崎
地
区
沿
道
地
域
の
更
な
る
環
境
改

善
を
図
る
た
め
、
こ
の
度
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、
平

成
一
三
年
一
〇
月
一
五
日
の
料
金
認
可
を
経
て
今
回
の
試

行
に
至
っ
た
も
の
で
あ
り
、
高
速
湾
岸
線

(五
期
)
が
全

線
開
通
し
た
平
成
一
三
年
一
〇
月
二
二
日
の
翌
日
二
三
日

午
前
○
時
か
ら
開
始
し
た
。
試
行
内
容
に
つ
い
て
は
、
横

羽
線

(大
師
~
生
麦
)
と
並
行
す
る
湾
岸
線

(川
崎
浮
島

~
大
黒
)
に
つ
い
て
、
E
T
C
を
利
用
す
る
大
型
車
を
対

象
に
料
金
格
差
を
設
け
、
大
型
車
を
交
通
容
量
に
余
裕
の

あ
る
湾
岸
線
に
転
換
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る

(図

1
)
。①

対
象
車
両

環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
試
行
の
対
象
車
両
を
大

型
車
に
限
定
し
た
理
由
は
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
デ
ィ
ー
ゼ

薗
部
高
速
道
路
躯
遂
瀞
滋
環
境
燈
警察
署
擁護
狄蘂
夢
参
議
緘

ル
車
で
あ
り
、
横
羽
線
全
通
行
台
数
の
わ
ず
か
約
一
割
で

あ
り
な
が
ら
、
半
分
以
上
の
汚
染
物
質
を
排
出
し
て
い
る

大
型
車
を
対
象
と
す
る
こ
と
で
効
果
的
な
環
境
改
善
を
図

る
こ
と
が
で
き
る
と
判
断
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ

る
oさ

ら
に
、
経
路
の
特
定
が
可
能
で
、
料
金
格
差
を
設
定

す
る
際
に
、
料
金
所
の
新
設
を
必
要
と
せ
ず
、
ま
た
料
金

所
通
過
時
間
の
増
加
に
よ
る
渋
滞
の
悪
化
の
心
配
の
な
い

E
T
C
車
を
対
象
と
す
る
こ
と
と
し
た
。

②

料
金
格
差

料
金
格
差
の
設
定
に
つ
い
て
は
大
型
車
の
回
数
券
割
引

率
等
を
考
慮
し
、
湾
岸
線
を
通
行
す
る
大
型
車
に
つ
い
て

横
羽
線
に
比
べ
て
約
二
○
%
の
料
金
格
差
を
設
定
し
、
大

型
車
通
常
料
金
一
、
○
0
0
円
に
対
し
湾
岸
線
を
利
用
す

る
E
T
C
大
型
車
に
つ
い
て
は
八
〇
〇
円
と
す
る
こ
と
と



大型車交通抑制

図 1 首都高速道路における環境ロードプライシング対象区間

し
た
。
(平
成
一
四
年
七
月
一
日
か
ら
は
神
奈
川
線
の
料

金
改
定
に
伴
い
新
料
金
と
な
り
、
大
型
車
通
常
料
金
｢

二
〇
〇
円
に
対
し
湾
岸
線
を
利
用
す
る
E
T
C
大
型
車
は

九
五
〇
円
と
な
る
。)

@

試
行
拡
大

現
在
、
既
設
料
金
所
に
整
備
済
の
E
T
C
施
設
を
活
用

し
、
湾
岸
線
西
行
き
の
湾
岸
川
崎
集
約
料
金
所
、
湾
岸
浮

島
料
金
所
、
東
扇
島
入
口
及
び
湾
岸
線
東
行
き
の
東
扇
島

入
口
に
お
い
て
試
行
を
開
始
し
て
い
る
が
、
E
T
C
フ
リ

ー
フ
ロ
ー
が
完
成
す
る
今
年
春
頃
か
ら
湾
岸
線

(川
崎
浮

島
~
大
黒
)
を
利
用
す
る
全
て
の
E
T
C
大
型
車
を
対
象

に
加
え
て
試
行
内
容
を
拡
大
す
る
こ
と
を
予
定
し
て
い

る
。E

T
C
フ
リ
ー
フ
ロ
ー
と
は
本
線
、
ま
た
は
出
口
に
設

置
さ
れ
た
ア
ン
テ
ナ
の
下
を
車
載
器
を
搭
載
し
た
自
動
車

が
通
過
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
動
課
金
処
理
等
を
行
う
シ

ス
テ
ム
で
あ
る
。
入
口
の
E
T
C
に
加
え
、
こ
の
E
T
C

フ
リ
ー
フ
ロ
ー
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
り
、
経
路
特
定
が

可
能
と
な
る
。

④

転
換
交
通
量

転
換
交
通
量
の
予
測
に
つ
い
て
は
、
今
回
の
試
行
は
E

T
C
大
型
車
に
限
定
し
て
お
り
、
E
T
C
利
用
率
に
よ
り

変
動
す
る
こ
と
か
ら
正
確
な
予
測
は
困
難
で
あ
る
が
、
E

T
C
利
用
率
を
五
○
%
と
仮
定
す
れ
ば
、

横
羽
線
の
大

型
車
は
一
割
程
度
湾
岸
線
に
転
換
し
、
横
羽
線
を
通
行
す

る
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
る
喩
と
洲
の
排
出
量
は
数
%
削
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A 方向及びCの東行きは平成13年10月23日午前0時から開始

目方向は平成14年巻項予定

　 　 　　 　 　　　 　大型車 1,000円は 200円) 800円(950円)

C (東膿島~浮島)及びD (浮島~ 穀断;′=隣縦貫操供用後開始

予定)は平成-4年春頃から下表の料金となる予定

　　 　 　 　 　　　 　大型車 l,000円(1,200円) 600円

( )内は平成14年7月1日からの新料金



減
さ
れ
る
も
の
と
試
算
し
て
い
る
。

久い阪
暮
高
速
道
路
滌
蘂
研
滋
壤
轆
凝
謎
證
妻
霧
盪
ジ
ジ
凝
の
試
行

三

お
わ
り
に

今
回
の
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
試
行
は
、
E
T

C
大
型
車
に
限
定
し
て
行
わ
れ
る
施
策
で
あ
り
、
転
換
す

る
交
通
量
に
つ
い
て
は
、
E
T
C
の
利
用
率
に
大
き
く
左

右
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

首
都
高
速
道
路
公
団
で
は
、
E
T
C
普
及
促
進
施
策
と

し
て
平
成
一
三
年
三

月
三
〇
日
か
ら
E
T
C
期
間
限
定

特
別
割
引
を
開
始
し
た
。
こ
れ
は
、
首
都
高
速
道
路
で
E

T
C
を
利
用
し
た
場
合
、
割
引
累
計
が
一
万
円
に
達
す
る

ま
で
料
金
を
二
割
引
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、

上
述
の
湾
岸
線
を
利
用
す
る
E
T
C
大
型
車
の
料
金
は
八

〇
〇
円
か
ら
六
四
〇
円
と
な
り
一
層
施
策
効
果
を
高
め
て

い
る
。

ま
た
、
そ
の
他
各
種
の
広
報
活
動
に
よ
り
環
境
ロ
ー
ド

プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
意
義
の
周
知
を
図
る
こ
と
で
、
利
用
者

を
増
や
し
、
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
試
行
を
よ
り

良
い
も
の
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一

は
じ
め
に

阪
神
高
速
道
路
三
号
神
戸
線
沿
道
地
域
の
環
境
改
善
に

向
け
た
取
組
み
、
料
金
格
差
を
設
け
て
三
号
神
戸
線
を
通

行
す
る
大
型
車
を
五
号
湾
岸
線
に
転
換
さ
せ
る

｢環
境
ロ

ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
｣
の
試
行
を
平
成
一
三
年
三

月
一

日
午
前
○
時
か
ら
開
始
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
を
報
告
す

る
。二

試
行
の
概
要

三
号
神
戸
線
沿
道
地
域
は
、
大
量
の
自
動
車
交
通
に
よ

っ
て
道
路
沿
道
環
境
が
悪
化
し
、
阪
神
高
速
道
路
公
団
で

も
関
係
機
関
と
協
力
し
て
沿
道
環
境
の
改
善
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
峨
濃
度
等
依
然
と
し
て
厳
し
い
状

況
に
あ
る
。

阪
神
高
速
道
路
に
お
け
る
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ

に
つ
い
て
は
、
平
成
一
二
年
六
月
六
日
に
道
路
交
通
環
境

対
策
関
係
省
庁
連
絡
会
議
が
公
表
し
た
｢国
道
四
三
号
等

に
お
け
る
道
路
交
通
環
境
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

〈当
面

の
取
組
〉｣
で
、
各
種
環
境
施
策
の
ひ
と
つ
と
し
て
早
期

の
導
入
が
求
め
ら
れ
、
平
成
一
二
年
一
二
月
八
日
に
和
解

が
成
立
し
た
尼
崎
公
害
訴
訟
の
和
解
条
項
に
お
い
て
も

｢三
号
神
戸
線
と
五
号
湾
岸
線
に
お
い
て
、
料
金
に
格
差

を
設
け
る
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
早
期
に
試
行
的

に
実
施
す
る
。｣
と
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
こ
の

度
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
、
平
成
一
三
年
一
〇
月
一
九

日
の
料
金
認
可
を
経
て
今
回
の
試
行
に
至
っ
た
も
の
で
あ

る
。交

通
量
を
抑
制
す
べ
き
路
線

(三
号
神
戸
線
)
と
交
通

量
の
転
換
を
促
進
す
べ
き
路
線

(五
号
湾
岸
線
)
の
位
置

は
図
2
の
と
お
り
で
あ
り
、
阪
神
間
で
ほ
ぼ
並
行
し
て
い

る
が
、
五
号
湾
岸
線
は
神
戸
市
の
六
甲
ア
イ
ラ
ン
ド
以
西

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
未
整
備
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
五
号

湾
岸
線
と
三
号
神
戸
線
間
の
連
絡
は
住
吉
浜
出
入
路
と
摩

耶
出
入
路
間
の
無
料
乗
り
継
ぎ
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
五
号
湾
岸
線
は
混
雑
度
が
低
く
、
交
通
容
量

に
余
裕
が
あ
る
。

○

対
象
車
両

今
回
の
試
行
に
お
い
て
は
、
効
率
的
に
環
境
改
善
を
図

る
観
点
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
が
デ
ィ
ー
ゼ
ル
車
で
あ
り
、
環

境
負
荷
が
普
通
車
の
十
倍
強
で
あ
る
大
型
車
を
対
象
と
し

た
。ま

た
、
料
金
格
差
を
設
定
す
る
際
に
、
料
金
所
の
新
設

を
必
要
と
せ
ず
に
走
行
経
路
の
特
定
が
可
能
で
、
か
つ
料

金
所
通
過
に
よ
る
渋
滞
悪
化
の
心
配
が
な
い
E
T
C
を
利

用
す
る
大
型
車
を
対
象
と
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
。
し

か
し
、
試
行
段
階
で
は
、
近
畿
圏
に
お
け
る
E
T
C
の
利

用
率
が
低
い
こ
と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
阪
神
東
線

と
阪
神
西
線
の
二
つ
の
料
金
圏
の
湾
岸
線
を
連
続
し
て
現

金
で
利
用
す
る
大
型
車
を
対
象
に
、
｢湾
岸
線
二
線
通
し

通
行
券
｣
を
割
引
価
格
で
発
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
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3 ロ ー 君に、再三己 l ノミ

芦 屋 市＼
.

西 宮 市 ･
A. 名神高速道路

神 戸 市 ち , ~
圓′図 尼崎市

艶
“

＼
‐、ぎ

、
薦 藝 満号神“鰹“*“

5 号′ 屏線 i r ･ 胆国道43号鸚新
神

ト
住吉浜 ‐ 〆＼ 、

南費麗浜本線料金所
ノ
･

　 　　　
　　　

′し . - ←｣

′ /
◆ ノ ク

･ ←

〆
!、
ハリキ

ハ #ゞ
六甲濯がゴと

5号湾岸線(交通量の転換を促進すべき路線)

0 渠継発券所
e 乗継料金所

こニコ 本線料金所
"……･- 乗継ルート
★ 出口E T C設置箇所

〉 “ )阪神東線 ,西線の･ 号湾岸線を規金で連続利用する大型車 ②-①“,。大鱗 (阪神難 ,西線獲続利用する場合' '“'-②打o大型車阪神西線のみ翻す“場合)
(湾岸線2 ,リ通し通行券) 単位:円 単位"円 単位:円

阪神西線 阪神東線 計

3号神戸線 T ,0 0 0 篤4 0 0 2 ,4 0 0

5号湾岸線
(竪耶築継･京橋藥継を含む) 8 0 0

*
低4 0 0 2 ,2 0 0

阪神西線 - 阪神東線 計

3号神戸線 T ,0 0 0 【 T,4 0 0 2 ,4 0 0

5尋湾岸線
(隊耶乗組･京福乗組を含む) 2 ,2 0 0 * 2 ,2 0 0

　　　 　　　　 　　　 　 　　
　 　陣耶難講熱蟻乗

線
継を含む) 8 0 0

[
N
OON

寧
に
饗

"
"

* :ハーバーハイウェイを利用する場合は、別途料金(2 0 0円)が必要

図 2 阪神高速道路における環境ロードプライシング対象路線



⑭

料
金
格
差

具
体
的
な
料
金
格
差
額
の
設
定
に
あ
た
っ
て
は
、
施
策

の
有
効
性
を
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
現
行
の
回
数
券
割
引

率

(最
大
約
一
八
%
)
を
上
回
る
よ
う
考
慮
す
る
と
と
も

に
、
転
換
し
た
大
型
車
に
つ
い
て
迂
回
に
よ
る
経
済
的
不

利
益
が
生
じ
な
い
よ
う
、
ま
た
、
利
用
著
聞
の
負
担
の
公

平
等
を
考
慮
し
、
三
号
神
戸
線
の
大
型
車
料
金
一
、
0
O

0
円
に
対
し
二
0
%

(二
〇
〇
円
)
割
引
き
で

八
〇
〇

円
と
す
る
こ
と
と
し
た
。
ま
た
、
｢湾
岸
線
二
線
通
し
通

行
券
｣
に
つ
い
て
は
、
通
常
二
、
四
〇
〇
円
の
と
こ
ろ
二
、

二
〇
〇
円
に
料
金
を
設
定
し
て
い
る
。

③

試
行
拡
大

E
T
C
利
用
の
大
型
車
に
つ
い
て
は
、
当
面
、
五
号
湾

岸
線
の
南
芦
屋
浜
本
線
料
金
所
を
通
過
す
る
西
行
交
通
の

み
を
対
象
と
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
料
金
所
に
つ
い
て

は
、
利
用
経
路
が
確
認
で
き
る
E
T
C
設
備
の
整
備
後
実

施
す
る
予
定
で
あ
り
、
出
口
フ
リ
ー
フ
ロ
ー
の
完
成
す
る

今
春
以
降
に
は
、
阪
神
西
線
五
号
湾
岸
線

(特
定
料
金
区

間
を
除
く
。)
を
利
用
す
る
全
て
の
E
T
C
大
型
車
を
対

象
と
す
る
予
定
で
あ
る
。

④

新
た
な
乗
継
経
路
の
整
備

今
回
の
試
行
に
あ
わ
せ
て
、
新
た
な
乗
継
経
路
と
し
て

五
号
湾
岸
線
住
吉
浜
出
入
口
と
三
号
神
戸
線
京
橋
ま
で
の

間
で
、
主
に
ハ
ー
バ
ー
ハ
イ
ウ
ェ
イ

(神
戸
市
港
湾
整
備

局
管
理
･
有
料
)
を
経
由
す
る
こ
と
を
想
定
し
た
乗
継
経

路
を
設
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
三
号
神
戸
線
摩
耶
出
入
口

周
辺
で
の
混
雑
緩
和
等
が
期
待
さ
れ
る
。

三

お
わ
り
に

今
回
の
試
行
に
よ
る
転
換
交
通
量
は
、
E
T
C
の
利
用

率
に
大
き
く
影
響
さ
れ
る
。
E
T
C
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
平
成
一
四
年
度
中
に
は
阪
神
高
速
道
路
の
全
一
二

五
料
金
所
で
利
用
可
能
と
す
る
予
定
で
あ
り
、
ま
た
、
E

T
C
車
載
器
に
つ
い
て
も
、
平
成
一
三
年
三

月
三
〇
日

か
ら
実
施
し
て
い
る

｢E
T
C
期
間
限
定
特
別
割
引
｣
等

に
よ
り
、
順
次
普
及
が
図
ら
れ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

阪
神
高
速
道
路
公
団
で
は
、
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン

グ
の
試
行
と
あ
わ
せ
、
乗
継
経
路
の
整
備
、
案
内
標
識
の

充
実
、
経
路
選
択
所
要
時
間
表
示
板
の
整
備
等
施
設
の
充

実
に
よ
り
五
号
湾
岸
線
へ
の
交
通
転
換
促
進
に
努
め
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
今
後
も
関
係
機
関
と
協
力
し
、

湾
岸
線
転
換
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
等
各
種
の
広
報
活
動
に

よ
り
施
策
の
周
知
を
図
り
、
沿
道
環
境
改
善
を
目
的
と
し

た
施
策
に
対
す
る
利
用
者
の
方
々
の
理
解
と
協
力
を
得
つ

つ
、
環
境
ロ
ー
ド
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
を
は
じ
め
と
す
る
種
々

の
施
策
が
相
乗
的
な
効
果
を
発
揮
で
き
る
よ
う
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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『遭
騰
纖
れ
あ
い
卿
間
』
ク
リ
…
ン
作
贓

、
6

　　
　

(雫
葉
国
道
)
に
つ
い
て

関
東
地
方
整
備
局
千
葉
国
道
工
事
事
務
所

一

は
じ
め
に

千
葉
国
道
工
事
事
務
所
管
内
で
は
、
毎
年
、
五
月
･
一

一
月
の
成
田
市

｢空
港
周
辺
環
境
美
化
協
会
｣
主
催
に
よ

る
空
港
周
辺
の
国
道
等
の
道
路
清
掃
、
九
月
の
東
金
市

｢千
葉
県
ト
ラ
ッ
ク
協
会
山
武
支
部
青
年
部
会
｣
主
催
に

よ
る
道
路
清
掃
作
業
な
ど
、
各
地
域
に
お
い
て
、
地
域
住

民
の
参
加
の
も
と
ク
リ
ー
ン
作
戦
が
展
開
さ
れ
、
当
事
務

所
も
積
極
的
に
協
力
し
て
き
ま
し
た
。
今
月
号
で
は
、
現

在
、実
施
さ
れ
て
い
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、

｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間

(八
月
)｣
に
千
葉
国
道
工
事
事
務

所
の
所
在
地
で
あ
る
千
葉
市
内
の
一
般
国
道
一
四
号
及
び

一
六
号
の
清
掃
活
動
を
実
施
し
て
い
る

｢国
道
を
き
れ
い

に
す
る
会
｣
の
活
動
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

二

国
道
の
歴
史

千
葉
市
域
に
存
す
る
国
道
で
、
｢国
道
を
き
れ
い
に
す

る
会
｣
が
活
動
を
実
施
し
て
い
る
一
般
国
道
一
四
号
･
一

六
号
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
簡
単
に
紹
介
し
ま
す
。
千
葉

市
は
、
千
葉
県
の
ほ
ぼ
中
央
部
に
あ
た
り
、
東
京
都
心
ま

で
約
四
〇
皿
の
地
点
に
あ
り
、
都
市
と
し
て
は
、
大
治
元

年

(
一
三
一六
年
)
千
葉
常
童
が
亥
鼻
台
上
に
居
館
を
築

い
た
こ
と
に
は
じ
ま
り
ま
す
。
ま
た
、
近
代
都
市
と
し
て

の
歩
み
の
始
ま
り
は
、
千
葉
県
庁
が
置
か
れ
た
明
治
六
年

(
一
人
七
三
年
)
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
後
、
臨
海
部
の
開

発
や
大
規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
造
成
な
ど
に
よ
り
人
口
は

急
増
し
、
平
成
四
年

(
一
九
九
二
年
)
四
月
一
日
に
は
、

全
国
三

番
目
の
政
令
指
定
都
市
に
移
行
し
、
中
央
、
花

見
川
、
稲
毛
、
若
葉
、
緑
、
美
浜
の
行
政
区
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
現
在
、
千
葉
市
域
を
通
過
す
る
道
路
で
千
葉
国

道
工
事
事
務
所
が
管
理
す
る
も
の
は
、
一
般
国
道
一
四
号
、

一
般
国
道
一
六
号
、
一
般
国
道
五
一
号
、
一
般
国
道
三
一

六
号
、
一
般
国
道
三
五
七
号
の
五
路
線
で
す
。

一
般
国
道
一
四
号
は
、
東
京
都
中
央
区
日
本
橋
を
起
点

と
し
、
都
心
と
県
都
千
葉
市
を
結
ぶ
大
動
脈
で
あ
り
、
現

在
、
千
葉
街
道
と
い
う
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
江
戸

時
代
に
は
水
戸
佐
倉
道
と
呼
ば
れ
、
房
総
の
諸
大
名
が
参

勤
交
代
に
利
用
す
る
道
、
ま
た
成
田
山
新
勝
寺
や
千
葉
寺

へ
の
参
詣
道
と
し
て
発
達
し
た
も
の
で
す
。
本
路
線
は
、

東
京
と
千
葉
を
結
ぶ
唯
一
の
幹
線
道
路
と
し
て
古
く
か
ら

200

利
用
さ
れ
て
き
た
が
、
県
庁
か
ら
稲
毛
ま
で
内
陸
を
通
っ

セ行

て
お
り
、
坂
が
多
い
た
め
、
車
両
の
通
行
に
不
便
で
あ
っ

道

た
が
、
明
治
一
九
年
に
千
葉
監
獄
の
囚
人
を
使
役
し
、
稲

6

毛

･
黒
砂

･
登
戸
の
急
崖
部
を
削
っ
て
敷
設
さ
れ
ま
し

4



た
。
以
後
、
こ
の
新
道
が
、
椿
森
~
穴
川
~
稲
毛
の
ル
ー

ト
に
代
わ
っ
て
、
千
葉
町
周
辺

(千
葉
市
)
か
ら
東
京
へ

向
か
う
新
ル
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。昭
和
三
〇
年
代
に
は
、

京
葉
臨
海
工
業
地
帯
の
発
展
に
よ
り
全
国
で
も
有
数
の
自

動
車
交
通
量
の
増
加
を
示
し
、
そ
の
緩
和
を
図
る
た
め
、

一
四
号
の
バ
イ
パ
ス
と
し
て
、
京
葉
道
路
が
昭
和
三
二
年

か
ら
日
本
道
路
公
団
に
よ
り
施
工
さ
れ
、
昭
和
五
四
年
に

全
線
供
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
事
務
所
で
は
、
東
京
湾
岸

道
路
の
一
部
と
な
る
千
葉
市
花
見
川
区
幕
張
町

(幕
張

平成13年度 国道をきれいにする会 会員名簿

平成13年 7月18日現在

会社･団体名 住 所

東京ガス㈱千葉導管ネットワークセンター 千葉市中央区港町20‐ 1

千葉ポートアリーナ 千葉市中央区問屋町 1 - 20

日動火災海上保険㈱千葉支店 千葉市中央区問屋町 1 - 6

日産プリンス千葉販売㈱ 千葉市中央区千葉港3 - 36

千葉市職員労働組合 千葉市中央区千葉港2 - 1

㈱千葉銀行 総務部 千葉市中央区千葉港1 - 2

トヨタカロ - ラ千葉㈱ 千葉市美浜区幸町1 - 6 - 3

㈱京葉銀行 事務集中センター 千葉市美浜区幸町1 - 6 - 5

東京ガス㈱千葉支店

…鸚轢東京電力㈱千葉営業所 19ーれ｣町幸区浜美市葉千

㈱千葉興業銀行 人事総務部

…廟饑東京電設サービス㈱千葉支社

…礬饑㈱N T T‐ M E 千葉FS第 2 サービス担当 -響鞠㈱ユニリビング ユニマート店 幸町店 -芻ー町幸区浜

饑千葉スバル自動車㈱ 視-20-町幸区浜美市葉千

㈱日産サティオ千葉
ー-皺粍灘醸檪

㈱ヤナセ千葉稲毛支店

…聯緘儀興栄自動車工業㈱ -ー聯轉饑千葉トヨペット㈱
--続灘醸檪

(協力団体)
国土交通省千葉国道工事事務所 千葉市稲毛区天台5 - 27 - 1
千葉市環境局 リサイクル推進課 千葉市中央区千葉港1 - 1
千葉商工会議所産業振興課 千葉市中央区中央2 - 5‐ 1

I
･
C
)
か
ら
同
市
中
央
区
登
戸
町
ま
で
の
一
般
部
八
･

九
如
の
区
間
を
所
管
し
、
改
築
工
事
は
昭
和
四
二
年
度
か

ら
着
工
し
、
昭
和
四
五
年
度
に
は
全
線
四
車
線
で
供
用
し

て
い
ま
す
。

一
般
国
道
一
六
号
は
、
横
浜
市
を
起
点
と
し
、
東
京
都
、

埼
玉
県
を
経
て
千
葉
県
に
入
り
、
富
津
市
か
ら
横
須
賀
市

に
渡
り
、
再
び
横
浜
市
に
至
る
本
路
線
は
、
首
都
圏
を
取

り
巻
く
環
状
道
路
と
し
て
、
昭
和
三
七
年
の
政
令
改
正
に

よ
り
国
道
認
定
さ
れ
た
道
路
で
、
既
存
道
路
と
は
ご
く
一

部
で
し
か
重
な
ら
な
い
歴
史
的
に
は
新
し
い
道
路
で
す
。

し
か
も
、
国
道
と
は
言
う
も
の
の
当
事
務
所
管
内
の
白
井

町

(現
在
の
白
井
市
)
か
ら
八
千
代
町

(現
在
の
八
千
代

市
)
の
一
部
で
は
、
路
線
認
定
当
時
、
通
行
不
能
区
間
を

抱
え
た
路
線
で
も
あ
り
、
昭
和
三
人
年
の
事
務
所
設
立
と

同
時
に
、
全
線
開
通
を
目
指
し
て
、
一
次
改
築
に
着
手
し

ま
し
た
。

以
後
、
わ
が
国
の
高
度
経
済
成
長
と
歩
調
を
あ
わ
せ
る

よ
う
に
、
全
線
四
車
線
化
事
業
及
び
バ
イ
パ
ス
整
備
が
実

施
さ
れ
、
特
に
千
葉
市
以
北
で
は
首
都
圏
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
化
し
た
県
北
西
部
地
域
の
通
勤
･
通
学
の
足
と
し
て
重

要
な
路
線
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
回
で
一
三
回
目

を
迎
え
、
テ
レ
ビ
で
も
放
映
さ
れ
た
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト

｢
2
0
0
1
国
際
千
葉
駅
伝
｣
が
、
三

月
二
三
日
の
勤

労
感
謝
の
日
に
行
わ
れ
ま
し
た
。
千
葉
県
総
合
運
動
場
陸

上
競
技
場
を
ス
タ
ー
ト
と
す
る
世
界
の
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

男
女
各
一
六
チ
ー
ム
が
、
四
二
･
一
九
五
皿
を
男
子
五
区

間
、
女
子
六
区
間
で
タ
ス
キ
リ
レ
ー
し
、
健
脚
を
競
っ
た

駅
伝
コ
ー
ス
の
一
部
と
も
な
り
ま
し
た
。

三

｢国
道
を
き
れ
い
に
す
る
会
｣の
設
立
の
経
緯

｢国
道
を
き
れ
い
に
す
る
会
｣
は
、
｢自
分
達
の
街
は

自
分
達
で
き
れ
い
に
し
よ
う
｣
と
い
う
観
点
か
ら
、
千
葉

銀
行
本
店
･
京
葉
銀
行
幸
町
セ
ン
タ
ー
･
東
京
電
力
㈱
千

葉
営
業
所

･
ち
ば
興
銀

｢小
さ
な
親
切
｣
運
動
推
進
本

部
･
千
葉
ト
ヨ
ペ
ッ
ト
㈱
'
東
京
ガ
ス
㈱
千
葉
支
店
の
六

道ギテセ 2002.1 ギ7



企
業
･
団
体
が
発
起
人
と
な
り
、
活
動
の
呼
び
か
け
に
賛

同
し
た
一
七
企
業
･
団
体
で
、
組
織
的
･
定
期
的
に
推
進

し
て
い
く
こ
と
で
平
成
四
年
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
現
在

は
、
会
員
一
九
企
業
･
団
体
が
参
画
し
、
毎
月
一
回
、
第

三
木
曜
日
を
実
施
日
と
す
る
一
般
国
道
一
四
号
･
一
六
号

の
一
部
区
間
及
び
隣
接
す
る
千
葉
市
道
で
、
千
葉
市
中
央

区
の
寒
川
大
橋
か
ら
同
市
美
浜
区
稲
毛
海
岸
五
丁
目
地
先

の
道
路
一
○
･
四
皿
(国
道
五
･
八
皿
、
市
道
四
･
六
紬
)

を
対
象
地
区
と
し
て
、
環
境
美
化
運
動
活
動
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
毎
月
、
第
三
木
曜
日
は
、
当
区
間
の
中
央
分
離

クリーン作戦の活動状況

帯
に

｢道
路
を
き
れ
い
に
し
ま
し
ょ
う
｣
と
書
い
た
黄
色

の
職
を
立
て
て
、
道
行
く
運
転
手
へ
の
美
化
意
識
の
高
揚

を
図
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
外
部
研
修
会
、
見
学
会
に

積
極
的
に
参
加
を
す
る
な
ど
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
の
醸

成
、
他
地
域
へ
の
影
響
拡
大
、
運
転
手
の
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ

に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
活
動
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
｢国
道
を
き
れ
い
に
す
る
会
｣
は
、
多
年
道
路
の
美

化
清
掃
等
に
努
め
、
そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
民
間
の
団

体
ま
た
は
個
人
に
贈
ら
れ
る
千
葉
国
道
工
事
事
務
所
長
表

彰

(平
成
五
年
度
)
及
び
関
東
地
方
建
設
局
長
表
彰

(平

成
八
年
度
)
並
び
に
道
路
の
整
備
促
進
の
た
め
に
、
そ
の

功
績
が
特
に
顕
著
な
民
間
の
団
体
ま
た
は
個
人
に
贈
ら
れ

る
道
路
功
労
者
表
彰

(平
成
三
一年
度
)
を
受
け
て
お
り
、

そ
の
活
動
状
況
は
、
テ
レ
ビ
･
新
聞
等
で
報
道
さ
れ
ま
し

た
。四

活
動
状
況

今
年
度
も
、
｢道
路
ふ
れ
あ
い
月
間
｣
中
の
八
月
一
六

日

(木
)
に
実
施
し
た

｢国
道
を
き
れ
い
に
す
る
会
｣
の

一
般
国
道

一
四
号
及
び
一
六
号
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
、

｢国
道
を
き
れ
い
に
す
る
会
｣
会
員
七
〇
〇
人
中
の
有
志

と
共
に
千
葉
国
道
工
事
事
務
所
か
ら
職
員
二
〇
名
が
参
加

し
ま
し
た
。
当
日
は
、
昼
前
か
ら
気
温
が
上
昇
し
、
暑
い

日
で
し
た
が
、
全
員
が
ゴ
ミ
袋
と
ト
ン
グ
を
持
ち
な
が
ら

中
央
分
離
帯
を
中
心
に
一
二
時
か
ら
一
三
時
ま
で
の
一
時

間
、約
二
如
に
渡
っ
て
清
掃
作
業
に
汗
を
な
が
し
ま
し
た
。

こ
の
場
所
は
、
中
央
分
離
帯
が
広
く
、
交
通
量
が
多
い
た

め
、
｢国
道
を
き
れ
い
に
す
る
会
｣
が
毎
月
清
掃
し
て
い

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
通
行
車
か
ら
ポ
イ
捨
て
を
す
る
人

が
後
を
絶
た
な
い
の
が
現
状
で
、
空
き
缶
、
空
き
瓶
、
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
、
雑
誌
、
ス
ー
パ
ー
の
ビ
ニ
ー
ル
袋
、
カ
ッ

プ
麹
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ゴ
ミ
が
主
な
投
棄
物
で
し
た
。
職

員
が
中
央
分
離
帯
内
を
横
に
広
が
っ
て
、
多
量
に
捨
て
て

あ
る
ゴ
ミ
を
可
燃
物
･
不
燃
物
と
に
分
別
し
な
が
ら
回
収

し
ま
し
た
。
今
年
、
ク
リ
ー
ン
作
戦
に
参
加
し
て
気
が
つ

い
た
こ
と
は
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
ポ
イ
捨
て
が
多
い
こ
と

で
す
。
財
団
法
人
ク
リ
ー
ン
･
ジ
ャ
パ
ン
･
セ
ン
タ
ー
の

平
成
一
二
年
の
調
査
に
よ
る
と
ス
チ
ー
ル
缶
と
ア
ル
ミ
缶

の
回
収
率
は
、
八
0
%
を
超
え
て
い
る
の
に
対
し
て
、
べ
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ツ
ト
ボ
ト
ル

(清
涼
飲
料
水
･
し
ょ
う
油
･
酒
類
)
の
回

収
率
は
、
約
三
五
%
と
ま
だ
ま
だ
低
い
の
が
現
状
で
す
。

｢国
道
を
き
れ
い
に
す
る
会
｣
の
ク
リ
ー
ン
作
戦
で
の
一

月

(
一
回
)
の
道
路
ゴ
ミ
の
回
収
量
は
、
空
き
缶
･
空
き

瓶
約
三
二
〇
蝮
、可
燃
ゴ
ミ
約
二
〇
〇
短
も
あ
り
ま
し
た
。

五

今
後
の
進
め
方

｢国
道
を
き
れ
い
に
す
る
会
｣
が
、
毎
月
定
期
的
に
実

施
し
て
い
る
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
他
の
地
域
に
お
い
て
も
展

開
で
き
る
よ
う
、
P
R
活
動
を
通
じ
て
、
各
愛
護
団
体
の

連
携
を
図
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
ま
た
、
各
愛
護
団
体
に
は
、

｢
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

･
サ
ポ
ー
ト

･
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
に
協
力

し
て
も
ら
え
る
よ
う
趣
旨
を
説
明
し
ま
す
。
｢ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
･
サ
ポ
ー
ト
･
プ
ロ
グ
ラ
ム
｣
の
実
施
場
所
に
は
、

サ
イ
ン
ボ
ー
ド
を
運
転
手
の
目
障
り
に
な
ら
な
い
よ
う
に

設
置
し
、
各
個
人
の
モ
ラ
ル
の
向
上
を
図
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

六

お
わ
り
に

自
分
の
庭
に
好
ん
で
空
き
缶
を
捨
て
る
人
は
い
な
い
と

思
い
ま
す
し
、
隣
人
の
前
の
道
路
に
ゴ
ミ
を
放
り
出
す
に

つ
い
て
も
、
気
兼
ね
も
す
る
し
、
罪
悪
感
も
抱
か
な
い
わ

け
に
は
ゆ
か
な
い
の
で
す
が
、
走
行
中
の
場
合
に
は
、
車

内
か
ら
ゴ
ミ
を
外
へ
出
し
て
し
ま
え
ば
、
そ
れ
は
外
の
問

題
で
あ
り
、
関
知
し
た
と
こ
ろ
で
は
な
い
と
思
っ
て
い
る

運
転
手
が
多
い
よ
う
で
す
。
運
転
手
の
意
識
と
し
て
、
特

に
中
央
分
離
帯
は
、
住
民
と
問
題
が
起
き
に
く
い
場
所
で

あ
り
、
平
気
で
い
ら
れ
る
よ
う
で
す
。
安
直
な
結
論
と
し

て
は
、
中
央
分
離
帯
を
な
く
せ
ば
よ
い
と
の
意
見
も
あ
り

ま
す
が
、
そ
れ
で
は
問
題
は
、
解
決
し
ま
せ
ん
。
現
状
の

道
路
を
き
れ
い
に
保
持
す
る
に
は
、
道
路
自
体
の
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
も
重
要
で
す
が
、
市
民
に
よ
る
清
掃
活
動
や
運
転

手
の
モ
ラ
ル
ア
ッ
プ
が
必
要
不
可
欠
で
す
。
道
路
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
は
、
道
路
管
理
者
が
主
体
で
行
う
に
し
て
も
、

清
掃
活
動
に
つ
い
て
は
、
現
在
、
活
動
中
の
愛
護
団
体
な

ど
、
地
域
ぐ
る
み
の
美
化
運
動
を
積
極
的
に
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
大
切
と
思
い
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
の
環
境
保
全

意
識
が
高
ま
っ
て
は
じ
め
て
、
き
れ
い
な
道
路
が
可
能
と

な
る
わ
け
で
す
か
ら
、
市
民
が
な
ん
ら
か
の
形
で
係
わ
り

の
持
て
る
機
会
を
多
く
つ
く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思

い
ま
す
。

運
転
手
の
モ
ラ
ル
向
上
に
つ
い
て
も
、
チ
ラ
シ

･
ポ
ス

タ
ー
の
掲
示
を
は
じ
め
、
道
の
駅
の
活
用
、
運
転
免
許
証

の
更
新
時
に
お
け
る
美
化
意
識
の
啓
発
等
の
講
習
を
実
現

で
き
れ
ば
、
ゴ
ミ
の
な
い
道
路
に
一
歩
で
も
近
づ
け
る
と

思
い
ま
す
。
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
推
進
し
て
き
た
結
果
、
市

民
に
環
境
美
化
に
対
す
る
理
解
と
参
加
意
識
が
芽
生
え
て

く
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
運
動
が
地
域
活

動
と
し
て
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
、
市
民
や
関
係
団
体
に

呼
び
か
け
、
市
民
ぐ
る
み
、
地
域
ぐ
る
み
の
環
境
美
化
運

動
と
し
て
発
展
す
る
こ
と
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

通行セ 2002.



A
…
路
政
課
係
長

B

"
新
人
係
員

B
…
あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

A
…
お
め
で
と
う
。
お
正
月
は
ど
う
し
て
た
の
?

B
…
実
家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
て
ま
し
た
。

A
…
B
君
は
関
西
の
出
身
だ
っ
た
よ
ね
。

B
…
は
い
。
久
し
ぶ
り
に
昔
の
友
達
と
関
西
弁
で
ワ
イ
ワ

イ
や
っ
て
き
ま
し
た
。
み
ん
な
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で

新
社
会
人
と
し
て
頑
張
っ
て
い
る
よ
う
で
し
た
。

そ
う
い
え
ば
、
市
町
村
の
職
員
の
友
人
C
が
、
勤
務

し
て
い
る
市
町
村
が
無
く
な
る
か
も
し
れ
な
い
っ
て
言

っ
て
た
な
あ
。

A
…
無
く
な
る
っ
て
?

あ
あ
、
合
併
の
こ
と
だ
ね
。

B

“
合
併
で
す
か
?

A
…
そ
う
。
合
併
だ
よ
。
今
、
全
国
に
市
町
村
の
数
は
ど

れ
く
ら
い
あ
る
か
知
っ
て
い
る
か
い
。

B
…
え
っ
、
ど
の
く
ら
い
で
す
か
。

A
…
約
三
、
三
〇
〇
ぐ
ら
い
あ
る
ん
だ
。
明
治
二
二
年
に

市
政
町
村
制
と
い
う
の
が
施
行
さ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
七

一
、
○
○
○
ぐ
ら
い
あ
っ
た
の
が
、

ニ
ハ
、
0
0
0
弱

ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ん
だ
。
い
わ
ゆ
る
明
治
の
大
合
併
と

い
わ
れ
る
も
の
だ
ね
。

そ
れ
か
ら
、
戦
後
、
昭
和
二
人
年
頃
か
ら
、
町
村
合

併
促
進
法
な
ど
が
施
行
さ
れ
て
、
そ
れ
ま
で
一
0
、
○

○
○
弱
ぐ
ら
い
だ
っ
た
市
町
村
が
昭
和
三
六
年
に
は

三
、
五
〇
〇
ぐ
ら
い
に
な
っ
た
ん
だ
。
こ
れ
が
、
昭
和

の
大
合
併
と
い
わ
れ
る
も
の
な
ん
だ
よ
。

B

"
へ
え
、
で
も
ど
う
し
て
今
、
市
町
村
合
併
が
注
目
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
か
。

A
"
そ
う
だ
ね
。
ま
ず
、
こ
れ
か
ら
の
少
子
･
高
齢
社
会

に
対
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
市
町
村
単
位
で
は
、
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
の
継
続
的
な
提
供
が
困
難
に
な
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ね
。
そ
れ
か
ら
、
残
念
だ
け
ど
、

バ
ブ
ル
景
気
が
は
じ
け
て
か
ら
、
地
方
の
税
収
入
も
減

っ
て
き
て
い
る
ん
だ
ね
。
効
率
的
な
行
政
運
営
が
自
治

体
に
も
求
め
ら
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

B
…
そ
の
二
つ
で
す
か
?

A
…
い
や
、
昨
年
の
年
末
に
少
し
話
を
し
た
け
れ
ど
、
こ

れ
か
ら
は
地
方
分
権
の
時
代
だ
よ
ね
。
市
町
村
の
担
う

役
割
も
大
き
く
な
っ
て
、
人
や
財
源
な
ど
も
も
っ
と
充

.実
す
る
必
要
が
考
え
ら
れ
る
よ
ね
。

そ
れ
に
、
こ
れ
は
、
道
路
も
関
係
す
る
ん
だ
け
ど
、

交
通
や
情
報
通
信
が
発
達
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
僕
達

の
行
動
範
囲
も
ど
ん
ど
ん
広
が
っ
て
い
る
よ
ね
。
生
活

の
範
囲
が
市
町
村
の
区
域
を
飛
び
出
し
て
き
て
い
る
。

こ
ん
な
こ
と
に
も
対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
じ
ゃ

な
い
だ
ろ
う
か
。

B
…
へ
え
。
で
も
C
君
の
話
だ
と
、
合
併
に
対
し
て
疑
問

を
持
つ
人
も
た
く
さ
ん
い
る
っ
て
言
っ
て
ま
し
た
。

A

…
も
ち
ろ
ん
そ
う
だ
よ
。
市
町
村
の
規
模
が
大
き
く
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
住
ん
で
い
る
人
一
人
一
人
の
声
が

届
き
に
く
く
な
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
か
、
大
き
く
な
っ

た
市
町
村
の
中
心
部
だ
け
が
良
く
な
っ
て
、
周
辺
部
が

寂
れ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ
な
い
と
か
、
合
併
す
る
前
の
市

町
村
の
文
化
な
ど
の
個
性
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
ん
じ
ゃ

な
い
と
か
、
た
く
さ
ん
の
不
安
や
疑
問
が
あ
る
こ
と
も

確
か
だ
よ
ね
。

い
ろ
ん
な
意
見
を
み
ん
な
持
っ
て
い
る
問
題
だ
か

ら
、
僕
達
が
み
ん
な
で
自
分
の
ま
ち
の
将
来
に
つ
い
て

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
だ
ね
。

B
…
本
当
で
す
ね
。

A

…
と
こ
ろ
で
、
こ
の
合
併
に
よ
っ
て
、
道
路
も
い
ろ
い

ろ
と
影
響
を
受
け
る
ん
だ
よ
。
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B
…
ど
ん
な
こ
と
で
す
か
?

A
…
都
道
府
県
道
っ
て
ど
ん
な
も
の
か
、
分
か
る
か
い
?

B
…
都
道
府
県
が
新
設
し
て
管
理
す
る
道
路
で
す
よ
ね
。

具
体
的
に
は
、
重
要
な
施
設
と
施
設
を
結
ぶ
も
の
と
か

A
"
そ
う
だ
ね
。
詳
し
く
は
道
路
法
の
第
七
条
に
書
い
て

あ
る
。
そ
の
中
で
二
市
町
村
以
上
を
結
ぶ
も
の
っ
て
あ

る
よ
ね
。

正
確
に
は
｢二
以
上
の
市
町
村
を
経
由
す
る
幹
線
で
、

こ
れ
ら
の
市
町
村
と
そ
の
沿
線
地
方
に
密
接
な
関
係
が

あ
る
主
要
地
、
主
要
港
又
は
主
要
停
車
場
と
を
連
絡
す

る
道
路
で
あ
る
こ
と
｣
と
あ
る
。

B
…
あ
、
そ
う
か
。
合
併
に
よ
っ
て
結
ん
で
い
る
市
町
村

が
一
つ
に
な
っ
た
ら
、
都
道
府
県
道
の
要
件
を
満
た
さ

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
よ
ね
。

A
"
そ
う
だ
ね
。
じ
や
あ
、
そ
う
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、

そ
の
道
は
ど
う
な
っ
て
し
ま
う
と
思
う
?

B

…
合
併
し
た
段
階
で
、
都
道
府
県
道
の
認
定
は
無
効
に

な
っ
て
し
ま
う
の
か
な
あ
?

A
…
い
や
、
そ
れ
だ
と
、
そ
の
都
道
府
県
道
の
管
理
は
誰

が
す
る
ん
だ
い
。
少
な
く
と
も
、
都
道
府
県
道
と
し
て

認
定
し
た
時
点
で
は
二
つ
以
上
の
市
町
村
を
経
由
し
て

い
る
と
い
う
要
件
は
満
た
し
て
、
適
法
な
認
定
だ
っ
た

わ
け
だ
か
ら
、
直
ち
に
認
定
が
違
法
無
効
と
い
う
こ
と

に
は
な
ら
な
い
と
思
う
よ
。

B

"
な
る
ほ
ど
。
じ
ゃ
あ
、
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
け
ば
い

い
わ
け
で
す
ね
。

A
…
い
や
、
そ
う
い
う
わ
け
で
は
な
い
ん
だ
。

B

"
と
言
う
と
ど
う
い
う
こ
と
で
す
か
?

A
…
ま
あ
、
新
年
だ
か
ら
、
気
持
ち
も
切
り
替
え
て
、
根

本
的
な
こ
と
か
ら
考
え
て
み
よ
う
か

B

"
は
い
。

A

…
道
路
法
っ
て
な
ぜ
あ
る
の
か
。
考
え
て
み
た
こ
と
は

あ
る
か
い
。

B

道
路
法
の
目
的
で
す
ね
。

A

そ
う
。
道
路
法
の
第
一
条
だ
よ
ね
。

B

確
か
、
道
路
法
の
目
的
は
、
道
路
網
の
整
備
を
図
る

こ
と
で
す
よ
ね
。

A
…
う
ん
。
道
路
は
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
そ
の
効
用

を
充
分
果
た
す
こ
と
に
な
る
ん
だ
よ
ね
。
政
治
や
経
済

や
文
化
な
ど
の
面
か
ら
考
え
て
最
も
機
能
的
か
つ
効
率

的
な
道
路
網
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
し
て
作
り
上
げ
て
い

く
か
と
い
う
こ
と
と
、
現
実
に
一
般
交
通
の
用
に
供
さ

れ
て
お
り
、
ま
た
供
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
道
路
網
を

建
設
し
、
か
つ
最
適
に
管
理
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ

い
か
と
い
う
こ
と
と
い
う
こ
と
が
僕
た
ち
が
道
路
法
を

施
行
し
て
い
く
時
に
、
い
つ
も
考
え
る
必
要
が
あ
る
ん

だ
よ
。

B

…
都
道
府
県
道
も
市
町
村
道
も
、
も
ち
ろ
ん
国
道
も
含

め
て
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

A

"
そ
の
と
お
り
だ
ね
。
国
道
に
は
国
道
の
役
割
と
そ
の

役
割
に
応
じ
た
管
理
方
法
が
、
都
道
府
県
道
に
は
そ
の

役
割
と
管
理
方
法
が
、
市
町
村
道
に
は
そ
の
役
割
と
管

理
方
法
が
、
そ
れ
ぞ
れ
あ
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
が
そ
の
役

割
を
果
た
す
こ
と
に
よ
っ
て
、
道
路
が
本
当
に
役
割
を

は
た
す
こ
と
に
な
る
ん
だ
ね
。

B

…
市
町
村
が
合
併
し
た
ら
、
ど
う
な
る
ん
で
す
か
。

A
…
市
町
村
が
合
併
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
人
の
流
れ
と

か
、
物
の
流
れ
が
変
化
し
て
い
く
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、

他
に
も
学
校
や
図
書
館
な
ど
の
教
育
施
設
や
保
健
所
や

病
院
な
ど
医
療
施
設
の
配
置
な
ど
も
、
大
き
く
変
わ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
い
ろ
い
ろ
と
地
域
の
実
状
を
考

え
て
、
道
路
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
再
検
討
し
直
す
必
要

が
あ
る
わ
け
だ
。

B
…
な
る
ほ
ど
、
合
併
に
よ
っ
て
市
町
村
の
姿
が
変
化
し

て
い
け
ば
、
一
つ
一
つ
の
道
路
の
重
要
性
や
役
割
も
変

化
し
て
い
く
わ
け
で
す
ね
。

A
"
そ
う
だ
ね
。
だ
か
ら
市
町
村
が
合
併
し
た
ら
、
都
道

府
県
道
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
も
再
検
討
し
直
す
必
要
が
あ

る
と
思
う
よ
o

B
…
そ
う
か
、
新
し
い
地
域
の
姿
に
ふ
さ
わ
し
い
、
道
路

を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
言
う
こ
と
で
す
ね
。

A
"
ま
あ
、
そ
う
い
う
こ
と
だ
ね
。
ど
う
い
う
地
域
づ
く

り
を
し
た
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
、
皆
で
考
え
て
い
く

中
で
、
地
域
づ
く
り
の
大
き
な
要
素
と
し
て
、
道
路
も

考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
ん
だ
ね
。

B
…
な
る
ほ
ど
。
た
だ
、
単
に
合
併
に
よ
っ
て
地
域
名
が

な
く
な
っ
た
り
し
た
ら
、
路
線
の
名
前
も
変
更
す
る
必
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〈参考〉 道路法

(この法律の目的)
第一条 この法律は、 道路網の整備を図るため、道路に関して、 路線の指定及び

認定、 管理、 構造、 保全、 費用の負担区分等に関する事項を定め、 もって交通

の発達に寄与し、公共の福祉を増進することを目的とする。

(都道府県道の意義及びその路線の認定)

要
が
あ
り
ま
す
よ
ね
。
そ
の
時
っ
て
ど
う
い
う
対
応
を

す
れ
ば
い
い
ん
で
す
か
。

A
…
あ
あ
、
単
に
地
名
の
変
更
に
伴
う
路
線
名
の
変
更
だ

よ
ね
。
そ
の
時
は
路
線
が
変
更
し
た
訳
で
は
な
く
、
･

に
告
示
の
内
容
を
変
更
、訂
正
を
す
れ
ば
い
い
ん
だ
よ
。

　　
た う
訳 路
で 線

　
く 変
、 更
単 だ

第七条 第三条第三号の都道府県道とは、 地方的な幹線道路網を構成し、 且つ、
左の各号の一に該当する道路で、都道府県知事が当該都道府県の区域内に存す

る部分につき、 その路線を認定したものをいう。
(一 ~ 三 略)

四 二以上の市町村を経由する幹線で、 これらの市町村とその沿線地方に密接な

関係がある主要地、主要港又は主要停車場とを連絡する道路

(五以下 略)

B

…
分
か
り
ま
し
た
。本
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

A
"
こ
ち
ら
こ
そ
。
一
緒
に
頑
張
ろ
う
。

A B

… ･き
こ 分 る
ち か ね

議
会
の
議
決
も
必
要
が
な
い
の
で
、
す
ぐ
に
措
置
が
で

明治 2篭年末 7 1 , .3 1 4

･市町村の合併の特例に関する法律施行 (昭和4 0 . 3 . 2 9 )

昭和 4 0 年 4自 慰ゞ 諭;9 2

合併の特例に関する法律改正施行 (

平成 1 2 年 4月 3 ‐ゞ2 2 9
･市町村の合併の特例に関する法律改正施行 (平成1 1. 7 . 1 6 )
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国

浄
化
槽
の
占
用
許
可

(そ
の
こ

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

(電
話
)

坂
上
係
員

は
い
、
0
0
工
事
事
務
所
で
す
。

住

民
す
い
ま
せ
ん
。
あ
の

!
。
中
村
と
い
い
ま
す
け

ど
。
道
路
の
占
用
許
可
の
対
象
施
設
と
し
て
浄
化
槽
が

追
加
さ
れ
た
と
聞
い
た
ん
で
す
が
、
ど
の
よ
う
に
す
れ

ば
認
め
て
も
ら
え
る
の
で
し
ょ
う
か
?

坂
上
係
員

道
路
に
電
柱
や
看
板
な
ど
を
設
置
し
て
、
継
続
し
て

道
路
を
使
用
し
よ
う
と
さ
れ
る
場
合
に
は
、
道
路
管
理

者
の
許
可
を
受
け
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の

で
、
事
前
に
当
課
に
来
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
。

あ
、
そ
れ
か
ら
、
占
用
許
可
申
請
書
は
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
取
り
出
せ
ま
す
し
、
申
請
書
以
外
に
必
要
な
書

類
等
の
内
容
も
御
覧
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
こ
ち
ら
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
は

0
0
で
す
。

住

民
わ
か
り
ま
し
た
。
明
日
う
か
が
い
ま
す
。

坂
上
係
員

課
長
。
い
ま
住
民
の
方
か
ら
浄
化
槽
の
占
用
を
認
め

て
も
ら
え
な
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
認
め
た
事
例
が
な
い
の
で
、
調
べ
て
い

る
と
こ
ろ
な
ん
で
す
が
、
そ
も
そ
も
浄
化
槽
っ
て
、
ど

ん
な
も
の
な
ん
で
す
か
?

渡
邊
課
長

浄
化
槽
に
は
、
水
洗
ト
イ
レ
汚
水
だ
け
を
浄
化
す
る

｢単
独
処
理
浄
化
槽
｣
と
水
洗
ト
イ
レ
汚
水
と
台
所
や

風
呂
な
ど
か
ら
流
さ
れ
る
生
活
雑
排
水
を
あ
わ
せ
て
浄

化
す
る
｢合
併
処
理
浄
化
槽
｣
の
二
種
類
が
あ
る
ん
だ
。

合
併
処
理
浄
化
槽
の
中
で
は
、
そ
こ
に
住
む
微
生
物

に
よ
っ
て
汚
物
が
分
解
、
浄
化
さ
れ
、
浄
化
さ
れ
た
水

だ
け
が
放
流
さ
れ
、
汚
泥
は
そ
の
ま
ま
浄
化
槽
の
中
に

残
さ
れ
て
、
年
に
一
回
、
専
門
の
清
掃
業
者
が
除
去
す

る
ん
だ
。

坂
上
係
員

g

浄
化
槽
が
ど
ん
な
も
の
な
の
か
は
分
か
り
ま
し
た
。

1

で
も
、
ど
う
し
て
道
路
を
占
用
で
き
る
物
件
と
し
て

200

｢浄
化
槽
｣
が
追
加
さ
れ
た
ん
で
す
か
?

続

渡
邊
課
長

道

下
水
道
の
な
い
地
域
等
で
は
、
以
前
か
ら
、
家
庭
か

ら
出
る
生
活
雑
排
水
が
、
川
や
海
を
汚
す
原
因
に
な
っ

て
い
る
と
い
う
指
摘
が
あ
っ
た
。
そ
れ
で
、
平
成
三
一

年
に
浄
化
槽
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
て
、
浄
化
槽
の
定

義
か
ら
単
独
処
理
浄
化
槽
が
削
除
さ
れ
る
と
と
も
に
、

今
後
、
設
置
さ
れ
る
浄
化
槽
は
、
合
併
処
理
浄
化
槽
と

し
、
そ
れ
で
処
理
し
た
後
で
な
け
れ
ば
雑
排
水
を
川
な

ど
に
放
流
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
ん

だ
。こ

の
と
き
に
、
浄
化
槽
を
設
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
が
な

い
家
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
な

家
に
つ
い
て
は
、
道
路
の
占
用
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
合
併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
の

で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、
道
路
法
の
占
用
物
件
に

(注
)

も

｢浄
化
槽
｣
が
明
記
さ
れ
た
ん
だ
。

(注
)
浄
化
槽
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

(平
成
一

三
年
四
月
一
日
施
行
)
附
則
第
六
条
に
よ
り
、
道

路
法
の
一
部
が
改
正
さ
れ
、
道
路
法
第
三
二
条
第

一
項
第
五
号
に

｢浄
化
槽
｣
を
明
記



坂
上
係
員

そ
れ
で
は
、
そ
の
浄
化
槽
法
の
一
部
改
正
で
道
路
法

第
三
二
条
第
一
項
の
五
号
物
件
に

｢浄
化
槽
｣
が
追
加

さ
れ
る
ま
で
は
、
｢浄
化
槽
｣
の
占
用
は
認
め
ら
れ
な

か
っ
た
わ
け
で
す
ね
?

つ
ま
り
、
道
路
法
第
三
二
条

第
一
項
各
号
は
限
定
列
挙
だ
か
ら
、
厳
格
に
解
釈
す
べ

き
で
あ
り
、
｢浄
化
槽
｣
と
い
う
文
言
が
な
か
っ
た
以

上
は
、
｢占
用
物
件
該
当
性
｣
も
な
か
っ
た
か
ら
で
あ

る
、
エ
ヘ
ン
Q

渡
邊
課
長(そ

ん
な
に
偉
そ
う
に
言
う
こ
と
か
い
?
)
そ
の
点

に
つ
い
て
は
、
仮
に

｢浄
化
槽
｣
と
い
う
文
言
が
五
号

の
中
に
は
な
か
っ
た
と
し
て
も
、
｢そ
の
他
こ
れ
ら
に

類
す
る
施
設
｣
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
占
用
物
件
該

当
性
が
あ
る
。
も
っ
と
も
、
そ
れ
ま
で
に
占
用
許
可
申

請
が
あ
っ
た
事
例
も
聞
い
た
こ
と
が
な
い
け
ど
ね
。
い

ず
れ
に
し
ろ
、
こ
れ
ま
で
も
占
用
物
件
該
当
性
が
あ
っ

た
け
ど
、
そ
の
趣
旨
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
特
に
追

加
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
だ
、
エ
ヘ
ン
。

坂
上
係
員

そ
れ
は
課
長
の
見
解
で
す
か
?

渡
邊
課
長

と
、
国
土
交
通
省
の
人
が
言
っ
て
い
た
。

坂
上
係
員(そ

ん
な
に
偉
そ
う
に
言
う
こ
と
か
い
?

ま

っ
、

い
い
っ
か
J

｢占
用
物
件
該
当
性
｣
が
あ
る
と
な
る
と
、
次
に
検

討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は

｢許
可
基
準
適
合
性
｣

で
す
よ
ね
?

渡
邊
課
長

そ
う
、
そ
れ
が
順
番
だ
よ
。
(道
路
占
用
Q
&
A
第

二
回
~
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
と
道
路
占
用

(そ
の
2
)
を

参
照
)

坂
上
係
員

私
が
着
任
し
た
ば
か
り
の
こ
ろ
、
課
長
に
W
杯
の
バ

ナ
ー
広
告
や
横
断
幕
の
こ
と
で
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た

が
、
路
上
広
告
物
な
ん
か
に
つ
い
て
は
、
占
用
許
可
基

準
を
定
め
た
通
達
が
あ
り
ま
し
た
よ
ね
。
浄
化
槽
に
つ

い
て
も
こ
ん
な
通
達
の
基
準
は
な
い
ん
で
す
か
?

許

可
基
準
適
合
性
の
判
断
に
必
要
な
気
が
し
ま
す

力

!
。
行
政
手
続
法
第
五
条
で
も
審
査
基
準
を
定

め
な
い
と
い
け
な
い
と
書
い
て
あ
る
じ
ゃ
な
い
で
す

か
?

渡
邊
課
長

鋭
く
な
っ
た
ね
え
、
坂
上
さ
ん
。
(ヤ
バ
イ
な
)
じ

ゃ
あ
、
そ
の
答
え
は
次
回
に
。
(そ
れ
ま
で
に
調
べ
て

お
こ
う

っ
と
。)

(続
く
)

行
政
手
続
法
第
五
条
第
一
項

行
政
庁
は
、
申
請
に
よ
り
求
め
ら
れ
た
許
認
可

等
を
す
る
か
ど
う
か
を
そ
の
法
令
の
定
め
に
従
っ
て

判
断
す
る
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
基
準

(以
下

｢審

査
基
準
｣
と
い
う
。)
を
定
め
る
も
の
と
す
る
。
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長
野
県
道
上
建
物
倒
壊
自
動
車
損
傷
事
故

損
害
賠
償
請
求
事
件

〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
三
年
一
〇
月
五
日

長
野
地
方
裁
判
所
上
田
支
部

請
求
棄
却

1

事
件
の
概
要

県
道
か
ら
約
二
二
m
離
れ
た
山
林
斜
面

(民
地
)
が
崩

落
し
、
こ
れ
に
よ
り
流
出
し
た
土
砂
で
同
県
道
沿
い
に
設

置
さ
れ
て
い
た
物
置
が
路
上
に
倒
壊
、
路
上
を
走
行
し
て

い
た
普
通
乗
用
車
の
上
に
落
下
し
、
同
車
を
損
傷
さ
せ
た

事
故
で
、
同
車
の
所
有
者
が
道
路
管
理
者
で
あ
る
県
に
営

造
物
の
管
理
上
の
瑕
疵
を
理
由
に
損
害
賠
償
請
求
を
し

た
。
(な
お
、
物
置
所
有
者
に
も
土
地
工
作
物
の
維
持
管

理
義
務
違
反
を
理
由
に
損
害
賠
償
請
求
を
し
て
い
る
。)

盆
祠
求
額
"
一
九
六
万
四
、
六
二
一
円
)。

2

被
告
長
野
県
の
過
失
の
有
無

①

本
件
物
置
の
倒
壊
に
関
し
て

ア

原
告
の
主
張

道
路
管
理
者
に
は
、
道
路
法
第
四
四
条
に
よ
り
沿

道
区
域
の
竹
木
及
び
工
作
物
の
管
理
者
に
対
し
て
損

害
を
防
止
す
る
た
め
に
必
要
な
措
置
を
命
ず
る
権
限

が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
と
も
に
沿
道
部
分
か
ら
の
危

険
物
落
下
等
に
よ
る
危
害
を
防
止
す
る
義
務
も
当
然

に
負
っ
て
い
る
。
本
件
に
お
い
て
、
道
路
管
理
者
で

あ
る
長
野
県
は
、
脆
弱
な
基
礎
及
び
駆
体
を
有
す
る

本
件
物
置
に
つ
い
て
日
常
的
に
パ
ト
ロ
ー
ル
や
点
検

を
実
施
す
れ
ば
こ
れ
が
台
風
の
豪
雨
等
に
よ
り
県
道

に
落
下
す
る
危
険
性
は
十
分
予
見
で
き
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
所
有
者
に
十
分
な
補
強
工
事
を
命
じ
な
か

っ
た
こ
と
は
、
災
害
発
生
防
止
義
務
を
負
う
道
路
管

理
者
と
し
て
重
大
な
過
失
で
あ
る
。

イ

原
告
の
主
張
に
対
す
る
被
告
の
認
否

道
路
法
第
四
四
条
に
規
定
す
る
道
路
管
理
者
の
措

置
命
令
は
、
沿
道
区
域
の
土
地
等
の
管
理
者
に
消
極

的
作
為
義
務
を
課
す
に
と
ど
ま
り
、
道
路
管
理
者
が

沿
道
部
分
か
ら
の
危
険
物
落
下
等
に
よ
る
危
害
を
防

止
す
る
義
務
を
負
う
こ
と
を
規
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
本
件
に
お
い
て
、
道
路
管
理
上
の
瑕
疵
が
肯
定

さ
れ
る
た
め
に
は
、
本
件
物
置
が
倒
壊
し
、
通
行
に

危
害
を
及
ぼ
す
こ
と
を
道
路
管
理
者
に
お
い
て
予
見

で
き
た
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
本
件
物
置

は
原
告
の
父
に
よ
り
最
近
ま
で
使
用
さ
れ
て
お
り
、

外
観
か
ら
は
そ
の
基
礎
が
脆
弱
で
あ
る
と
は
到
底
解

さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
、
道
路
管
理
者
が
日
常
的
な
パ

ト
ロ
ー
ル
等
に
お
い
て
住
民
の
敷
地
に
立
ち
入
り
、

建
物
基
礎
の
内
部
構
造
が
強
固
な
も
の
で
あ
る
か
否

か
調
査
す
る
こ
と
ば
不
可
能
で
あ
る
こ
と
、
ま
た
、

本
件
物
置
の
倒
壊
は
背
後
の
山
林
斜
面
の
崩
落
に
よ

っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
判
断
す

れ
ば
、
道
路
管
理
者
に
お
い
て
本
件
物
置
の
倒
壊
を

予
見
で
き
た
可
能
性
は
全
く
な
く
、
長
野
県
に
は
道

路
管
理
上
の
瑕
疵
は
な
か
っ
た
と
言
え
る
。

②

本
件
県
道
の
通
行
規
制
に
関
し
て
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ア

原
告
の
主
張

本
件
事
故
現
場
は
、
崖
の
迫
っ
て
い
る
狭
縊
な
道

路
に
あ
っ
て
、
そ
の
崖
の
上
に
は
基
礎
の
脆
弱
な
建

物
が
存
し
、
降
雨
時
に
お
け
る
事
故
発
生
の
蓋
然
性

が
高
い
箇
所
で
あ
る
が
、
本
件
事
故
当
日
に
お
い
て

は
、
そ
の
数
日
前
か
ら
予
想
さ
れ
て
い
た
相
当
量
の

降
雨
に
よ
り
事
故
発
生
の
蓋
然
性
は
よ
り
高
い
も
の

と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
箇
所
に
お
い
て
、
道

路
管
理
者
は
崖
崩
れ
等
に
よ
る
道
路
へ
の
危
害
を
防

止
す
る
た
め
、
パ
ト
ロ
ー
ル
を
大
幅
に
強
化
し
、
必

要
に
応
じ
て
通
行
制
限
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
と
こ

長
野
県
道
上
建
物
倒
壊
自
動
車
損
傷
事
故

損
害
賠
償
請
求
事
件

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課
訟
務
係



る
、
本
件
降
雨
時
、
県
は
対
応
職
員
を
増
員
す
る
こ

と
も
な
く
、
事
故
予
防
に
必
要
な
措
置
を
何
ら
講
じ

な
か
っ
た
も
の
で
あ
り
、
道
路
管
理
者
と
し
て
重
大

な
過
失
で
あ
っ
た
。

イ

原
告
の
主
張
に
対
す
る
被
告
の
認
否

本
件
事
故
現
場
の
道
路
は
、
崩
落
し
た
斜
面
と
の

間
に
奥
行
き
約
二
二
m
の
水
平
な
宅
地
を
挾
ん
で
お

り
、
｢崖
の
迫
っ
て
い
る
道
路
｣
と
は
い
え
ず
、
平

成
八
年
か
ら
本
件
事
故
現
場
付
近
で
異
常
が
発
見
さ

れ
た
こ
と
が
な
く
、
県
道
全
体
で
も
昭
和
六
一
年
以

降
災
害
に
関
係
す
る
全
面
通
行
止
め
が
な
さ
れ
た
こ

と
が
な
い
道
路
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
道
路
に
お
い

て
、
本
件
事
故
は
事
故
直
前
の
短
時
間
に
お
け
る
多

量
の
降
雨
が
原
因
で
引
き
起
こ
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ

て
、
道
路
管
理
者
が
事
前
に
、
降
雨
に
よ
り
斜
面
が

崩
落
し
、
そ
の
土
砂
が
約
二
二
m
の
平
地
を
つ
た
っ

て
道
路
沿
い
の
本
件
物
置
を
移
動
、
倒
壊
さ
せ
る
と

い
う
事
態
を
予
測
し
、
パ
ト
ロ
ー
ル
の
大
幅
強
化
や

通
行
制
限
等
の
措
置
を
と
る
こ
と
は
到
底
不
可
能
で

あ
る
。
な
お
、
本
件
事
故
当
日
、
県
の
建
設
事
務
所

で
は
二
四
時
間
体
制
で
情
報
収
集
、
災
害
対
応
に
あ

た
っ
て
お
り
、
道
路
管
理
者
と
し
て
重
大
な
過
失
が

あ
っ
た
と
は
い
え
な
い
。

3

判
決
の
概
要

被
告
ら
が
本
件
斜
面
の
崩
落
及
び
本
件
物
置
の
落
下
を

予
測
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
防
止
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
き
、

被
告
ら
に
管
理
者
と
し
て
の
過
失
が
あ
っ
た
と
は
認
め
ら

れ
な
い
と
し
、
原
告
の
請
求
を
い
ず
れ
も
棄
却
し
た
。

4

被
告
長
野
県
の
責
任
に
関
す
る
判
決
の
ポ
イ
ン
ト

①

本
件
物
置
の
倒
壊
に
つ
い
て

営
造
物
の
設
置
及
び
管
理
上
の
瑕
疵
の
有
無
は
、
当

該
営
造
物
の
構
造
、
用
法
、
場
所
的
環
境
及
び
利
用
状

況
等
諸
般
の
事
情
を
総
合
考
慮
し
て
、
個
別
、
具
体
的

に
判
断
す
べ
き
と
こ
ろ
、
本
件
事
故
現
場
を
含
む
本
件

道
路
に
つ
い
て
は
、
過
去
に
災
害
関
係
の
通
行
止
め
措

置
が
と
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
た
、
通
行

者
及
び
付
近
の
住
民
か
ら
の
異
常
の
通
報
を
う
け
る
こ

と
も
な
く
、
管
理
者
に
お
い
て
災
害
の
発
生
は
認
識
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
な
道
路

に
お
い
て
、
本
件
斜
面
崩
落
は
、
観
測
史
上
最
大
の
時

間
雨
量
を
記
録
す
る
豪
雨
が
原
因
で
お
こ
っ
た
も
の
で

あ
り
、
ま
た
、
本
件
物
置
の
倒
壊
は
崩
落
土
砂
の
異
常

な
外
力
に
よ
る
も
の
で
り
さ
道
路
管
理
者
が
通
常
の
パ

ト
ロ
ー
ル
等
で
こ
れ
ら
の
事
故
を
予
見
す
る
こ
と
は
困

難
で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
ず
、
し
た
が
っ
て
建
物

基
礎
等
の
補
強
工
事
を
命
じ
る
義
務
が
あ
っ
た
と
認
め

る
こ
と
も
で
き
な
い
。
よ
っ
て
、
被
告
長
野
県
が
事
故

防
止
措
置
を
と
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
本
件
道
路
の
管
理

上
の
瑕
疵
に
あ
た
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。

②

本
件
道
路
の
通
行
規
制
に
つ
い
て

本
件
道
路
は
、
過
去
の
災
害
事
例
は
認
識
さ
れ
て
お

ら
ず
、
ま
た
、
一
定
の
雨
量
に
達
し
た
場
合
に
事
前
に

通
行
規
制
が
な
さ
れ
る
旨
の
指
定
を
受
け
て
い
る
道
路

で
も
な
く
、
さ
ら
に
沿
道
の
物
置
に
つ
い
て
も
、
危
険

が
認
め
ら
れ
る
状
況
で
も
な
か
っ
た
の
で
あ
る
か
ら
、

本
件
事
故
現
場
に
つ
い
て
道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化

し
、
事
前
に
通
行
制
限
等
措
置
を
講
ず
る
こ
と
は
困
難

で
あ
っ
た
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
よ
っ
て
、
県
が
本

件
道
路
に
事
前
に
通
行
制
限
等
措
置
を
講
じ
な
か
っ
た

こ
と
が
、
本
件
道
路
の
管
理
上
の
瑕
疵
に
あ
た
る
と
い

う
こ
と
は
で
き
な
い
。

A :物置 (倒壊した建物)、 B :専用住宅 (2階建)、 C :資材置場、

D :専用住宅 (平屋)、 E :物置、 F :物置、 E :物置、 F :物置

倒壊した建物の状況
、
倒

烈

幅

2

　
　

専

ふき

お



鱈
の
頭
や
エ
ラ
、
中
骨
、
内
臓
と

大
根
や
ネ
ギ
を
入
れ
て
味
噌
仕
立
て

で
仕
上
げ
ま
す
。
内
臓
か
ら
出
る
脂

が
こ
く
を
出
し
、
体
を
芯
か
ら
温
め

る
言
明

私
も
大
好
物
で
す
。

道行セ 2002,1 5 7

た
つ
鍋

｣

鱈
の
白
子

(た
つ
)
を
使
い
ま
す
。

じ
ゃ
っ
ぱ
汁
は
内
臓
や
骨
の
濃
い
味

わ
い
を
楽
し
み
ま
す
が
、
こ
ち
ら
は

ラ
ユ
の
デ
オ
モ
リ
も
ド
ウ
デ
ス
カ

青
森
県
塞
泉
事
務
所

舘
山

治
彦

み
な
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。
青
森

県
の
舘
山
と
申
し
ま
す
。
東
京
事
務

所
に
勤
務
し
て
二
年
目
と
な
り
ま

す
。
今
年
度
は
と
ん
び
会
の
北
海

道
･
東
北
ブ
ロ
ッ
ク
の
幹
事
を
務
め

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　　　　　　　　　　　 　　
八甲田山 }瓶

弱

さ
き

　

　
　
　

　

　　
　　
　

　

　　　
　

　

　

　

　

　
　　　

　　　
　

　

年
が
明
け
、
冬
も
本
番
を
迎
え
て

い
ま
す
が
、
み
な
さ
ん
い
か
が
お
す

ご
し
で
し
ょ
う
か
。
寒
い
の
は
嫌
だ

と
言
っ
て
家
に
閉
じ
こ
も
り
が
ち
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
こ
ん
な
と
き

こ
そ
寒
い
場
所
へ
出
か
け
る
の
も
冬

を
楽
し
む
醍
醐
味
だ
と
思
い
ま
せ
ん

か
。
そ
ん
な
人
の
た
め
に
青
森
県
で

は
様
々
の
メ
ニ
ュ
ー
を
御
用
意
し
て

い
ま
す
。

｢厳
寒
の
津
軽
半
島
北
端
の
竜
飛

岬
で
津
軽
海
峡
の
風
と
海
鳴
り
を

体
験
す
る
｣

｢も
ん
ぺ
、
角
巻
き
、
カ
ン
ジ
キ

姿
で
殴
り
つ
け
る
よ
う
な
地
吹
雪

を
体
験
す
る
｣

｢晴
れ
た
と
き
に
は
爽
快
、
吹
雪

で
は
峻
厳
の
冬
の
八
甲
田
の
大
雪

原
を
行
群
す
る
｣

ど
う
で
す
か
、
す
ぐ
に
で
も
行
っ
て

み
た
く
な
り
ま
せ
ん
か
。
も
ち
ろ
ん
、

ス
キ
ー
や
ス
ケ
ー
ト
と
い
っ
た
ウ
イ

ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
、
あ
る

い
は
温
泉
に
入
り
心
と
体
を
癒
す
な

ど
、
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
メ
ニ
ュ
ー
も
盛

り
だ
く
さ
ん
御
用
意
し
て
お
り
ま

す
。さ

て
、
冬
な
ら
で
は
の
楽
し
み
と

い
え
ば
、
冷
え
た
体
を
芯
か
ら
温
め

て
く
れ
る
鍋
料
理
も
忘
れ
て
は
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、
今
回
は
、
青
森

県
内
の
代
表
的
な
鍋
料
理
を
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

じ
ゃ
っ
ぱ
汁

冬
の
青
森
の
食
の
象
徴
で
あ
る
鱈

を
使
っ
た
代
表
的
な
郷
土
料
理
。



比
較
的
あ
っ
さ
り
し
て
い
ま
す
。
白

子
の
と
ろ
け
る
よ
う
な
食
感
が
絶
妙

で
す
。

け
の
汁

け
の
汁
と
は

｢七
草
が
ゆ
｣
の
粥

の
汁
が
な
ま
っ
た
も
の
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

昔
は
嫁
が
小
正
月
の

｢薮
入
｣
に

実
家
に
戻
っ
た
際
、
骨
休
め
に
食
し

た
も
の
で
、
大
豆
、
大
根
、
ニ
ン
ジ

ン
、
ゴ
ボ
ウ
、
凍
豆
腐
、
コ
ン
ニ
ャ

ク
、
山
菜
な
ど
を
細
か
く
刻
ん
で
味

噌
を
加
え
煮
こ
ん
だ
も
の
。
大
鍋
を

使
っ
て
煮
、
少
し
づ
つ
温
め
直
し
て

食
べ
ま
す
。
日
を
重
ね
る
ほ
ど
に
味

が
染
み
込
み
材
料
の
う
ま
さ
が
に
じ

み
出
て
き
ま
す
。
余
り
に
も
身
近
な

家
庭
料
理
の
た
め
、
店
で
は
あ
ま
り

扱

っ
て
い
ま
せ
ん
。

せ
ん
べ
い
汁

せ
ん
べ
い
?

と
耳
を
疑
わ
れ
る

方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

れ
っ
き
と
し
た
県
南
地
方
を
代
表
す

る
郷
土
料
理
。
小
麦
粉
で
作
っ
た
汁

用
特
製
煎
餅
を
ほ
ど
よ
く
焼
き
、
こ

れ
を
メ
イ
ン
の
具
と
し
ま
す
。
昆

布
･
煮
干
で
ダ
シ
を
と
り
、
醤
油
で

味
付
け
鶏
肉
、
椎
茸
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ゴ
ボ
ウ
な
ど
を
入
れ
ま
す
。
せ
ん
べ

い
が
独
特
の
食
感
を
生
み
出
し
、
コ

ク
と
ま
ろ
や
か
さ
が
味
わ
い
深
い
一

子
供
の
こ
ろ
は
、
風
邪
を
引
い
た

品
で
す
。

時
に
よ
く
食
べ
た
も
の
で
す
。
(食

津
軽
地
方
出
身
の
私
は
、
二
〇
数

欲
が
な
い
と
き
で
も
食
べ
ら
れ
ま

年
間
、
こ
の
料
理
の
存
在
を
知
り
ま

す
。)

せ
ん
で
し
た
。

貝
焼
き
味
噌

鍋
料
理
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私

の
好
き
な
一
品
と
い
う
こ
と
で
あ
え

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

大
き
め
の
ホ
タ
テ
の
貝
殻
を
鍋
代

わ
り
に
使
い
、
適
量
の
水

(ダ
シ
も

入
れ
る
)
に
味
噌
を
溶
い
て
卵
で
と

じ
た
も
の
。
店
に
行
く
と
、
ホ
タ
テ

や
豆
腐
、
マ
ツ
モ
、
岩
ノ
リ
な
ど
具

が
入
っ
て
い
ま
す
。

今
年
の
三
一月
に
は
、
青
森
県
民

の
長
年
の
悲
願
で
し
た
東
北
新
幹
線

の
青
森
県

(八
戸
駅
)
で
の
開
業
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
東
京
か
ら
は

三
時
間
以
内
で
青
森
県
に
行
く
こ
と

が
で
き
、
ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
ま

す
。
今
回
、
紹
介
し
た
も
の
は
、
青

森
県
の
魅
力
の
ご
く
一
部
に
し
か
す

ぎ
ま
せ
ん
。
是
非
、
直
接
足
を
運
ん

で
い
た
だ
き
、
生
の
青
森
県
の
魅
力

に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う

か
。

　
　　
　　
　
　て

もし嫌

,

.
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理
由
を
お
知
り
に
な
り
た
い
方
は
、

あ
な
た
は
｢や
ま
ぐ
ち
｣
を
知
っ
て
い
ま
す
か
?

謹
ん
で
初
春
の
お
慶
び
を
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
が
社
会
資
本
整
備
の

着
実
な
推
進
の
た
め
、
よ
り
良
き
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
祈
念
い
た
し
ま

す
。
･
･
･
っ
て
な
感
じ
で
書
き
始

め
ま
し
た
が
、
お
読
み
い
た
だ
く
の

は
、
正
月
気
分
も
抜
け
き
っ
た
頃
で

し
ょ
う
か
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は
、

ま
だ

｢昨
年
｣
で
、
怒
涛
の
要
望
活

動
シ
ー
ズ
ン
も
終
わ
り
、
初
の

｢財

務
省
｣
原
案
内
示
の
対
応
準
備
を
始

め
よ
う
か
と
い
う
時
期
で
す
。
心
静

か
に
原
稿
を
書
い
て
い
る
と
、
高
速

自
動
車
国
道
な
ど
社
会
資
本
整
備
の

あ
り
方
が
日
本
中
で
議
論
さ
れ
た
激

動
の

｢昨
年
｣
一
年
間
を
振
り
返
っ

て
し
ま
い
ま
し
て
、
不
フ
年
｣

へ
の

期
待
か
ら
思
わ
ず
こ
ん
な
書
き
出
し

山
口
県
東
京
事
務
所

1 ま い ん を セ た

露鷺鑓鳶妻等溝総環璧美麗参
　 　　　

　 　　　　　　
　　　　　　　

　　　　　　
ん ハ ん 、 、 た

と
な
り
ま
し
た
。
国
土
交
通
省
道
路

局
を
は
じ
め
、
関
係
の
皆
様
方
の
御

尽
力
に
対
し
、
心
か
ら
敬
意
を
表
し

ま
す
。
｢
と
ん
び
｣
に
と

っ
て
も

｢昨
年
｣
は
ハ
ー
ド
な
年
だ
っ
た
わ

け
で
、
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で
し

た
。や

っ
と

｢と
ん
び
｣
な
る
単
語
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
｢道
路
行
政

セ
ミ
ナ
ー
｣
に

｢と
ん
び
の
広
場
｣

を
設
け
て
い
た
だ
い
て
半
年
。
｢と

ん
び
｣
の
存
在
は
認
知
し
て
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
参
考

ま
で
に
資
料
①
を
添
付
し
ま
す
。

と
ん
び

【鳶
】
①
ワ
シ
タ
カ
目
の
鳥
。
②

(ト
ン
ビ
が
物
を
さ
ら
う
の
に
似
て
い
る
か

ら
い
う
)
通
り
が
か
り
に
店
先

･
門
口
の
も

の
な
ど
を
か
す
め
と
る
泥
棒
。
(以
上
広
辞

苑
ょ
り
)
③
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
の

東
京
事
務
所
に
お
い
て
土
木

(建
築
)
所
管

部
局
を
担
当
す
る
者
が
任
意
に
組
織
し
た

｢全
国
都
道
府
県
･
政
令
指
定
都
市
国
土
交

通
省
担
当
者
連
絡
協
議
会
｣
(通
称

｢と
ん

び
会
｣
)
の
構
成
員
。
羽
根
や
嘴
が
無
い
こ

と
か
ら
①
の
ト
ン
ビ
と
は
容
易
に
見
分
け
が

っ
く
が
、
鴫

(泣
)
き
な
が
ら
グ
ル
グ
ル
飛

び
回
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
類
似
点
も
少
な
く

な
い
。
な
お
、
②
の
ト
ン
ビ
の

｢店
先
･
門

口
｣
を

｢札
の
上
な
ど
｣
に
、
｢も
の
｣
を

｢資
料
｣
に
改
め
て
は
な
ら
な
い
。

廣

川

隆

さ
て
、
よ
う
や
く

｢西
か
ら
･
東

か
ら
｣
の
本
文
で
す
。
本
州
の
最
西

端
に
位
置
す
る
わ
が
山
口
県
に
つ
い

て
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

皆
様
、
山
口
県
の
こ
と
を
知
っ
て
お

ら
れ
ま
す
で
し
ょ
う
か
。
自
動
車
を

運
転
し
て
い
て
、
目
に
入
る
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
色
は
白
だ
と
決
め
つ
け
て

い
ま
せ
ん
か
。
山
口
県
で
は
県
管
理

国
道
、
県
道
に
は
黄
色
い
ガ
ー
ド
レ

ー
ル
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
連
絡
を
。
多
少
マ
ニ
ア
ッ
ク
で
す

が
本
県
の
概
要
に
つ
い
て
、
添
付
資

料
②
参
照
の
こ
と
。

資
料
②

道行セ 2002.

0
面
積
六
、

一
一
0
･
四
五
姉

(全
国
比

一
,
六
%
)

○
人
口
一
、
五
二
八
、
一

〇
七
人

(全
国
比
一
･
二
%
)

○
市
町

村
数

一
四
市
三
七
町
五
村

0
都
道
府
県
普
通
会
計
歳
出
決
算
額

(
三

年
度
)
八
、
五
八
九
億
円

○
県
の
シ
ン
ボ
ル

県
花

(夏
み
か
ん
の
花
)

県
木

(ア
カ
マ
ツ
)

県
獸

(本
州
鹿
)

県
鳥

(ナ
ベ
ヅ
ル
)

県
の
魚

(ふ
ぐ
)

○
日
本
一
多
い
も
の

ふ
ぐ
の
水
湯
量
、
ソ

ー
ダ
工
業
製
品
出
荷
額
、
ビ
タ
ミ
ン
類
出

荷
量
、
お
み
く
じ
出
荷
量
、
国
指
定
の
天

然
記
念
物
の
数
、
輩
出
し
た
宰
相
の
数
、

(以
下
世
界
ニ

カ
ニ
蒲
鉾
製
造
装
置
出

荷
量
、
大
型
建
設
車
両
用
タ
イ
ヤ
出
荷
量

○
日
本
で
最
初
の
教
会

(
一
五
五

一
年
)
、

ク
リ
ス
マ
ス

(翌
五
二
年
)
(山
口
市
)

○
日
本
一
大
き
い
鍾
乳
洞

秋
芳
洞
(秋
芳

町
)

○
日
本
一
小
さ
い
火
山

笠
山

(萩
市
)

山
口
県
の
紹
介
に
あ
た
っ
て
、

｢昨
年
｣
は
必
須
項
目
が
あ
り
ま
し

た
。
二
一
世
紀
最
初
の
年
に
、
お
そ

ら
く
二
一
世
紀
の
山
口
県
の
重
要
な

出
来
事
の
一
つ
と
な
る
で
あ
ろ
う

｢山
口
き
ら
ら
博
｣
が
開
催
さ
れ
た

こ
と
で
す
。
目
標
入
場
者
数
二
〇
〇

木′ノン



万
人
を
は
る
か
に
上
回
る
｢予
想
外
｣

の
二
五
一
万
人
も
の
方
々
に
ご
入
場

　
　
　

　
　山

沁テで
いち

ぶ̂
んゞ
を

さ
ゞ

　　
　
　

　
　

　　　　　　
　
　

　　
　

い
た
だ
き
、
大
成
功
の
う
ち
に
幕
を

閉
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
誠
に

越
さ
、を
安
ト
rAM受を蝮
鰓
駈

っ
ム　入場者で賑わったきらら博

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
山
陽
自
動
車
道
宇
部
下
関

線
、
一
般
国
道
二
号
小
郡
道
路
、
一

般
県
道
山
口
阿
知
須
宇
部
線
な
ど
周

辺
道
路
の
整
備
促
進
に
御
尽
力
を
い

た
だ
き
、
お
か
げ
さ
ま
で
博
覧
会
に

間
に
合
う
よ
う
整
備
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
誌
面
を
お
借
り
し
て
、
関
係
の

方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
数
年
、
東
京
で
も
こ
の
博
覧

会
に
つ
い
て
、
チ
ラ
シ
配
り
等
々
P

R
活
動
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
そ

の
中
で
、
東
京
か
ら
見
た

｢や
ま
ぐ

ち
｣
に
つ
い
て
、
考
え
さ
せ
ら
れ
る

こ
と
が
多
々
あ
り
ま
し
た
。
チ
ラ
シ

を
受
け
取
っ
て
く
れ
た
人
か
ら

｢旅

行
に
行
っ
た
け
ど
、
よ
か
っ
た
で
す

よ
。
｣
等
の
嬉
し
い
リ
ア
ク
シ
ョ
ン

も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
意
外
と
い

う
か
、
当
然
と
い
う
か
、
｢
や
ま
ぐ

ち
｣
は
結
構
マ
イ
ナ
ー
で
し
た
。
例
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え
ば
、
曰
く

｢島
根
、
鳥
取
と
区
別

つ
か
な
い
ん
で
す
よ
。
｣
と
か
、

女
…
｢九
州
で
し
ょ
。
好
き
で
す
よ
。｣

男
"
｢バ
カ
だ
な
あ
。
下
関
ま
で
が

九
州
だ
よ
。｣

･
･
･
。
極
め
つ
け

は
、あ
る
御
婦
人
の
刺
激
的
な
一
言
。

｢
へ
え
、
そ
お
。
や
ま
ぐ
ち
け
ん
っ

て
の
が
あ
る
の
。｣
こ
れ
は
厳
し
い
。

山
口
県
で
聞
い
て
も
茨
城
、
栃
木
、

群
馬
の
位
置
関
係
と
県
庁
所
在
地
が

わ
か
ら
な
い
人
は
き
っ
と
存
在
し
ま

す
。
｢バ
ル
ト
三
県
｣
富
山
、
石
川
、

福
井
も
危
う
い
。
(具
体
的
な
名
称

を
出
し
て
す
い
ま
せ
ん
。
深
い
意
味

は
あ
り
ま
せ
ん
。)
で
も
、
少
な
く

と
も
県
名
ぐ
ら
い
わ
か
る
で
し
ょ

う
、
ふ
つ
う
。

｢や
ま
ぐ
ち
｣
だ
っ
て
名
前
ぐ
ら

い
聞
い
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ふ
ぐ

(地
元
で
は

｢ふ
く
｣
と
呼
び

ま
す
。)、
ウ
ニ
、
萩
焼
、
大
内
塗
、

大
理
石
加
工
品
、
秋
吉
台
山
焼
き
、

錦
帯
橋
の
鵜
飼
、
金
子
み
す
ず
、
中

原
中
也
、
壇
ノ
浦
の
合
戦
、
武
蔵
と

小
次
郎
巌
流
島
の
戦
い
、
明
治
維
新
、

松
田
優
作
、山
崎
ま
さ
よ
し

!
o

何
か
あ
る
で
し
ょ
う
。
あ
の
御
婦
人

は
た
ぶ
ん
特
別
な
お
方
だ
っ
た
と
は

思
い
ま
す
が
、
｢や
ま
ぐ
ち
｣
を
知

ら
な
い
人
が
い
た
と
い
う
衝
撃
は
忘

れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。
タ
イ
ト

ル
に
戻
り
ま
す
が
、
あ
な
た
は

｢や

ま
ぐ
ち
｣
を
知
っ
て
い
ま
す
か
?

確
か
に
、
東
京
に
暮
ら
し
て
い
る

と

｢や
ま
ぐ
ち
｣
と
い
う
名
前
を
メ

資料③

正 式 名 称

烈團
会
ポ

覧

ス潴轢
い

れ
ジ

愛 称 山口きらら博

テ ー マ いのち燦 (きら) めく未来へ

サ ブ テ ー マ

ふくた
ひ

ど
、

つ

期

を

む

に

ろ
ず
育
来

こ
か
を
未

こ
生
恵

、

ぬ
椛
釦
欲

つ
叡
び
生

見

の
学

に

を
地

に
史

鱗
状
鱗
歴

い
海

い
ちの

ち
ち
ち

い

の
の
の
と

い
い
い
会

と
と
と
社

と
然
業
城

ひ
目
産
地

開 催 期 間
間口

]"
髭
※

仕
旧

[口
口
]

14
30

月
月

鉾域
会 場 山口県阿知須町きらら浜 (会場面積約38ha)

入 場 者 数

燃鰔鯰弘瞑
最 多 入 場

芻撮徴槻
9

エ
日
や裏

主 催 21世紀未来博覧会協会

主なイベント
、

パビリオン 謠鰔
刊

乱
秀群沸け

ま

フ謙郷獺増

デ
ィ
ア
で
見
つ
け
る
こ
と
は
、
め
っ

た
に
あ
り
ま
せ
ん
。
地
方
か
ら
も
っ

と
情
報
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
を
痛
感
し
ま
し
た
。
情
報
の
発

信
、
物
的
･
人
的
交
流
。
言
葉
と
し

て
は
よ
く
聞
き
ま
す
が
、
本
当
に
大

切
な
こ
と
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

(き
っ
と
、
高
規
格
幹
線
道
路
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
も
必
要
な
ん
で
す
。
山
陰

自
動
車
道
と
か
。)
そ
の
意
味
に
お

い
て
も
、
｢昨
年
｣
の

｢山
口
き
ら

ら
博
｣
は
大
成
功
で
し
た
。
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
い
っ
ぱ
い
の
手
作
り
み
た
い

な
感
じ
で
、
結
構
す
ご
い
内
容
の
仕

事
を
や
り
遂
げ
た
こ
と
。
こ
れ
は

｢今
年
｣
以
降
、
｢や
ま
ぐ
ち
｣
か
ら

全
国
へ
｢元
気
｣
を
発
信
し
て
い
く

た
め
の
よ
い
財
産
と
な
っ
た
も
の
と

信
じ
て
お
り
ま
す
。
博
覧
会
の
概
要

は
資
料
③
の
と
お
り
。
｢た
く
さ
ん

の
元
気
と
感
動
を
あ
り
が
と
う
｣

道行セ 2002.1 “

気
が
つ
い
た
ら
、
ノ
ル
マ
の
文
字

数
を
超
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。所
詮
、

誌
面
上
で
紹
介
す
る
に
は
、
限
界
が

あ
り
ま
す
。
ぜ
ひ
と
も
山
口
に
お
越

し
く
だ
さ
い
ま
せ
。
山
口
県
未
体
験

の
方
。
地
理
に
自
信
の
な
い
方
。
都

道
府
県
名
を
全
部
言
え
な
い
方
。
お

い
し
い
魚
が
食
べ
た
い
方
。
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

｢お
い
で
ま
せ
。
や
ま
ぐ
ち
へ
｣



圓
シリーズ

『鱸◎駅』

飛騨繭曲に育つ、
道の駅 ｢パスカル清見｣ (岐阜県)

総支配人 岩本 隆

は
じ
め
は
何
に
も
な
い
村
か
ら

岐
阜
県
大
野
郡
清
見
村
は
、
高
山
市
の
西
に
隣
接

し
高
山
駅
か
ら
車
で
一
五
分
ほ
ど
の
位
置
に
村
の
中

心
が
あ
り
ま
す
。
総
面
積
三
五
九
･
二
船
の
広
大
な

村
に
二
、
六
五
〇
人
ほ
ど
の
住
民
が
暮
ら
す
山
村
で

す
。
昭
和
三
〇
年
に
は
四
、
七
五
三
人
で
あ
っ
た
人

口
も
昭
和
五
五
年
に
は
二
、
三
五
一
人
ま
で
減
少
し

過
疎
の
傾
向
で
あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
で
は
微
増
に

転
じ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
こ
の
広
大
な
村
の
地
域

に
よ
っ
て
は
高
齢
化
と
過
疎
化
が
相
変
わ
ら
ず
進
行

し
、
集
落
機
能
が
停
滞
す
る
可
能
性
も
発
生
し
て
き

ま
し
た
。
ま
た
こ
れ
だ
け
広
い
村
で
あ
り
な
が
ら
、

ス
キ
ー
場
、
駅
、
ダ
ム
、
温
泉
と
い
っ
た
人
々
が
集

ま
る
施
設
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
村
が
現
在

出
稼
ぎ
も
な
く
人
口
の
微
増
に
転
じ
て
い
る
の
は
、

飛
騨
牛
、
ト
マ
ト
、
ほ
う
れ
ん
草
な
ど
に
よ
る
農
業

生
産
物
が
そ
の
基
盤
の
確
立
に
よ
り
活
力
を
維
持
し

て
い
る
こ
と
や
、
農
村
風
景
や
森
林
風
景
の
維
持
に

努
め
て
維
持
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
頼
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
の
で
す
。
そ
し
て
こ
の
村
が
全
国
的
に
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
、
森
林
風
景
の
維
持
の
一

つ
で
あ
る
、
郡
上
八
幡
と
飛
騨
高
山
を
結
ぶ
七
六
皿

の
幹
線
道
路

｢せ
せ
ら
ぎ
街
道
｣
沿
道
の
自
然
景
観

保
全
を
手
始
め
と
し
た
、
都
市
と
の
山
村
交
流
活
動

を
か
ら
め
た
過
疎
対
策
･
地
域
振
興
へ
の
取
組
み
で

し
た
。

清
見
村
の
ほ
ぼ
中
央
を
南
北
に
縦
断
す
る
主
要
地

方
道
高
山
~
八
幡
線

(国
道
二
五
七
号
線
･
せ
せ
ら

ぎ
街
道
)
は
、
飛
騨
と
中
京
圏
を
結
ぶ
最
短
ル
ー
ト

と
し
て
、
産
業
、
生
活
道
路
と
し
て
重
要
な
道
路
で

は
あ
り
ま
す
が
、
沿
道
開
発
は
森
林
風
景
維
持
を
優

先
さ
せ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
そ
の
結
果
大
変
美
し
い

天
然
林
が
多
く
残
り
、
ま
た
利
便
性
も
か
ね
備
え
た

｢道
路
｣
と
し
て
現
在
に
至
っ
て
お
り
ま
す
。
昭
和

道の駅 ｢パスカル清見｣ 全景
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六
〇
年
に
は
、
こ
の
素
晴
ら
し
い
景
観
を
将
来
の
為

に
保
全
し
よ
う
と
い
う
村
長
の
提
案
の
下
、
役
場
職

員
が
中
心
と
な
っ
た
沿
道
保
全
活
動
(草
刈
･
清
掃
)

が
始
ま
り
ま
し
た
。
翌
昭
和
六
一
年
に
は

｢清
見
村

沿
道
自
然
景
観
保
全
条
例
｣
が
制
定
さ
れ
、
現
在
で

は
役
場
職
員
は
も
ち
ろ
ん
、
村
議
、
住
民
、
老
人
会
、

商
工
会
な
ど
一
丸
と
な
っ
た

｢沿
道
森
林
修
景
奉
仕

作
業
｣
と
し
て
定
着
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
て
、

　
　

　

　

　　　

　ホ　

･でも

酵

　
　　
　

　

乱
開
発
を
未
然
に
防
止
し
、
自
然
景
観
を
保
全
で
き

た
こ
と
が
、
四
季
を
通
じ
て
全
国
か
ら
多
く
の
人
々

が
訪
れ
、
交
流
人
口
の
拡
大
が
進
み
過
疎
の
抑
止
に

も
つ
な
が
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
パ
ス
カ
ル
清
見

こ
の
せ
せ
ら
ぎ
街
道
の
高
山
と
八
幡
の
中
間
地
点

に
パ
ス
カ
ル
清
見
が
あ
る
大
原

(お
っ
ぱ
ら
)
地
区

が
あ
り
ま
す
が
、
林
業
の
低
迷
と
激
し
い
過
疎
化
を

前
に
、
さ
び
れ
ゆ
く
集
落
で
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
集

落
を
維
持
す
る
論
議
の
中
、
新
た
な
雇
用
の
場
を
つ

く
り
、
U
タ
ー
ン
者
を
受
け
入
れ
る
為
の
施
設
を
整

備
す
る
必
要
性
が
高
ま
り
、
手
付
か
ず
の
ま
ま
残
さ

れ
た
自
然
を
活
用
し
、
都
市
生
活
者
と
の
交
流
を
主

体
と
し
た
地
域
活
性
化
の
た
め
に
｢パ
ス
カ
ル
清
見
｣

を
整
備
す
る
案
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
道
の
駅

を
中
心
に
特
産
品
販
売
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
宿
泊
施

設
、
体
験
農
園
な
ど
か
ら
な
る
観
光
交
流
施
設
で
、

平
成
元
年
に
｢農
業
農
村
活
性
化
農
業
構
造
改
善
モ

デ
ル
事
業
｣
と

｢農
村
基
盤
総
合
整
備
事
業
｣
を
う

け
て
そ
の
建
設
が
実
現
し
ま
し
た
。
パ
ス
カ
ル
清
見

は
こ
う
し
て
全
国
の

｢道
の
駅
｣
の
第
一
号

(称
号

二
号
)
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

現
在
、
｢パ
ス
カ
ル
清
見
｣
は
八
万
髭
の
敷
地
に
、

特
産
品
販
売
所
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園
、

宿
泊
施
設
、
オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
、
体
験
農
園
、
果

樹
園
が
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー

ま
つ
り
、
紅
葉
ま
つ
り
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
他
に
、

｢山
菜
取
り
と
天
ぷ
ら
を
楽
し
む
会
｣
、
｢野
菜
の
収

穫
体
験
と
飛
騨
牛
丸
焼
き
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
｣、
｢飛
騨

の
花
も
ち
作
り
と
手
作
り
豆
腐
｣、
｢ブ
ル
ー
ベ
リ
ー

の
摘
み
取
り
と
ジ
ャ
ム
作
り
｣、
｢ス
ノ
ー
モ
ビ
ル
体

験
｣
な
ど
一
年
を
通
じ
て
清
見
村
を
満
喫
し
て
い
た

だ
く
体
験
企
画
の
発
信
地
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ま

た
道
の
駅
に
併
設
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
宿
泊
施
設
に
お

い
て
は
、
飛
騨
牛
を
は
じ
め
と
し
た
清
見
村
産
品
を

利
用
し
た
特
産
品
や
名
物
料
理
の
開
発
販
売
を
積
極

的
に
行
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
こ
う
し
た
活
動
に
よ

り
、
パ
ス
カ
ル
清
見
に
は
年
間
約
五
〇
万
人
も
の
方

に
お
こ
し
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
な
お
大
原
地
区

で
は
、
｢パ
ス
カ
ル
清
見
｣
の
完
成
後
、
I
タ
ー
ン
、

U
タ
ー
ン
者
が
増
え
、
そ
れ
ま
で
減
少
傾
向
に
あ
っ

た
人
口
は
増
加
に
転
じ
活
気
が
戻
っ
て
き
て
お
り
ま

す
。
郡
上
八
幡
町
と
高
山
市
と
の
二
大
観
光
地
に
は

さ
ま
れ
、
車
窓
に
四
季
を
手
軽
に
楽
し
め
る

｢せ
せ

ら
ぎ
街
道
｣
、
そ
し
て
地
域
住
民
が
講
師
を
努
め
る

各
種
体
験
イ
ベ
ン
ト
の
ほ
か
、
地
域
産
品
の
販
売
に

も
重
点
を
お
い
た
結
果
、
都
市
生
活
者
と
住
民
と
の

交
流
も
盛
ん
に
な
り
、
都
市
生
活
者
が
パ
ス
カ
ル
清

見
の
イ
ベ
ン
ト
以
外
で
も
野
山
を
住
民
の
指
導
の
も

と
楽
し
ん
だ
り
、
農
作
物
の
収
穫
に
来
た
り
と
日
に

日
に
交
流
の
輪
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
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こ
れ
か
ら
の
パ
ス
カ
ル
清
見

現
在
、
東
海
北
陸
道
の
延
伸
に
よ
り
高
山
市
と
中

部
圏
を
結
ぶ
主
要
幹
線
道
路
の
役
割
は
減
少
し
つ
つ

あ
り
ま
す
。
し
か
し
一
見
す
る
と
通
行
台
数
の
減
少

に
と
ら
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
沿
道
に
動
物
が
多
く
出

没
し
た
り
、
野
生
の
花
が
咲
き
乱
れ
た
り
、
蛍
が
急

激
に
増
加
し
た
り
と
ま
す
ま
す

｢せ
せ
ら
ぎ
街
道
｣

の
目
的
で
あ
っ
た

｢沿
道
修
景
｣
が
現
実
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。
お
客
様
か
ら
の
お
問
い
合
わ
せ
も
、

イ
ベ
ン
ト
に
対
す
る
も
の
か
ら
自
然
環
境
に
対
す
る

も
の
が
増
え
た
り
、
旅
行
社
か
ら
は
観
光
バ
ス
の
公

園
案
内
ガ
イ
ド
の
依
頼
が
増
え
た
り
と
、
｢通
過
型
｣

の
お
客
様
か
ら
確
実
に

｢目
的
地
｣
ま
た
は

｢滞
在

型
｣
の
お
客
様
に
様
変
わ
り
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
こ

う
い
っ
た
現
状
も
開
設
以
来
、
一
貫
し
て

｢都
市
農

村
交
流
施
設
｣
を
目
指
し
て
き
た
結
果
と
思
わ
れ
ま

す
。現

在
の
日
本
経
済
の
状
況
は
、
内
閣
府
に
よ
る
と

七
~
九
月
期
の
国
内
総
生
産
が
、
年
率
前
期
比
二
･

二
%
減
と
言
わ
れ
る
中
、
そ
の
経
済
需
要
に
密
接
に

つ
な
が
る

｢道
路
｣
、
そ
し
て
そ
こ
に
隣
接
す
る

｢道
の
駅
｣
に
は
決
し
て
順
風
で
は
な
い
時
代
の
は

ず
で
す
。
し
か
し
ど
ん
な
時
代
に
も
人
々
の
交
流
は

な
く
な
る
こ
と
は
な
い
は
ず
、
｢
パ
ス
カ
ル
清
見
｣

は
そ
の
開
設
か
ら
一
〇
年
の
歳
月
を
経
ま
し
た
が
、

常
に

｢交
流
｣
に
視
点
を
む
け
て
参
り
ま
し
た
。
こ

ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
都
市
生
活
者
へ
の

｢心
の
潤

い
｣
の
発
信
地
と
し
て
、
そ
し
て
地
域
住
民
が
憩
え

る
場
と
し
て
の

｢道
の
駅
｣
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
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げ
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鮑
月
･日

世
界

の
動
き

○
米
商
務
省
に
よ
る
と
、
今
年
七
~
九
月
期
の
国
内
総
生
産

(G

D
P
)
の
実
質
成
長
率

(改
定
値
)
は
、
前
期
比
年
率
換
算
で
マ

イ
ナ
ス
一
･
一
%
と
な
っ
た
。
九
一
年
一
…
三
月
期
以
来
の
大
幅

な
マ
イ
ナ
ス
。

○
イ
ス
ラ
エ
ル
は
緊
急
閣
議
で
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
を

｢テ
ロ

支
援
体
制
｣
と
認
定
、
こ
れ
に
先
立
っ
て
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
へ

の
攻
撃
を
開
始
し
た
。
エ
ル
サ
レ
ム
な
ど
で
の
自
爆
テ
ロ
ヘ
の
報

復
。

○
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
代
表
者
会
議
が
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
郊
外
で
開
か

れ
、
参
加
四
派
が
暫
定
行
政
機
構
の
顔
ぶ
れ
を
決
め
、
将
来
の
政

府
樹
立
へ
の
協
定
に
調
印
し
た
。
首
相
に
当
た
る
行
政
機
構
議
長

に
は
元
外
務
次
官
の
ハ
ミ
ド
･
カ
ル
ザ
イ
氏
が
選
ば
れ
た
。

○
米
労
務
省
に
よ
る
と
、
三

月
の
失
業
率
は
五
･
七
%
と
な
り
、

前
月
よ
り
0
･
三
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
。
九
五
年
八
月
以
来
の
高

水
準
。

○
米
連
邦
準
備
制
度
理
事
会

(F
R
B
)
が
主
要
短
期
金
利
の
フ

ェ
デ
ラ
ル
フ
ァ
ン
ド

(F
F
)
金
利
の
誘
導
目
標
を
○
･
二
五
%

引
き
下
げ
、
年
一
･
七
五
%
に
す
る
こ
と
を
決
め
た
。
約
四
〇
年

ぶ
り
の
低
金
利
。

○
米
国
が
弾
道
弾
迎
撃
ミ
サ
イ
ル

(A
B
M
)
制
限
条
約
か
ら
脱

退
す
る
こ
と
を
ロ
シ
ア
な
ど
に
通
告
し
た
。

○
日
中
両
政
府
は
日
本
が
ネ
ギ
な
ど
農
産
物
を
対
象
に
暫
定
発
動

し
た
セ
ー
フ
ガ
ー
ド

(緊
急
輸
入
制
限
措
置
)
の
正
式
発
動
を
回

避
し
、
中
国
は
日
本
製
の
自
動
車
な
ど
へ
の
報
復
関
税
を
と
り
や

め
る
こ
と
で
合
意
し
た
。

事

項
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獅
月
.日

国
内

の
動
き

0
政
府
･
与
党
社
会
保
障
改
革
協
議
会
が
医
療
制
度
改
革
大
綱
を

ま
と
め
た
。
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
本
人
の
患
者
負
担
に
つ
い
て
は
、
実

施
予
定
を
0
二
年
度
か
ら
遅
ら
せ
、
現
行
の
二
割
か
ら
三
割
に
引

き
上
げ
る
事
で
決
着
。

○
総
務
省
の
労
働
力
調
査
に
よ
る
と
、

一
〇
月
の
完
全
失
業
率

(季
節
調
整
値
)
は
五
･
四
%
と
な
り
、
過
去
最
悪
を
更
新
し
た
。

○
宮
内
庁
が
皇
太
子
妃
雅
子
さ
ま
の
ご
出
産
に
つ
い
て
、
｢内
親

王
が
ご
誕
生
に
な
り
ま
し
た
｣
と
発
表
。
七
日
に
称
号
は

｢緻
宮

(と
し
の
み
や
)｣
、
名
前
は

｢愛
子
｣
と
名
付
け
ら
れ
た
。

○
東
証
一
部
上
場
の
青
木
建
設

(本
社
大
阪
市
)
が
民
事
再
生
法

の
適
用
を
申
請
す
る
こ
と
を
決
め
、
経
営
破
た
ん
し
た
。

○
内
閣
府
の
国
民
所
得
統
計
速
報
に
よ
る
と
、
今
年
七
~
九
月
期

の
国
内
総
生
産

(G
D
P
、
季
節
調
整
値
)
は
、
実
質
で
前
期
比

○
･
五
%
減
で
、
二
期
連
続
の
マ
イ
ナ
ス
成
長
と
な
っ
た
。

0
政
府
･
自
民
党
が
0
二
年
度
の
診
療
報
酬
の
改
定
で
一
･
三
%

引
き
下
げ
る
こ
と
で
合
意
。

○
日
本
銀
行
が
資
金
供
給
を
拡
大
し
、
金
融
機
関
が
日
銀
に
開
設

し
て
い
る
当
座
予
金
残
高
の
目
標
を

｢六
兆
円
を
上
回
る
｣
か
ら

｢
一
〇
兆
円
ー
一
五
兆
円
程
度
｣
に
変
更
し
た
。

○
財
務
省
が
○
二
年
度
一
般
会
計
の
財
務
省
原
案
を
内
示
。
総
額

は
○
一
年
度
当
初
予
算
比
一
･
七
%
減
の
八
一
兆
二
、
三
〇
〇
億

円
。
ま
た
、
財
政
投
融
資
計
画
は
前
年
度
比
一
七
･
七
%
減
の
二

六
兆
七
九
二
〇
億
円
。

事

項

“

刎
月
.日

道

路
行
政

の
動
き

○
岡
山
自
動
車
道

(岡
山
総
社
I
C
~
賀
陽
I
C
)
の
一
部
区
間

(四
日
)、
米
子
自
動
車
道

(湯
原
I
C
~
蒜
山
I
C
)
の
一
部
区

間

(二
一
日
)
四
車
線
化
が
完
成
。

○
新
潟
港
河
口
部
の
信
濃
川
東
西
を
結
ぶ

｢新
潟
み
な
と
ト
ン
ネ

ル

(全
長
三
、
二
六
0
m
)｣
が
通
電
式
。

○
一
般
国
道
一
六
一
号

(湖
北
バ
イ
パ
ス
)
の
一
部
区
間

(滋
賀

県
マ
キ
ノ
町
大
沼
;
今
津
町
日
置
前
)
二
･
六
如
が
完
成
。

○
第
二
名
神
高
速
道
路
の
三
重
･
滋
賀
県
境
を
貫
く

｢鈴
鹿
ト
ン

ネ
ル

(延
長
約
三
、
九
〇
0
m
)｣
の
上
が
り
線
が
貫
通
。

○
地
域
高
規
格
道
路
に
つ
い
て
、
新
た
に
調
査
区
間
六
区
間

(四

三
如
)、
整
備
区
間
四
区
間

(
一
六
虹
)
が
指
定
さ
れ
る
。

○

｢特
殊
法
人
等
整
理
合
理
化
計
画
｣
が
閣
議
決
定
さ
れ
る
。

○
九
州
自
動
車
道

･
加
治
木
J
C
T
が
供
用
、
九
州
自
動
車
道

(北
九
州
市
~
鹿
児
島
市

･
延
長
約
七
虹
)
と
隼
人
道
路

(延
長

約
七
如
)
が
直
結
。

0
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車
道

(八
王
子
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
~
あ

き
る
野
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
)
に
係
る
公
聴
会
が
東
京
都
八
王

子
市
で
開
か
れ
る

(22
日
ま
で
)
。

○

｢橋
、
高
架
の
道
路
等
の
技
術
基
準
｣
が
改
訂
さ
れ
る
。

事

項
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新
年
あ
げ
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

本
年
も
本
誌
の
ご
愛
読
の
ほ
ど
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

今
年
よ
り
、
ユ
ー
ロ
通
貨
が
実
際
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
動

き
出
し
た
が
そ
の
関
係
国
で
強
力
経
済
国
を
自
負
し
て
い

る
の
が
ド
イ
ツ
で
あ
る
。

正
月
早
々
話
が
古
く
て
恐
縮
で
あ
る
が
そ
の
ド
イ
ツ
の

二
人
の
女
性
デ
イ
ト
リ
ッ
ヒ
と
り
フ
ェ
ン
シ
ュ
タ
ー
ル
を

並
べ
て
み
た
く
な
る
思
い
が
浮
ん
だ
。

か
つ
て
、
こ
の
二
人
は
前
者
は
女
優
、
後
者
は
映
画
監

督
と
し
て
世
界
に
名
声
を
馳
せ
た
こ
と
は
昭
和
前
半
青
年

時
代
を
遇
し
た
人
々
に
は
懐
か
し
く
思
い
返
さ
れ
る
筈
で

あ
る
。

洋
画

｢嘆
き
の
天
使
｣
な
ど
に
女
の
魅
力
を
思
う
存
分

発
揮
し
た
デ
イ
ト
リ
ッ
ヒ
は
ナ
チ
ス
政
権
に
愛
想
を
尽
か

し
、
ド
イ
ツ
を
離
れ
た
た
め
祖
国
に
盾
つ
い
た
と
国
民
か

ら
非
難
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
ナ
チ
党
大
会
記
録

｢意
志
の
勝
利
｣
や
ベ
ル
リ

ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

｢
オ
リ
ン
ピ
ヤ
｣
を
製
作
し
た
り
フ
ェ

ン
シ
ュ
タ
ー
ル
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
最
後
ま
で
忠
節
を
尽
く
し

て
力
果
て
て
い
る
。

全
く
反
対
の
立
場
を
と
っ
た
二
人
で
は
あ
る
が
、
両
者

と
も
ベ
ル
リ
ン
生
れ
で
年
齢
も
一
つ
し
か
違
っ
て
い
な
い

こ
と
は
奇
し
い
運
命
で
あ
っ
て
心
を
引
か
れ
る
も
の
が
あ

る
。ま

た
、
デ
イ
ト
リ
ッ
ヒ
は
ナ
チ
ズ
ム
を
拒
否
し
た
も
の

の
ド
イ
ツ
を
愛
し
て
お
り
、
如
何
に
民
衆
か
ら
雑
言
の
迫

害
を
受
け
よ
う
と
も
自
分
の
遺
体
は
祖
国
に
埋
め
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
る
。

一
方
は
直
接
に
、
一
方
は
遠
廻
り
し
て
も
祖
国
を
思
う

心
は
異
な
っ
て
は
い
な
い
と
こ
ろ
に
ド
イ
ツ
女
性
の
素
晴

ら
し
さ
を
感
じ
な
い
訳
に
は
い
か
な
い
。

今
、
二
十
一
世
紀
に
あ
っ
て
成
長
期
か
ら
安
定
期
へ
と

転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
情
勢
に
あ
っ
て
、
日
本
は

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
打
ち
建
て
る
べ
く
苦
悩
の
な
か
に
あ

る
。そ

の
一
環
と
し
て
社
会
資
本
の
投
資
特
に
公
共
事
業
に

対
す
る
議
論
は
沸
騰
し
て
留
る
こ
と
を
知
ら
な
い
。
視
野

を
広
げ
て
長
期
を
見
通
す
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
も
知
恵
を
絞

っ
て
対
応
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
現
状
に
あ
る
。

二
人
の
環
境
に
は
そ
れ
ぞ
れ
の
歩
み
が
あ
っ
た
が
終
着

は
ド
イ
ツ
の
た
め
で
あ
っ
た
と
同
様
に
我
々
の
目
標
は
帰

す
る
と
こ
ろ
は
複
眼
的
視
野
に
立
ち
、
祖
国
の
繁
栄
と
平

和
を
願
う
こ
と
に
あ
る
と
月
並
み
で
は
あ
る
が
結
論
し
た

次
第
。
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